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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……ごめん、ちょっとわかりにくかったかな」

　そう言うと、その見知らぬ少女は困こまったような笑えみを浮うかべ、大きな瞳ひとみで僕を見た。

　時刻は夜の十一時。

　人の気け配はいなんてカケラも感じられない美術室の窓まど際ぎわで、僕はその子と向き合っている。

「いきなり言われても……わからないよね、こんな話」

　言こと葉ばを選んでいるのか、少女はふと口ごもる。ほんのり困った横顔と均きん整せいのとれた全身を、雲の切れ間から差し込んだ月明かりが、さあっと白く染そめ上あげた。

　あ。綺き麗れいだ。とんでもなく綺麗だ。

　一目見た時から綺麗だと思ってはいたが、今の一いつ瞬しゆんはその中でも格別だった。瞬しゆん間かん、僕の中の美術部員としての部分が、スケッチブックと鉛えん筆ぴつを持っていないことを猛もう烈れつに後こう悔かいし始はじめる。

　うん、その気持ちはよくわかるぞ、僕。だけどだね。

　今はそれどころじゃないだろう？

「第一、あなたは、あたしのことなんか知らないわけだし。……だよね、白しら塚つか真しん一いちくん」

「うえ？」

　いきなり名前を呼よばれた。何とか落ち着こうとしていた矢先に不ふ意い打うちを喰くらい、裏うら返がえりに裏返りを重ねたような声が出る。笑われる、と反はん射しや的てきに思ったが、その子は特に反はん応のうしなかった。今の心配は取り越し苦労だったらしい、良かった良かった。

　まあ、うちの制服着てるんだから、僕の名前くらい知ってても不ふ思し議ぎじゃないか。僕はもしかして自分で思ってるより有名なのかも、ってかそれより今は「君のこと知らなくてごめん」と一言謝あやまっておくべき場面だったんじゃないだろうか。ああ気を悪くされたらどうしよう。第一印いん象しようは意外と尾おを引くぞ。

　……って。だから、そうじゃなくて。そうじゃなくてだね。

　まあ落ち着け白塚真一。慣なれないシチュエーションに戸と惑まどう気持ちはわかる。何しろ「見知らぬ美少女と夜の校舎で二人きり」。男十六歳、この状じよう況きようで冷れい静せいでいられるほうがおかしいってのも全力でわかる。でも今は。

　そう。全力で落ち着くべき時だ。と、僕が自分に言い聞かせようとした瞬間。

「──じゃあ、もう一度言うね」

　少女は再ふたたび口を開き、

「白塚真一くん、あなたの」

　最初に聞いたのと同じ言葉を口にした。

「血をね、吸ってもいいかな」

　おずおず、という表現が似に合あいそうな態たい度どでそう尋たずねてきたその子の瞳は、初めて見た時と同じように何やら銀色に輝かがやいており、ついでに言えば顔も手足も髪かみの毛も、ぼんやりとしたオレンジ色の光をうっすらと放はなっていて、さらにはその小さな唇くちびるから覗のそいた白い歯はあんたそれ絶ぜつ対たいにホモサピエンスの歯じゃないねと言いたくなるほどにぎらりと尖とがっていたわけで。

　結論。この子は人間じゃないです。

「どう……かな？」

　返事しない（正確に言えば、返事できない）獲え物ものに業ごうを煮にやしたのか、一歩ずつこちらに近づく少女（のようなもの）。整ととのった眉まゆが僅わずかに傾かたむき、困こん惑わくかそれとも苛いら立だちを示している。ああ、その顔は君には似に合あわない。できるなら、さっきの顔をもう一度見せてほしい。あの表情をスケッチさせてくれるなら、僕はもう……って何考えてんだ白しら塚つか真しん一いち！　死ぬの前ぜん提ていで考えるの禁止！　しかも交こう換かん条件が安いぞ！

　そもそも、僕はただ、忘わすれ物ものを取りに来ただけなのに。「神よ、我に思し春しゆん期きめいた刺し激げき的てきなイベントを一つ二つ与えたまえ」などと願ったわけでもないのに。

　なんで夜の美術室で妖よう怪かい少女に吸きゆう血けつされそうになってますか？　やりすぎだ神様！

　──と、そう考えた時。混こん乱らん中ちゆうだったはずの僕の脳のうは、一いつ瞬しゆんでその答えを導みちびき出だしていた。

　うん、十中八九、原げん因いんはあのヒトだ。




　　　　＊＊＊




「きつね七化けたぬきの八化け、てんの九化けやれ恐おそろしやー」

　謎なぞの鼻歌が景けい気きよく響ひびく放ほう課か後ごの美術室の窓から、真っ赤な西日がまっすぐ伸びる。六月の下げ旬じゆんともなれば太陽の勢いきおいもいよいよ強く、今年もそろそろ夏だなあとふと思ったりもするのだが、それはそれとして問題はあの歌だ。歌い手がリズミカルにキーボードを叩たたく音と相まって、何と言うか、非常に耳につくと言うか、要するに、うるさい。この広い部へ屋やに三人しかおらず、しかもその三人は背せ中なか合あわせとは言え近い席に座すわっており、なおかつそのうち二人は黙だまって作さ業ぎよう中ちゆうなのだから、うるさく感じるのも無む理りはない。

　というわけで僕はトンボの２Ｂ鉛えん筆ぴつを握にぎっていた右手をスケッチブックから降おろし、わざとらしく溜ため息いきを吐ついた。ほんとにもう。

　そして、いつものように「すいませんがもうちょっとお静かに」と口にしようとしたのだが、今日に限かぎってはその必要はなかった。僕の隣となりで英語の問題集を写していた穂ほ村むらが、

「先輩。何すか、その……歌？」

　と突っ込んでくれたのだ。サンキュー、持つべき者は同級生。

　と、穂村の質問に、歌い手はぴくりと反はん応のうしたかと思うと、

「なぜに疑問系？　ええ、歌ですわよ、これは。しかも有名な」

　ノートパソコンから手を離はなし、ぐるりと回転してこちらを向いた。

　小学校高学年級の背せ丈たけ、学校指定のジャージの上下、あと眼鏡。いつもながらの先輩だ。

「……何よ、二人とも黙だまっちゃって。今日の私はそんなに美しい？」

　ふるふる、と小さく首を振ふる僕ら。どうやら穂ほ村むらも僕と同じことを考えていたようだ。

「む。何か失礼な思し念ねんを感じるね。思い起こせばついこの間、美術部再さい建けんに協力してあげた恩おんを忘わすれちゃいましたか、もしかして？　サークル認にん可かには最低四人のメンバーが必ひつ要よう、しかもそのうち最低一人は二年生以上──という絶ぜつ対たい条件に阻はばまれて路ろ頭とうに迷まよっていた君たちに、温かい手を差さし伸のべてあげた恩を」

「……ずいぶん引ひっ張ぱりますね、その話」

「当然。売った恩は最大限に活用せよ、ってのは祖父じいちゃんの遺ゆい言ごんなのでね」

　眼鏡のレンズ部分をくいっと跳はね上あげ、先輩は剝むき出だしになった両目でにやりと笑った。

「あ、それともアレですか？　生徒会に認可されちゃえば、あとは年とし増まガールなんて要いらない子ですか？　帰れと？　出て行けと？　のたれ死ねと？　嗚呼ああ、何て可哀かわい相そうなわたし！」

　オーバーアクションで「可哀相なわたし！」を表現する先輩。うん、いつも通りだ。そこで僕も、鉛えん筆ぴつの尻で頭を搔かきながら、いつも通りの答えを返す。盛せい大だいな溜ため息いきも添そえて。

「はいはい、そんなことは思ってませんし、ちゃんと感かん謝しやしてますよ」

「お、そうかね」

「ええ、そりゃーもう。たとえ、先輩が美術部再建に協力してくれた理由が、放課後の活動場所を確保したかったからだけだとしても。そして、毎日毎日、美術とは何の関係もない奇き妙みよう極きわまりない謎なぞの活動に没ぼつ頭とうしていようとも。──先輩は、僕らの大事な大事な仲間です」

「……うーん、何だかトゲがあるね君の言こと葉ばには。あんたは部員の頭数が欲しかった。私は広い部へ屋やが欲しかった。ほら、利り害がいは一いつ致ちしてるじゃん？　時に白しら塚つかくん、共きよう存ぞん共きよう栄えいって素す敵てきな言葉をご存ぞん知じかしら？」

「あいにく知ってます」

「なら、それを心に刻きざむべし。半紙に書いて部屋に貼はるべし。一日十回は音読すべし。二時間おきに拝おがむべし。あと、人の趣しゆ味みを奇妙呼よばわりするのは、お姉さん的には感心しませんよ」

　そう言われてもなあ。「妖よう怪かいの研究」ってのは、かなり奇妙な部類に入ると思います。しかしそれを口にすると、また話が長くなる。

　とか何とか僕が悩なやんでいるところへ、穂村がヘラヘラと水を差した。お、ナイスタイミング。

「そのへんにしとけよ、白塚。それを言うなら俺なんて幽ゆう霊れい部員だし。とにかくもう今の俺らがあるのは全て経ふみ島しま御み崎さき大先輩のおかげです、ってことでいいんでしょ。へへー」

　深々と頭を下げる穂村と、それに釣つられて一礼する僕。それを見ると、

「うん、わかればよろしい」

　先輩はにたりと笑い、腰こしに手を当て胸むねを張はった。はいはい、これにて毎日の恒こう例れい行事は終了。気が済すみましたか、と僕が視し線せんで尋たずねると、先輩は満足そうにうなずいてくださった。

「……あ。でもたまには、もう一人の後輩からも感謝されたいんだけどなー」

「奈な良ら山やまのことっすか？」

　穂ほ村むらの質問に、経ふみ島しま先輩は「ご名めい答とう」と苦く笑しようした。

「そりゃ難むずかしいっすねー。あの男、そもそも美術室にいないし」

「そーなのよねー」

　へらへらと笑い合う穂村と先輩。まあ、その通りなんだけど、君たちが言うことじゃないだろう。四人目の美術部員にして僕らと同じ一年生の奈良山は、確かに美術室にはほとんどいない。しかしそれは外で真面目まじめに風ふう景けい画がを描かいているからであって、たまに顔を出したと思ったら問題集を写すだけの幽ゆう霊れい部員や、妖よう怪かい研究に余よ念ねんのないジャージよりは、よっぽど真まっ当とうな美術部員なんだけどなあ。

　さて、それでは奈良山に負けないよう僕も本業に戻もどるとしよう。僕はスケッチブックに向き直り、机の上に開いたままになっている本のページに目を落とした。アフリカのどこか、全速力でガゼルを追う獣けものの姿すがた。スケッチブックに目を移うつせば、写真と同じポーズの動物の半身が、粗あらい線で浮うき彫ぼられている。

　と、穂村が横から首を突っ込んできた。暇ひま人じんめ。

「何？　今日のお題は豹ひようなの？　しかし面おも白しろいのかね、それ」

「これはチーター。そして面白いからやってるんです」

　短くコメント。極きよく限げんまで絞しぼり込こまれた肉体が全力で躍やく動どうする瞬しゆん間かんを鉛えん筆ぴつで写し取るという行こう為いのもたらす興こう奮ふんについて熱あつく深く語れないことはない。ないのだが、一度熱ねつ弁べんを振ふるった際さい、

「あー、わかった。お前が意外に変な奴やつだったってのはよーくわかった」

　と、あっさり切り捨てられたことを忘わすれるほど、僕は前向きではないのであります。

　自分をなだめてスケッチブックに向かった僕の耳に、穂村と先輩の会話が流れ込んでくる。

「あ、そだ。結けつ局きよく、さっきの歌っぽいのは何だったんすか？」

「だからあれは歌だってのに。三重県南部に伝わる、由ゆい緒しよ正しい歌なんだけどねー。キツネは七種類に化けられる。タヌキは八種類に化けられる。でも、九種類に化けるテンはもっと怖こわいから気を付けろ、って意味」

「てん？」

　首を傾かしげる穂村と目が合ったので、僕は答えることにした。

「動物の名前。イタチの仲間だよ、確か」

「イタチ？　あの茶色くて細いの？」

「……まあ、他にイタチはいないと思うけど」

　ですよね、と尋たずねてみると、先輩は不ふ敵てきに笑ってくれた。パーツ的には「可愛かわいい」の部類に入る顔をしてるはずなのに、何でこの人の笑え顔がおはこう不安を煽あおるんでしょうか。

「さすがは動物デッサン大好き少年。詳くわしいわね。でも、ちょっと惜おしい」

　そう言うと、先輩は机の上の古い本を手に取り、ペラペラめくりながら続ける。

「テンってのは、確かに今ではイタチとは別の種類の動物ってことになってるけど、近世以前はそこまで細こまかい区分はなかったみたいね。同じ動物でも、地方によって呼よび方かたがイタチだったりテンだったりと、かなりアバウトだったってのが実状らしくて、たとえば四国の」

「あーはいはいわかりました。要するにイタチだと。で、あの細っこいのが化けるんすか？」

「常じよう識しきでしょうが」

　即そく答とうしますか。穂ほ村むらが視し線せんで「知ってたか」と尋たずねてきたが、僕の答えはもちろんノー。

「むう。まあ、キツネにタヌキほどメジャーじゃないから、知らないのも無む理りないか。イタチにからんだ怪かい談だんとか、江戸時代にはけっこう多いんだけどね」

「へー、そうなんすか」

「そうなんすよ。採集された話は多いし分ぶん布ぷも広いんだけど、パターンは割と固こ定ていされてる感じかな？　メジャーなのは火の玉ね。野原とか田んぼとか、何もないはずのところに火の気けが見えて、行ってみたらやっぱり何にもなかった、って話」

「それだけ？　何でそれがイタチの仕し業わざになるんすか？」

「それを私に聞かれても。これはイタチの仕業である、って書き残してある以上、後世の研究者達はそれを信じるしかないのです」

　先輩は、たはは、と笑って頭を搔かいた。

「他には、人に化けて近づいてきて、うまいこと言って血を吸おうとするパターンなんてのも。実じつ際さいのイタチは鳥の首を嚙かみ切きったりするから、そこから『血を吸う』って話が出てきたってのが通説ね。夜道で出会った見知らぬお姉さんが、何やら色々質問してきて、どうも怪あやしいと思ったら実はイタチが化けていた、みたいな話が多いかな。相手の正体を見破ると消えちゃうってのは、キツネ系の怪談とも共通してるわね。あと、美人に化けるってとこも」

「ほー、美人？」

「……わかりやすく食いついたわねー、また」

「思し春しゆん期きですから」

　穂村は爽さわやかに微笑ほほえむと、グッと親指を立てた。それは別に威い張ばることじゃないぞ、友よ。まあ僕も心の中で「イタチが化けた美人」を想そう像ぞうしましたけども。ちなみに、ショートカットで褐かつ色しよく肌はだのお姉さんでした。

　そんな僕らの脳のう内ないをスキャンしたのか、先輩は呆あきれたように首を振ふる。

「はいはい若い若い。ま、イタチの怪かい異いは他にも色々あるんだけど、主だったところはこれくらいなのね。んで、次回の更こう新しんでは、そこらへんを突っついてみようと思ってるわけ。以上」

　そう言い切ると、先輩はふいにぐるりと回転し、机の上のノートパソコンに向き直った。

　この先輩、妖よう怪かいだとか怪談だとかを分ぶん析せきするサイトを立ち上げているのだが、これがなかなか一部の世界で評ひよう判ばんなのだそうだ。聞いた話では、どっかの大学教授が論文の参さん考こうにさせてくれと頼たのんできたとかこなかったとか。

「というわけで私は仕事に戻もどりますのです」

　放ほう置ちされていた液晶モニターには、何だかよくわからないものたちがうろうろしていたが、先輩が一つキーを叩たたくと、そいつらはすぐにかき消えた。

「ねー、先輩」

　やむなく問題集に戻った穂ほ村むらが間ま延のびした声を掛かけると、

「んー？」

　研究モードに入った先輩は、これまた間延びした声で返事をした。

「妖よう怪かいって面おも白しろいんすか？」

「面白いからやってんの」

　納なつ得とくする僕。と、穂村は別なところに感心が湧わいたのか、んー、と前置きしてから尋たずねた。

「妖怪って、いるんすか？」

「いると思えばいる。いないと思えばいない。そんなもんよ」

「え。そんなもんなんすか？」

「そんなもんなんすよ。出るかも、と思えば出る。あと、そういう話をしてると喜んで出てくる、なんて言い伝えもあるけどね。逆に、何にも気にしてなければ出てこない」

「ふーん。聞いたか白しら塚つか、そんなもんなんだってさ」

「聞こえてるよ、しっかりと」

　何しろこの広い美術室に三人しかいないんだから。呆あきれた口く調ちようで相あい槌づちを打ちながら、僕はふと尋ねていた。

「じゃあ、先輩はいると思います？　妖怪」

「んなわけあるかい。質量保ほ存ぞんの法則に逆さからうような存そん在ざいは、この宇宙にあってはなりません」

　あっさり即そく答とうする自称妖怪研究家。あ、そういう反はん応のうですか。

「……何よー、その間は。まさか白塚も私が妖怪信じてると思ってたクチ？」

「ええ、まあ。……てか、信じてもいないのによくそこまでのめり込めるなあ、と」

「すぐ人を変人扱あつかいする。純情陸上ガールを怯おびえさせてる男に言われたくないなあ」

　ぼきり。

　嫌いやな音を立てて、鉛えん筆ぴつの芯しんが折れた。淡あわいタッチのデッサンの上に、深くて黒い跡あとが残る。

「おーおー動どう揺ようしとる動揺しとる」

　ニヤニヤしながらはやし立てる穂村の声。そしてパソコンに向かったままの先輩の背せ中なかは小こ刻きざみに揺ゆれていやがった。表情は見えないが、絶ぜつ対たいに笑ってるな、あれ。

「聞いたわよ？　陸上部の磯いそ山やまちゃん、だったっけ。なんか怪あやしい告こく白はくしたんでしょ。僕のモデルになってくれーとか何とか」

「よく知ってますねー先輩。で、そしたら何て断ことわられたんだっけ、白塚くん？」

　これ以上ないほどにニヤニヤしながら、穂ほ村むらは僕の肩かたを優やさしく叩たたいた。お前、今日それ聞くの何回目だ。そんな怒いかりと呆あきれを押し殺しつつ、僕は静かに答えた。

「すいません私にはもうおつき合いしてる人がいますから」

　あ、先輩の肩が震ふるえた。同時に、穂村の手が僕の肩に回される。

「失恋おめでとう、マイフレンド！」

「そういうんじゃないっての。ただ、物もの凄すごい綺き麗れいなフォームでハードル跳とんでたから、あの子。だから、ついスケッチしたくなってだな」

「うんうん知ってるよ知ってるよ。で、いきなり描かくのも失礼だからって声を掛かけたら」

「成なる程ほど。告こく白はくと勘かん違ちがいされて、そんでもってあっさり振ふられた、と」

　くふふ、と声を漏もらしながら、ジャージの背せ中なかが再ふたたび揺ゆれる。そして、しばしの後、先輩は確信するように断だん言げんした。

「認にん定ていするわ白しら塚つか。あんた、やっぱり立りつ派ぱな変人だ」

「俺は前からそう思ってますけど。たまーに歯止めが効きかなくなるよな、お前。運動部の連中にいきなりモデル頼たのんで断られたの、入学してから何人目だったっけ？　六人？　七人？」

「断られたのはまだ二人目。あと、百パーセント玉ぎよく砕さいしてるみたいな言い方はやめろ」

　そう答えた僕の口く調ちようが普ふ段だんよりも乱らん暴ぼうになっていたことは、否ひ定ていしがたい事実であります。それに、磯いそ山やまさんのフォームはそりゃもう本当に見み惚ほれるほどに美しかったのだが、それを熱あつく語ってもなかなか周しゆう囲いの理解は得られないことは経けい験けん済ずみだ。

　ひとしきり笑った（笑われた）あとは、今度こそ、それぞれの本分に打ち込む時間。やがて、

「お疲つかれ様さま。もう閉めるぞ」

　名ばかりの顧こ問もんである南みなみヶが丘おか先生が、美術室の鍵かぎをジャラジャラやりながら現れた。

「お疲れ様でーす」

「ん。珍めずらしいな、穂村。幽ゆう霊れい部員じゃなかったのか」

「今日はバイトが中止になりましたので」

　へへ、と笑う穂村に、南ヶ丘先生は溜ため息いきを一つ。

「小こ遣づかい稼かせぎも程ほど々ほどにしとけよ。経ふみ島しまと白塚はいつも通りとして。奈な良ら山やまは今日も外か？」

「山を描きに行く、っつって出ていきましたよ。たぶんそのまま帰ったんだと思いますけど」

「そっか。なら、もう閉めてもいいな」

「へーい」

　わらわらと後あと始し末まつを終えた僕らは、そのままぞろぞろと学校を出た。だいぶ日が長くなってきたとは言え、七時前だとそれなりに薄うす暗ぐらい。

「そいでは、また明日。気を付けて帰るのよ？」

　愛用の自転車にまたがった先輩が言う。

「こっちのセリフです。僕らは二人、先輩は一人」

「そうっすよ。それに先輩も一いち応おう女子高生なんだから」

「一応とは失しつ敬けいな。そんじゃま、イタチに血を吸われないようにねー。ばっははーい」

　そう言い残し、先輩は勢いきおいよくペダルを踏ふんで走り去った。まあ、あっちは明るいし人通りも多いし、そう心配することもないだろう。

　というわけで、徒と歩ほ通学組の僕らは家いえ路じを目め指ざして歩き出したのでした。




　で、穂ほ村むらと別れて我が家に到とう着ちやくした僕は、いつものように親父と夕食、その後に風ふ呂ろ。勢いついでに明日の朝飯プラス弁当の仕込みまでを終わらせ、ほいほいと自分の部へ屋やに引き上げて。忘わすれないうちに教科書を入れ替えておきましょうかねとカバンを開けたその時に、

「あ」

　問題集を一冊忘れてきたことに気が付いた。

「やっちまいました」

　頭を抱かかえて畳たたみの上に寝ね転ころがる。英語の課題、提てい出しゆつは明日、白いページがあと数枚。「途と中ちゆうまででもいいから見せてくれマイフレンド」と懇こん願がんしてきた穂村に貸して、それっきりだ。あー、そう言えば、美術室の机に置きっぱなしになってたような。

「……仕方ない、取りに行くか」

　風呂入った後に外出するのはあんまり好きではないのだが。でも、歩いていける距きよ離りに住んでただけラッキーだし、これが電車通学組なら諦あきらめるしかないわけだし、などと自分を無む理り矢や理り励はげましながら、僕は勢いよく立ち上がった。




　ぶらぶら歩くこと二十分弱。特にトラブルもなく学校に到とう着ちやく。校門を難なんなく乗り越え、校舎へ向かう。月の光にライトアップされたコンクリートの塊かたまりは、なんだかいつもと違ちがう雰ふん囲い気きを漂ただよわせており、思わず背せ筋すじがぶるっと震ふるえた。

「昼間は大おお勢ぜいの人間が出入りして、夜には完全に無人になる閉へい鎖さ空間。怪かい談だんには打ってつけの舞ぶ台たい装そう置ちなのよね、学校って。事実、近世以前に村の中や家々で語られていた妖よう怪かい達が、近代以い降こうの社会の変へん革かくの中で居い場ば所しよを無くして、その出現場所を学校に移うつしたケースも多い。つまり現代の学校は、何が出てもおかしくない無法空間になっちゃってるわけ。燃えるわね」

　経ふみ島しま先輩がいつかそんなことを話していたのを、ふと思い出してしまう。

　あ、そう言えば、あの人は今日も何か言ってたな。何だっけ。確か、

「出るかも、と思えば出る」

　……ははは、そんなわけあるものか。大だい丈じよう夫ぶ。根こん拠きよはないけど大丈夫。強ごう引いんに自分を納なつ得とくさせると、僕は美術準じゆん備び室しつの窓に手を掛かけた。

　ちなみに、この窓、理由は知らないけども鍵かぎが壊こわれたままずーっと放ほう置ちされており、いざという時に出入りするには大変便利なのである。先輩からの受け売りだ。セキュリティとか大丈夫なのかな、と心配しなくもないが、

「……忍しのび込こんでる奴やつの言うことではないですね、はい」

　自分で自分に突っ込みを入れ、僕は美術準じゆん備び室しつに転ころがり込こんだ。幸さいわい、月が明るいので、明かりを点つけなくても周まわりは見える。慣なれた足取りで美術室へと繫つながる扉とびらを開け、数時間前に出たばかりの部へ屋やに足を踏ふみ入いれた。四人がけの大きな机が、どんどんと十ばかり並ならんでいる。見慣れた風ふう景けいなんだけど、それでもこの時間だとちょっと不ぶ気き味みだ。

　えーと、穂ほ村むらが座すわってたのはここだから、あるとしたらこの辺か。見当を付け、順番に机の中を覗のぞき込こんでいく。

　一つめ、外はずれ。

　二つめ、外れ。

　三つめ、発見。かと思ったら古新聞だった。

「紛まぎらわしいな」

　誰だれに言うともなく悪あく態たいを吐つき、再ふたたび捜そう索さく開始。

　四つめ、ここも外れ。

　五つめ、誰かのプリントを発見。捨てとけよ、もう。

「どうしたの？　忘わすれ物もの？」

「んー、まあね」

　六つめ、外れ。

「手伝おうか？」

「いや、もう見つかると思うし」

　七つめ、外れ。

「そう？」

「たぶんだけど……あ、発見」

　八つめの机の中から引ひっ張ぱり出だしたそれは、確かに僕の問題集だった。うし、ミッション完了。曲まげていた腰こしを伸ばし、立ち上がる。

「良かったね」

「うん、ありが」

　とう、と答えようとして。

　僕は、ぴきりと固かたまった。

　誰だ。

　誰だ誰だ誰だ誰だ誰だ。僕は誰と話しているんだ。空そら耳みみ？　幻げん聴ちよう？　多重人格？

　ほら、きっとアレだ。思おもい違ちがいだうんそうに違いない。何となく誰かがいたような気がしただけだ。ここにいるのは白しら塚つか真しん一いち僕一人。さあ帰ろう帰ろう帰って寝ねよう。くれぐれも後ろは見るな、準備室に直行して、そのまま窓から飛とび降おりてしまえ。

　そう必ひつ死しに自分を説せつ得とくしてみたけれど、

「……どうしたの？」

　純じゆん朴ぼくで透すき通とおったその声は、僕の首をぐるりと振ふり向むかせるには充じゆう分ぶんだった。

　そして、振り向いたその先には。

「こんばんは。……あなたの血、吸ってもいいかな」

　大人しそうな少女が、一人。

　目を怪あやしく光らせながら、すっと立っていたのでありました。




　　　　＊＊＊




　というわけで、今。

「──じゃあ、もう一度言うね。白しら塚つか真しん一いちくん……あなたの血、吸っても、いいかな」

　どうかな、と再ふたたび僕を見つめる謎なぞの少女。真っ正面から視し線せんがぶつかり、整ととのった顔立ちと銀色に輝かがやく瞳ひとみが僕の両目に飛び込んでくる。その吸い込まれるような美しさに、僕は一いつ瞬しゆんで魅み了りようされていた。いや美しいのは顔だけじゃない。凜りんと引ひき締しまった長い手足は、スレンダーな肢し体たいと相まって、ただそこに立っているだけで息を飲んでしまうほどの魅み力りよくに充みち満みちていたし、肩かたに掛かかった髪かみが準じゆん備び室しつから吹き込んできた風にふわっと揺ゆれる様よう子すは妖あやしくも儚はかなげで──ってそんなことはどうでもいいだろう！　さっきから何を分ぶん析せきしてるんだ僕の脳のうは！　もっとこう有ゆう効こうな情じよう報ほうを引ひっ張ぱり出だしてみろ！
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　そう自分の頭に命じた瞬しゆん間かん。ふいに今日の先輩の話が甦よみがえった。

「次に多いのが、美人に化けて近づいてきて、うまいこと言って血を吸おうとするパターン」

　これか。正まさにこの状じよう態たいか。ということはこの子はあれか、化けイタチか。しかし、「うまいこと言って」も何も、この上なくダイレクトに聞いてきてるんですが！　面めん倒どうくさがりなんですか、このイタチさんは。そんなことより、何か他に有ゆう益えきな情報はなかったか。

「出るかも、と思えば出る」

　ええ、確かにその通りでしたよ。

「あと、そういう話をしてると喜んで出てくる」

　それはあんたの責任だー！　毎日毎日妖よう怪かいトークしてりゃ、そりゃ妖怪のほうだって出たくなりますよね先輩！　あのジャージめ！

　とか何とか、いっそう混こん乱らんしていく僕に向かって、その子はさらに近づいてきた。もう手を伸ばせば届とどく距きよ離りだ。じゃあ一歩下がればいいじゃない、とは自分でも思うのだが、足どころか手も指も目も口も、全まつたく動いてくれようとしない。何だこれ。金かな縛しばり？

「じゃ、もらうね」

　小さな口がすっと開く。美しく尖とがった小さな犬けん歯しが、ぎらり、と光った。

　ああ綺き麗れいだという感動と、もうダメだという絶ぜつ望ぼうが、胸むねの中で等しく響ひびく。でもまあこれだけ綺麗な人（と言うか、おそらくはイタチ）の手に（と言うか、歯に）かかって逝ゆくのなら、絵え描かきの端はしくれとしては本ほん望もうかも。うん。それではさようなら白しら塚つか真しん一いち。

　──って、だから諦あきらめるの早いって！　ほら、何かこう他に使えそうな情報があったような。そうだ待てよ確か先輩の話には続きがあって。えーと確かあれは

「相手の正しよう体たいを見破ると、すっと消えちゃう」

　それだー！

　正直言ってうさんくさい話だとは思うが、溺おぼれる者は藁わらをも摑つかんで引きちぎる。体に残った全てのエネルギーを、僕は喉のどへと流し込んだ。──頼たのむから、出ろよ、声。

「君は」

　しゃがれまくった声が漏もれる。でかした声せい帯たい！

　と、僕の首くび筋すじに歯を立てようとしていた少女が、ぴくり、と反はん応のうする。大きな瞳ひとみが、すぐ下から僕を見上げ、止まった。間かん髪はつ入いれず僕は続ける。

「君は──イタチです！」

　中学英語の和訳みたいな文を、喉の奥おくからひねり出す。我ながら芸のないセリフだとは思うが、あいにく言い回しに凝こってる余よ裕ゆうは全く無かった。

　と、それを聞いた少女は、

「あ」

　小さな声を発し、すっと身を引いた。

　そして、出会った時と同じようにまっすぐ立って僕を見ながら、

「……それ、知ってたんだ」

　と、少し困こまったように微笑ほほえんだ。

　心なしか、銀の眼がん光こうも、全身を包むオレンジの光も、さっきまでより弱まっているように見える。何となくではあるけれど、さっきまでの迫はく力りよくが薄うすらいできているような。

「……えーと。あの、もう、助かったと思っていいのかな」

　おそるおそる尋たずねた僕に、少女は再ふたたび微笑んでくれた。あ、いつの間まにか声が出る。

「うん。正しよう体たいを見破られたら、そこで引き下がるのは、昔からの決まりだから」

　ふひゃー、やれやれ。とりあえず命の危き機きは去ったようだ。ああ、ありがとうございます先輩、と僕は心の中で感かん謝しやしようとしたが、よく考えたらそもそもこんな目にあったのもあの人のせいじゃなかろうかとも思えてきたので、相そう殺さいしてチャラにしておいた。あいつめ。

　そんな感じで僕が納なつ得とくしていると、少女はふいに

「じゃ、これで」

　よく通る声でそう告つげ、軽かろやかに身を翻ひるがえした。透すき通とおった銀色の風がすっと吹く。

　そして、少女はそのまま夜の闇やみに融とけ込こんで消えようとした──のだが。

　その背せ中なかに向かって僕は。

「あ、あの！　ちょっと待って！」

　思わず声を掛かけていた。

「……？」

　きょとんとした顔で振ふり向むくイタチさん。そりゃそうだろう。見み逃のがそうとした獲え物ものから呼よび止とめられたわけだから。こんな経けい験けんは今までなかったんだろうなあ。困こん惑わくさせて、すみません。

　だけど僕は言わずにいられなかった。恐きよう怖ふから解かい放ほうされ自由になった喉のどで、それでもさっきとはまるで違ちがった緊きん張ちよう感かんにさらされながら、僕は必ひつ死しで口を開く。

「僕の──」

　穂ほ村むらや先輩に聞かれたら、またかよ、と笑われるだろう。我ながらヘンな性しよう分ぶんだとも知っている。だけど僕は、

「モデルになってください！」

　そう叫さけばずにはいられなかった。

　今起きたことを忘わすれたわけじゃない。何しろ殺されかけたんだから、忘れようと思っても忘れられない。だけどそれはそれとして。こんなに綺き麗れいな人は学校中探さがしたって、いや世界規き模ばで探し回っても見つかるもんじゃない。こんなチャンスは二度とない。

　どんな生き物でも、何かの行こう為いに全力で打ち込む時、その体は純じゆん粋すいな機き能のう美びの塊かたまりとなり、そしてその姿すがたをこそ僕は美しいと思う。だから僕は、色んな動物を、色んな運動部の人達をスケッチしてきたわけだ。

　だけど、目の前のこの人は（正確には人じゃないんだろうけどこの際さい細こまかいことはどうでもいい）、今まで描かいてきた人や生き物たちとはまるで別格だった。ただそこにいるだけで問もん答どう無む用ようで美しいなんて人を見たのは、正直、生まれて初めてだ。

　つまり。僕はこの人を描きたいと直感的に心の底そこから思ってしまい、そしてその思いは、さっきまでの恐きよう怖ふ感かんなんかよりもずっと大きかったという、これはそれだけの話なのである。

「……もでる？」

　何を言っているのかしら、と言いたげに、イタチさんが首を傾かしげる。ああ、モデルって言こと葉ばはわからないのか。

「あ、ごめん。だから、僕は、あなたを、絵に描きたいんです」

「絵……？　白しら塚つか真しん一いちくん、絵描きさん？」

　良かった。話は通じたみたいだ。

「ううん、違ちがう。僕はただの美術部員で、プロの絵描きとかじゃないけど。でも、あなたを描きたいのは本当なんだ、いや、本当なんです。上手うまく言えないけど、信じて欲しい」

　ジェスチャーを交まじえながら僕は語った。畜ちく生しよう、自分のボキャブラリーの貧ひん困こんさが情なさけない！

「動いてる姿を描きたい。止まってる姿も描きたい。笑ってる顔も描きたい、後ろ姿も描きたい。と言うか、あなたが描ければそれでいい。急に言われても困こまるかもしれないけど、だけど、いつでもいいから、また会えるなら──その時、あなたを描かせてほしい。だめですか？」

「え……だめ、ってわけじゃ……ない、けど」

　僕の熱ねつ弁べんを聞き終えたイタチさんは、かなり困こん惑わくしたようで。

　先ほどまでの荘そう厳ごんな迫はく力りよくはどこへやら。腕うでを組み、額ひたいに人差し指を当てながら悩なやみ始はじめた。あ、イタチもこうやって悩むんだ。

「うーん……でも……久しぶりに喚よんでくれた人だし……むー……」

　そしてしばらく悩んだ末に。考えがまとまったのか、イタチさんは「ふー」と大きく息いきを吐はき出だすと、僕をじっと見つめ、おずおずと尋たずねた。

「それ、痛いたく……ない？」

「ないないないない！　と言うかあなたには何の負ふ担たんもないです！　僕があなたを見てですね、その光こう景けいを絵に描く。それだけです！」

「そう？　だったら……良いよ」

　良いって、それはオッケーってことですね！　わかりやすく喜ぶ僕を見て、イタチさんは、「仕方ないなあ」とでも言いたげな笑えみを浮うかべてくれた。ああ美しい。そして可愛かわいい。

「今すぐには……無理だけど。それに、いつになるかも……わからないけど。でも、いつか必かならず、会いに来るから。それでも、良い……かな？」

「はい全然いいです！」

　それはもうハキハキと即そく答とうする僕。人は興こう奮ふんすると敬けい語ごが出るんだなあ。

「……ほんとに？」

「はいっ！　てか、むしろそっちのほうがありがたいです。僕、もっと練習して、それまでに、もっと上手うまく描かけるようになっておきますから！」

　いつの間にか拳こぶしを握にぎりしめていた自分に気づく。英語の問題集がなんか凄すごい形に握にぎり潰つぶされているけど、この際さいそんなものは全まつたくもってどうだっていい。何なら引ひき裂さいてやろうか。

「そっか」

　そう言うと、イタチさんは、とん、と爪つま先さきで床ゆかを蹴けり、その体を宙に浮うかべた。

「じゃあ……また、いつか、ね」

「はい！　また！　いつか！」

「うん。また、いつか」

　美しくそして暖あたたかい笑えみを浮かべながら、イタチさんの体が暗くら闇やみの中に融とけ込こんでいく。

　そして、ほんの一いつ瞬しゆん、細身で小さな動物のシルエットを浮かび上がらせたかと思うと、

「あ」

　っと言う間にかき消えた。

　で。それからしばらく、僕はそのまま美術室に立ちつくしていた。

「ふはっ」

　溜ため息いきだか何だかよくわからないものが口から漏もれる。それをきっかけに、わさわさした興こう奮ふんが次し第だいに遠のき、入れ替わるように、どっしりした喜びと責任感が二人三脚で押し寄せてきた。

「──おめでとう、白しら塚つか真しん一いち。今夜、君の人生の目もく標ひようが確定しました」

　落ち着くつもりで口に出してみたら、よけい現実感が遠のいた。

　イタチさんが約束してくれた「いつか」がいつなのかはわからない。何しろ相手は妖よう怪かいなんだから、時間の尺しやく度ども僕らとはたぶん違ちがうのだろう。何年先、もしかしたら何十年先かもしれない。

　でも。「いつか」は、いつか必かならずやってくる。そして、それがいつであれ、その日が来た時、僕は後こう悔かいしたくない。だからせめて、最大限の努力だけは怠おこたりたくない。

「……頑がん張ばらなきゃな」

　とりあえず自分に気合いを入れた。明日からはとにかく人体デッサンを描きまくろう、と心の中で誓ちかいを立てる。うん、まずは基礎練習あるのみだ。




　学校からの帰り道。妙みようにテンションが上がったので、

「千せん里りの道も一歩から！」

　意味もなく叫さけんでみたりした。
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「なあ白しら塚つか。お前さ、何かあったわけ？」

　放課後。美術室に向かおうとしていた僕に、クラスメイトの久ひさ居いが声を掛かけてきた。

「いや、何かって言われても。具ぐ体たい的てきに何？」

　何の話かわからないので、素す直なおに反はん応のう。

「それがわかんねえから聞いてんの。んー、テンション高いっつーのとはちょっと違ちがう気もすんだけど、なんつーか、ハッピーなんだよ、雰ふん囲い気きが。あれか？　磯いそ山やまにオッケー貰もらったか？」

「磯山……って、ああ、陸上部の？　違う違う。だいたい断ことわられた次の日にリトライするか」

　あ、そう言えばこいつも陸上部だっけか。

「お前ならやりかねんだろ」

「失しつ敬けいな」

　人を何だと思ってるんだか。これでも最低限の節せつ度どは守っている……つもりです。一いち応おう。

「ま、磯山には、お前は怪あやしいけど害はない奴やつだって説明しといたからよ。何だったらまたチャレンジしてみ？　今度は振ふられずに済すむかもよ」

「そりゃどうも。でも、そういうんじゃないからな。じゃ、部活があるのでこれで」

「えー。何か隠かくしてねえ？」

「ないない。これでも部長だから忙いそがしいんだよ。んじゃ、な」

　久居はまだまだ続きを聞きたそうだったが、僕は一年Ａ組の教室を出た。ちょっと悪いとは思うが、かと言って「実は昨夜、妖よう怪かい少女にモデルになってもらう約束を取り付けたんだ」と話すのも気が引ける。と言うか、それを話すと、たぶん友人を一人減へらすことになる。

「……実じつ際さい、信じられないよな、あれ」

　一応僕もそれなりに常じよう識しき人じんではあるので（友人知人に言わせると「明らかに歯車一枚ずれている」らしいのだが）、昨夜から何度も「あれは夢か何かだったんじゃないか」とは考えてみた。だが、恐おそろしいほどの握あく力りよくで握にぎりしめられた英語の問題集、という物的証しよう拠こが残っている以上、とにかくあの時間にあの場所で何かが起きたのは確実なのではなかろうか、という結論に達したわけである。

　それに。もしも百歩譲ゆずってあれが全部幻げん覚かくだったとしても、絵が上手うまくなりたい、という目的自体は前からあったわけだし、特に何が変わるわけでもない。ですよね、うん。

　と、そこまで考えたら、ちょうど美術室の前に着いていた。

「うし。では、今日もひとつ頑がん張ばりますか」

　──いつか来る（かもしれない）「いつか」のために。心の中でそっとつぶやく。

　そして、僕は美術室の戸を開け、

「あ、もう来てたんですか、先輩」

「おー、遅おそかったね部長」

　すでに席についてパソコンに向かっていた先輩と、いつも通りの挨あい拶さつを交かわした後、

「それはそれとして。入部希望者が来てるよ？　ほら、お嬢さん挨あい拶さつどうぞ」

「あ、こんにちは」

　その傍かたわらに立っていた子と目を合わせ、

「あ、どうも……って。え」

　見み事ごとなまでに固かたまった。

「こんにちは」

　絶ぜつ句くした僕に向かって、ぺこりと頭を下げる入部希望者。返事しなきゃ、とは思うのだが、声がまともに出てくれない。

「ん？　おーい。どした、白しら塚つか？」

　いつもなら茶ちや化かしてくるはずの先輩が、本気で心配そうな顔でこちらを見ている。それはつまり、不ふ謹きん慎しんの権ごん化げのような人が本気で気き遣づかってしまうような表情を僕が浮うかべていたってことなんだろうけど、その理由を説明している余よ裕ゆうはない。ないったらない。

「……？」

　そんな僕の態たい度どが気になるのか、入部希望者さんはきょとんとした顔で覗のぞき込こんできた。

　肩かたに掛かかる程てい度どの髪かみに大きな瞳ひとみ。夏服から伸びた手足はすらりと細く、スレンダーな体つきと相まって、いかにもスポーツやってそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていながらも、体育会系女子生徒独特の押しの強さは全まつたく感じられず、むしろ優やさしげと言うか控ひかえめと言うかまあそんな雰囲気の人であり、そのギャップは大変良い感じではあるのだが、今問題なのはそんなことではありませんのでした。

「と、とりあえず、ちょっと」

　僕は何とかそれだけを口にすると、その子の手を摑つかみ、そのまま廊ろう下かに引ひっ張ぱり出だした。先輩の「ひょほー、強ごう引いんだねー」みたいな冷ひやかしが聞こえたが、この際さい無む視しし、すかさず周まわりを見み渡わたす。右良し、左良し、再ふたたび右。人ひと影かげ発見。まずい。何がまずいんだかよくわからないがとりあえずまずい！

　僕はそのまま入部希望者さんの手を引きながら廊下を直進し、突き当たりの階段を駆かけ上あがった。二年の教室がずらっと並ならんでいるが、すでに人の気け配はいはない。よし！　教室に飛び込むのがベストだろうけど、あいにくそこまでの余裕はなかった。

　そして改めて左右を確かく認にんした後、僕はやっと入部希望者さんに向き直り、開かい口こう一番、謝あやまった。

「ごめん、急に」

「それはいいけど……で、でも……どうして？」

　一対一で力強く見つめられるのに慣なれてないのか、何やらおどおどし始める入部希望者さん。しかし、どっちかと言うとそれはこっちのセリフなわけで。僕は頭の中で言うべき言こと葉ばを必ひつ死しに探さがし回まわった挙あげ句く、しどろもどろになりながら口を開いた。

「えーと、あの、なんか、こんなこと聞くのは失礼かもしれないし、それ以前に変に思われるかもしれないけど」

「……何？」

「だから。変な意味じゃなくてね」

「うん」

「昨夜、会ってませんか、美術室で。──で、その時、僕と何か約束しませんでしたか」

　我ながら変な質問だ。そして痛いたい。もし人ひと違ちがいなら恥はずかしくて死ねる。

　だけど、ほんの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、その子はにこっと微笑ほほえむと、

「……うん、イタチだよ。良かった、忘わすれられたかと思った」

　そう口にしてくれたのだった。その安心に満ちた笑え顔がおはそれはもう美しく、ああスケッチブックを持ってないのが心の底そこから悔くやまれる！

「ってそんなことより！」

「な、何？」

「あ、ごめん。今のは自分に突っ込んだだけだから。それより、いったい何でまた」

「何で……って。約束したよね？　また、あなたの前に現れて、絵の『もでる』になる、って。……あ。あの、もしかして、忘れ」

「忘れるもんか。たとえ世界の全てを忘れても、僕はあなたを覚えています！」

「……そ、そう。それは、どうもありがとう」

　僕の勢いきおいに若じやつ干かん引きながらも、ほっと胸むねをなで下ろすイタチさん。忘れられていたらどうしよう、と、本気で心配していたみたいだ。失しつ敬けいな。

　と、気を取り直したのか、彼女は改めて顔を上げ、そして再ふたたび微笑んだ。

「覚えていてくれたなら、話は早いよね。約束、果はたしに来たよ」

「あ、ありがとうございます」

　スッと通った背せ筋すじに、迷まよいのない視し線せんと口く調ちよう。今度はこっちが押される番だった。

「しかし、えらく早かったんですね。何十年か待たされるのは覚かく悟ごしてたのに」

「そう……かな？　これでも、遅おくれちゃったかな、と思ってたんだけど」

　えーと。とりあえず、この人が律りち儀ぎな性格なのは判はん明めいしました。集合時間の三十分前には現地入りしてないと気が済すまないタイプだな。いい人だ。

　そこで、ふと素そ朴ぼくな疑問が湧わく。

「あの。質問いいですか」

「何……？」

「そんなに確実に片づけたいのなら、いっそのこと昨夜のうちにとっとと終わらせる、って選せん択たく肢しはなかったんでしょうか」

　あんな思わせぶりに去られた日には、まさか二十四時間以内に再さい会かいするとは思いませんしフツー。そんな僕の思いが通じたのかどうかは定さだかではないけれど、イタチさんは苦く笑しようする。

「確かに、そっちのほうが手っ取り早かった、かもね。……でも、ほら、正しよう体たいを見破られた時には、いったん、去らなくちゃいけないから」

「え。そういうもんなんですか？」

「うん。そういう決まりなの。聞いたこと、ない？　割と……有名だとは思うんだけど」

　そう言われてもなあ。あちら側の方の常じよう識しきにはあんまり詳くわしくないんですよ。

　某ぼう先輩のように「常識だがね」と断だん言げんしてくるのなら軽く返せるのだが、こう「やっぱり知らないよね……」的な態たい度どを取られると逆に返事しづらいものがあるなあ──と考えた時、ふと、とあるエピソードが脳のう裏りに浮うかんだ。

「それって要するに、『鶴つるの恩おん返がえし』みたいなもの、ってことですか？　ついに見てしまいましたねお爺じいさん、もう私はここで暮くらすことはできません。さようなら与よ兵ひようさん。そして娘は鶴に変わり、北の空へと飛んで行ってしまいましたとさ」

「うーん……鳥と獣けものでは、ちょっと決まりが違ちがうんだけど……」

　イタチさんは小首を傾かしげたが、すぐに

「……まあ、そんな感じ、かな」

　その表情を笑え顔がおに変えてくれた。ギリギリ合格ラインの答えだったっぽいので、満まん面めんの笑みとまではいかなかったけど。うん、この人は苦く笑しようレベルでも十分美しいです。

「汝なんじ本性を言い当てられし時は速すみやかにその場を立ち去るべし、如何いかなる事じ由ゆう事じ情じようがあろうともこの約やく定じようを違たがうことはあるべけんや……だった、かな。とにかく、そういう決まりがあって、それは絶ぜつ対たいに守らなくちゃ……って。ねえ……聞いてる？」

　わ。睨にらまれた。正直、あんまり迫はく力りよくはないが、僕が悪いのは確かなので、素す直なおに謝あやまる。

「すいません。説明してる時の顔がキレイだったものですからつい見み惚ほれていました」

「……」

　イタチさん、絶ぜつ句く。

　同時に「ぼっ」という書き文字が浮うかびそうな勢いきおいで、白い肌はだが真っ赤に茹ゆで上あがった。今もしかして僕はとんでもなくストレートな言こと葉ばを発してしまったのでしょうか、と気づいた時にはもう遅おそかったのです、ごめんなさい。

「と、とにかく、そういうことだから」

　ああ、露ろ骨こつに視し線せんを逸そらされてるし。

「だから、だからね、昨夜はどうしてもいったん帰らなくちゃいけなかったの」

　しかも、口く調ちようまであわあわしてきましたよ。よっぽど褒ほめられるのに慣なれてないのか、あるいは重度の照てれ屋やなのか。しかし慌あわてる顔もまた美し……って、注意されたばかりだろ、自分。ちゃんと話を聞きたまい。

「でも、約束は必かならず果はたさなくちゃいけないって決まりも、同じくらい大事だから、守らなくちゃいけないことだから、手て遅おくれになる前に会いに来なくちゃいけない、と思って、だから昨夜会ったこの部へ屋やで待ってたら来てくれるかと思って、それで待ってたら来てくれて、ああ良かった、まだ無ぶ事じだったと思って、せっかく喚よんでもらったのにすぐ帰るのももったいないとは思ったけど、約束を破るわけにはいかないから早く『もでる』にならなくちゃと」

　うわー動どう揺ようしてるなあ。さっきまでは短文で話してたのに、今ではマルが付かない長文がだだ漏もれだ──って。ん？

　今、何か聞き捨てならないことをサラッと言われませんでしたか、この人。

「あの、イタチさん。お話中すみませんが」

「あ、ごめん。あたしばっかり……喋しやべってたね。ごめん、人に、何かを説明するのって、慣なれてないから……」

　自分の醜しゆう態たいに気づいたのか、おなじみ短文口く調ちようが復活した。そして再ふたたび赤くなる顔。やっぱ綺き麗れいだなあ可愛かわいいなあ、ってそれはもういい。

「今、何て言いました？」

「え？　だから『もでる』になるって約束は、守らなくちゃ……」

「いや、そこじゃなくてですね」

　何やら不ふ穏おんな単語がさりげなく紛まぎれ込こんでいたような気がするのですが。僕はそう続けようとしたのだが、イタチさんはその先の質問を野生のカン、あるいは妖よう怪かいアンテナ的な何かで察さつしたのか、「ああ」と一言つぶやき、そして事も無げにこう答えた。

「もしかして……『手て遅おくれになる前に』ってところ？」

「はい。あと、」

「……たぶん、『まだ無事だった』ってところ……かな。どう？」

「当たりです」

「やった」

　にこっと笑うイタチさん。これはこれで実に大変この上なく美しいのだが、今はそれより大事なことがある。これ以上ないくらいに神しん妙みような顔になりながら、僕は尋たずねた。

「……それは、つまり。僕は近いうちにどうにかなるってことなんでしょうか」

「どうにか？」

「だから、具体的には──絵が描かけない体になるとか」

　あるいは、考えたくもないが。

「──死ぬ、とか」

　重く気まずい一いつ瞬しゆんの沈黙。きょとんとするイタチさんに向かって、僕はさらに尋ねる。

「ほら、妖怪だから、そういう寿じゆ命みようとか運命みたいのが見えて。それで、僕がもうすぐ」

「ううん。……見えないよ、そんなもの」

「へ」

　予よ想そう外がいのあっさりした返へん答とうに、拍ひよう子し抜ぬけしたような声が思わず漏れた。

「じゃあ、何であんなこと……。あ、単に心配しすぎたってことですか？」

　要するにこの人は必ひつ要よう以上に心配性なんだな。安心安心。

　と、イタチさんはてっきり照れ顔で応じてくれると予よ想そうしたのだが、

「そういうことでは、あるんだけど……うーん」

　返ってきたのは、どうにも煮にえ切きらない反はん応のうで。そして、

「そっか……そこから説明しないと、わかってもらえない、かも……」

　何やらぶつぶつつぶやくと、イタチさんは再ふたたび僕に向き直った。キッとこちらを見み据すえた目からは、さあ頑がん張ばって説明するかんね、という気き迫はくが漂ただよっていて、思わず応おう援えんしたくなる。

「だから、ね。あたしが出てこられたってことは、この場所はね、あたし達にとって、すごく出やすい場所なの」

「この場所ってのは、美術室のことですか？　それとも、学校丸ごと？」

「うーん、正確には言えないけど……建物そのもの、って言ったほうが近い、かも。ここはね、色んな気け配はいが、すごく溜たまりやすい作りになってるの」

　そう言えば先輩もそんなこと言ってたなあ。学校には妖よう怪かいが出やすいとか何とか。

「それで、集まってくるのが、大したことないモノばかりだったら、良いんだけど……。あなた達に害を為なすモノも、まず確実に出るだろうし、ううん、もしかしたら、もう顕けん現げんしてるかもしれないし」

　マジですか。何やら不ふ穏おんな話になってきましたよ。しかし、これって入部希望者と部長の会話じゃないよなあ。とりあえずは、人の行き来のない放課後で良かったです。そう小市民的に胸むねをなで下ろした瞬しゆん間かん、

「それに、真しん一いちは、あたしを感かん得とくした人だから。それは、彼ひ岸がんの気配に引ひっ掛かかりやすい質たちを持ってる、ってことだろうし」

　いきなり話の矛ほこ先さきがこっちを向いた。

「うえ。僕？」

「うん、そう。で、そんなところでね、そんな人が、いつまでも無ぶ事じでいられることなんて、まず、ないでしょう？」

　いや、ないでしょうと言われても。そうなんでしょうか。

「だから、急いで来たの。約束は、絶ぜつ対たいに守らなくちゃいけないものだから、ね」

　ね、のところでイタチさんは爽さわやかに笑った。何とか説明できたことに満足していらっしゃるようだが、こっちは今の話を理解するので精せい一いつ杯ぱいで、笑え顔がおに感かん激げきしている余よ裕ゆうはない。

「……えーと、つまりそれは」

　僕は自分を必ひつ死しに落ち着かせながら、どうにかこうにか今の話をまとめる。今日は感情の振ふり幅はばが大きい日だなあ、とか、どうでもいいことを考えながら。

「この学校はいつの間にか妖怪変へん化げと気軽に接せつ近きん遭そう遇ぐうできるミステリースポットと化していて、しかも僕はあちら側の存そん在ざいを引きつけやすい性質だから、近いうちに、タチの悪いお化けの手に掛かかってどうにかなっちゃうに違ちがいない、と。要するにそういうことなんですか？」

　我ながら非現実すぎることを聞いているなあ。しかし、そんな常じよう識しき外はずれの質問に対し、目の前の自称妖よう怪かい少女さんは、

「うん、要するに、そういうこと」

　まるで「へー、うどんよりはそば派なんだ」とでも尋たずねられたかのような気軽さで肯こう定ていしてくれた。しかもやたら嬉うれしそうに。

「……良かった、ちゃんとわかってくれて」

　あ、喜びどころはそこですか。もちろん今の笑え顔がおも素す敵てきに可愛かわいかったが、それはそれとして。

「まあ、そういう話にはある程度慣なれてますから。それよりも」

　その話、もうちょっと詳くわしく聞かせてほしいんですけど。特に、具体的にどのような脅きよう威いが待っているのかについて。この蒼そう明めい高校（通称蒼あお高こう）に入学して三ヶ月弱、おなじみの怪かい談だん話ばなしはいくつか聞きもしたけれど、お化けに襲おそわれて人ひと死じにが出たなんて話は初耳ですし。

　──と、そんな感じで僕は続けようとしたのだが。

「じゃあ、行こうか」

　イタチさんは軽いステップで身を翻ひるがえし、もと来た道を歩き始めてしまった。

「ちょ、ちょっと待って！　だいたい、行くってどこに？」

「えーと、『びじゅつしつ』だったっけ。『もでる』をやるには、あの部へ屋やがいいんだよね？」

「え、いや、そりゃそうなんですけど、でも」

　僕は必ひつ死しに後を追うが、慌あわてているのか、足が必ひつ要よう以上にもつれやがる。振ふり返かえったイタチさんは、そんな僕へと綺き麗れいな笑顔を向けてくれた。

「どうしたの？　ほら、善は急げ、だよ」

　善じゃないし！　いやモデルになってくれるってのは果はてしなく善なんですけどそれ以外のマイナスポイントが無む視しできないくらいに大きそうなんですが。

「それに、ね。もし、約束を果たすまでに何かあっても、あたしが、守るから」

　そう言うとイタチさんは指の先を軽く摺こすり合あわせた。オレンジ色の小さな炎ほのおが、ふっ、と浮うかんですぐ消える。

「え。それってどういう」

　ことですか、と尋ねようとした僕を置いて、イタチさんは階段の踊おどり場ばを通つう過かする。ほう、テンション上がると人の話を聞かない人でしたか。いろんな一面持ってるなあ。可愛いなあ。

「ちょっと待ってください！」

　えっちらおっちら後を追う僕。と、階段の角かどを曲まがったとたん、

「わ」

　ばふん、と何かにぶつかった。

「ひゃ」

　綺き麗れいで小さい叫さけび声ごえ。接せつ触しよくしたのはどうやらイタチさんの背せ中なかだったようです。

「あ、ごめんなさい。でも、確かに待ってとは言ったけど、急に立ち止まらなくても」

　って、何やらまたしても気け配はいが違ちがいますよ？　さっきまでのハイテンションから一いつ転てんし、今は何やらピリピリしたムード。僕は思わず口をつぐむと、イタチさんの視し線せんの先を追った。

　と、見下ろした先に、仰あお向むけに転ころがった小こ柄がらな女の子の姿すがたがあった。階段から転げ落ちて頭でも打ったのか、気を失っているらしい。

　学校指定の半はん袖そでＴシャツにハーフパンツ。あの出いで立たちからすると、運動部の子か。おや、あのちんまりした背せ丈たけと引ひき締しまった手足はもしかして。いや、もしかしなくても。

　とか何とか考えながら、僕は慌あわてて階段を駆かけ下おり、その子の肩かたを抱かかえて引き起こす。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　返事なし。怪け我がはなさそうだけど、どうやら意い識しきもなし。よく見ると口があわあわと震ふるえているのが妙みように気に掛かかる。なんだこれ。普ふ通つうの気絶じゃないのか？

　と、動どう転てんしかけた僕の後ろから、イタチさんがひょいと覗のぞき込こんできた。

「知ってる子？」

「陸上部の磯いそ山やまさんです。昨日モデル頼たのんで断ことわられた子」

　磯山さんの小さな肩を抱えたまま反はん射しや的てきにそう答えると、予よ想そう外がいな反はん応のうが返ってきた。

「……浮うわ気き性しよう？」

　じとー、とこっちを睨にらんでいる妖よう怪かい少女。何でそういう話になりますか。

「違ちがいます！　僕は美しいものに目がないだけです！　だから今はイタチさん一ひと筋すじです！」

「……そ、そう。ありがとう」

　イタチさん、気け圧おされて口ごもる。そんな変なこと言ってますかね、僕。

「それより、磯山さんは」

　ヘタに動かさないほうがいいだろうし、とりあえず保健室から誰だれか呼よんでこよう。しかしいったい何があったんだ。磯山さんをそっと横たわらせつつ、僕が何なに気げなく口にしたその質問に、

「ああ。……良くない気に、当てられたみたいだね。ここで、出たんだよ、何かが」

　イタチさんはこれまた何気なく、実に気になる答えを返してくれた。

「え？」

　さっきカラスが飛んでたね、くらいのテンションでさらっと流されたその発言に、僕は思わず顔を上げてイタチさんを見ようとし、そして。

　その小さな肩の向こう、今降おりてきたばかりの階段の上に、とても異い様ようなモノを見た。

「あ」

　人の形をした黒いんだか白いんだかわからないものが、いつの間にかそこに立っていた。いや、腰こし（腰なんだろうか）から下はぼやけてはっきり見えないので立っているのかどうかはわからないけど、とにかくその影かげみたいなものが、そこにいた。

　そいつは何をするでもなくただ突っ立っているだけなのだが、体の中の本能的な部分が危き険けん信号を打うち鳴ならす。昨夜の美術室で感じたあの悪お寒かんが、右足の小指の先から頭のてっぺんまでを光の速さで駆かけめぐった。しかも、危あぶないのはわかってるのに、目を逸そらそうにも首も頭も動かない。何だこれ！

「どうしたの？」

　イタチさんは、固かたまってしまった僕を怪け訝げんそうに見ると、僕の視し線せんを追って振ふり返かえった。

　駄だ目めだ、あれは見ちゃいけない！

　そう叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、その人影が動いた。と言うか、一回り、大きくなった。

　予よ想そう外がいのその動きに、僕は思わず息を飲む。

「え」

　人影の頭のような部分を追って、僕の視線も移い動どうする。僕の首が上へ上へと向いていく。

　不ふ思し議ぎなことに、その人影はぐんぐん大きくなっていくのを止めようとしない。あいつが立っている場所は階段なんだから、五メートルも伸びれば上の階段に頭（のような部分）がぶつかりそうなものなのだが、そんなことはお構かまいなしにぐんぐんぐんぐん伸び上がっていく。ああ、こんなに大きくなるのなら、僕ももっと上を見なくちゃ。

　しかし、もう二十メートルに届とどきそうな大きさなのに、二階にも突つき抜ぬけずにその全身が見えているのが、どうにも不思議で気き味みが悪い。書かき割わりの背はい景けいの前で芝しば居いをしているような、そんな違い和わ感かん。いつの間にか、自分とあの人影しかいない世界に放り込まれていたような。

　とか思ってる間にも、影はじわじわと伸び続け、視線はどんどん上がっていき、首もどんどん上を向く。キリがない。

「見続けちゃ駄目！」

　凜りんとした声が僕の耳に響ひびき、僕の首がぴたっと止まった。同時に、その人影の拡かく大だいもぴたりと止まる。

「最後まで見たら、持って行かれるよ」

　きりっとした声を響かせ、イタチさんがいつの間にか僕の隣となりに立っていた。

「いや、できればそうしたいんですけど。……なんか、目線が逸らせない」

　我ながら間ま抜ぬけな返事である。しかし、普ふ通つうに声は出せるのに、視線だけが完全に固定されて動けないってのは想そう像ぞう以上に気持ちが悪い。嫌いやな汗あせが首くび筋すじを流れた。

「じゃあ、そのまま動かないで。見上げれば見上げるほど、あれは大きくなっていくから」

　僕の答えは想像済ずみだったのだろう。イタチさんはそれだけ告つげると、そのまま一歩前に出た。細い足が床ゆかを踏ふみしめ、小さな肩かたがすっと開かれる。同時に、ほんのりしたオレンジ色のフレアが、彼女の体の周まわりで踊おどり出だした。

　臨りん戦せん体たい勢せいに入ったってことは、表情が見えなくても十分にわかった。

「──ァッ！」

　と、聞き取れるかどうか怪あやしいくらいの甲かん高だかい声とともに、イタチさんの右手の指がパチンと摺こすり合あわされる。

　瞬しゆん間かん。

　ぼん、ぼん、ぼん。

　人ひと影かげの頭っぽい部分の周しゆう囲いで、オレンジ色の炎ほのおの塊かたまりが幾いくつも弾はじける。今まで巨大化以外の動きを見せなかった影が、ぶるっ、と震ふるえた。

　苦しんでるのか、それとも嫌いやがってるのか。そこらへんはわからないけど、あれにダメージを与えたのは確かなようだ。てか、そう思いたい。

「……これくらいじゃ、効きかない、か」

　誰だれに言うともなくそうつぶやくと、イタチさんは左手を人影に向けてすっと伸ばし、

「なら……」

　開いた手の平を上に向けると、

「──ッ！」

　耳が鳴なるほど高い声を再ふたたび発し、その手を強く静かに握にぎりしめた。

　ぼうん。どこか緊きん張ちよう感かんのない音とともに、赤い炎の塊が人影の頭とう部ぶを包むように炸さく裂れつする。

「うわ凄すごい」

[image: ]

　思わず声が出る。昨夜はあれほど怖こわかったのに、今では何て頼たのもし──

「って、しまった！」

　ほんのちょっと気を抜ぬいただけなのに。その気持ちの隙すき間まにバールでも突っ込まれたような勢いきおいで、視し線せんが上にずらされた。爆ばく風ふうの中から現れたあの影かげは不ふ思し議ぎなことに無傷のままで、しかもまた一回り大きくなった。ああもう三十メートルは越えてるんじゃないか。

　しかし、そろそろ首が真上を向きそうだ。そこまで行っちゃったらその後はどうなるんだろう。そんなことをぼんやり考えてしまう。

「真しん一いち、駄だ目め！　気を抜かないで！」

「は、はいっ！」

　イタチさんの檄げきが飛んできた。ちょっと焦あせりが感じられるのは、思いの外ほか苦く戦せんしてるってことなんだろうか。イタチさんの火の玉攻こう撃げきは、確かに嫌いやがられてるれようではあるんだけれども、今ひとつダメージに直結してない気も──って、こら、僕。

「守ってもらってる身で、ぜいたく言うな！」

　自分自身を一いつ喝かつし、不安を無む理り矢や理り押しのける。そして僕が自分の首に力を入れ直し、三発目となる大型爆ばく炎えんが人影に炸さく裂れつした、その時。

「見み越こしたあっ！」

　僕らの後ろより、突とつ然ぜん轟とどろくでかい声。

　え、誰だれ？　と思う暇ひまもなく。

「あ」

　イタチさんが息を飲んだ。

「わ」

　そして僕も息を飲んだ。怒ど濤とうの連続爆炎にもびくともしなかった巨大な人影が、まるでプロジェクターのスイッチを切られた映像のように、フッと消えたのだ。

　同時に、書かき割わり世界にただ一人（二人だったけど）、みたいなあの違い和わ感かんが消え失せる。元の世界だ、と直感し、同時に首の力が抜けた。上を向かないように力りきんでいた反動で、思わず前につんのめる。

「おわ」

　転ころびそうになった僕を、イタチさんは静かに支ささえてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、うん。それより、そっちは」

「ありがとう。あたしなら、心配ないから」

　頑がん張ばったのは自分なのに、むしろこっちを気き遣づかうような優やさしい笑え顔がお。

「それより……今のは？」

　あ、そうそう、当面の問題はそっちでした。そう思いながら振ふり返かえろうとした僕の耳に、

「見上げ続けるほど大きくなる怪かい異い、か。見上げ入にゆう道どう、見み越こし入道、あるいは次し第だい高だか……？」

　いやーに聞きき慣なれた声が届とどいた。

「でも明確な顔も手足もなかったし。んー、ってことは、『のびあがり』が一番近いかなー。ちゃんと調べてみなくちゃだね、こりゃ」

　そこにいたのは、常じよう人じんには理解しがたいワードをぶつぶつとつぶやくジャージ姿すがたの小さな人。

「……何してるんですか」

　思わず尋たずねてしまった僕に、その怪あやしい人は溜ため息いきを吐つくと、

「何って。相変わらず失しつ敬けいだねー君は。助けてやったんでしょうが」

　ズレてもいない眼鏡を直しながら不ふ敵てきに笑い、そしてゆっくり歩み寄ってきた。

「助けた？　先輩が？　てか、どうやって」

「どうやってもこうやっても、君、聞いてたでしょうに。見上げ系の怪異は、『見越した』って叫さけべば消える、これ常じよう識しきでしょうに」

　いいえ全然常識じゃないと思います。そう視し線せんで突っ込みを入れたが、我らが美術部の仲間にして、怪異なるものをこよなく愛する素す敵てきな変人こと経ふみ島しま先輩は、それを軽々と受け流した。と言うか、あからさまに無む視ししやがった。

「おや。そこにいるのは美術部にやってきた物好きな入部希望者さんではないかしら？」

「え。……あたし？」

「そー。その、あ・た・し。こんなところで会うなんてずいぶん奇き遇ぐうだねっ！　私は二年の経島御み崎さき！　よろしくねっ！」

　この上なくわざとらしい口く調ちようとともに、先輩の視線がイタチさんを捉とらえた。眼鏡のフレームが、きらーん、と光る。って、もしかして。

「そうそう、これは年寄りからのアドバイスですけどね。あの手の怪異に火力で対たい抗こうするのは、あんまり意味がないと思いますですよ？　まあ、ちょっとは効きいてたみたいだけど」

　げー！　やっぱ見られてた！　どうしよう、どう説明しよう。ああいう人なので、真面目まじめに事情を説明したら理解してもらえそうな気はするんだが、それはそれで面めん倒どうくさい事じ態たいになりそうだし、かと言って適てき当とうにごまかすには状じよう況きようが不自然すぎるし！　あ、そう言えばさっきまでそこに倒たおれてた磯いそ山やまさんはどうしたんだ。

　と、一人で困こん惑わくしていく僕を置き去りに、先輩の一人語りは進んでいく。

「でも、妖よう怪かいなんてのは基本的にロジックで動いてるんだから、その理り屈くつを上手うまく使って撃げき退たいするのがスマートじゃない、なーんて思ったりして。第一、あの手の怪異に魅み入いられちゃった被ひ害がい者しやに、目を逸そらせってのは無む理りな注文よ。それができなくなるのが、見上げ系の妖怪の怖こわいとこなんだから」

「へえ。そう、なの？」

「そーなのよ」

　何を納なつ得とくしてるんですかイタチさん。いかん、このままじゃ先輩のペースだ。

「あのー」

　盛もり上あがってるところすみませんけど、というニュアンスを込めながら声を上げる。

「今みたいなのは『見み越こした』って言えば消える、ってのは日本全国ほぼ共通だから、覚えておきたいところですねえ。地域によっては撃げき退たいワードが『見み抜ぬいた』だったりもするから、余よ力りよくがあればこっちも押さえておくべし」

　ああ、またスルーされてるし。

「うん、覚えておく。ありがとう」

「おー、いい返事。どこぞの後輩とは違ちがうやね」

　結けつ局きよく、会話に切り込むタイミングがつかめなかったので、おずおずと手を上げることにした。

「あの、質問いいですか」

「ん？　どした、部長」

　話に一区切りついたのか、先輩はあっさりこっちに反はん応のうしてくれる。

「ああ、そこに転ころがってた陸上ガールのことだったら安心なさい。二、三発、ほっぺた引っぱたいたら目を覚さましたんで、送り出しておきましたけども。超能力バトルは見てないはずだと思うよん」

「あ、そうなんですか。ありがとうございます」

　思わず一礼。とりあえず心配すべき項こう目もくは一つ減へった。しかし問題はまだ残っているわけで。

「あの子の場合、最後まで見る前に気き絶ぜつしちゃったのが結けつ果か的てきにラッキーだったんでしょうね。軽い目め眩まいだけで済すんだみたいだし。……で、そっちの質問は終わったかしら？　と言うか、もしまだ残ってても終わったと見なすけど。そういうわけなので今度は私のターン、なお反論は認みとめません。そしてそこの被ひ告こく人にんズは私の質問に答える義ぎ務むがありまーす」

　そして先輩は、不安まみれの僕ら（主に僕）を知的好こう奇き心しん百パーセントの視し線せんで射いすくめつつ、ありもしないタバコの煙けむりをすうーっと吹き出すと、

「さてそれでは。話を聞かせてもらいましょうか？」

　それはもう楽しげに口を開きなさったのでした。




「とりあえず。場所を変えましょか」

　先輩のその提てい案あんに対し、僕とイタチさんには特に断ことわる理由もなかったので、僕らはぞろぞろと美術室へ向かった。最後に部へ屋やに入った僕がドアを閉めると、先輩はくるりと振ふり返かえって不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。間かん髪はつ入いれず、僕は尋たずねる。

「先輩。どこから」

「見てたかって？　ぜんぶです」

　眼鏡の奥おくの目がにたりと笑う。あ、やっぱり。

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ。だいたいね。絵にしか興きよう味みのない堅かた物ぶつデッサン馬鹿と、見み慣なれぬクールなお嬢さんとの逃とう避ひ行こうの瞬しゆん間かんなんぞを目の前で見せられたとあっちゃあ、後を尾つけない理由がないでしょうに。ええ、最初から最後までノーカットで鑑かん賞しようさせて頂いただきましたよ？」

　かくして、出鼻をくじこうとした僕の試こころみはあっけなく潰ついえ、「もしもイタチさんとの話を聞かれてなければ、強ごう引いんにごまかせるかもしれない」という一いち縷るの望みも絶たえ果はてたのでした。そんな僕の落らく胆たんを知ってか知らずか（と言うか確実に知って）、先輩はうろうろしながら話を続ける。立ち止まったり座すわったりしないのは、話に乗ってきた証しよう拠こだ。

「んー、あの会話の内容から察さつするにだね──夜の美術室で出会った不ふ思し議ぎな少女。いつかまた会おうねと約束して別れたのはいいものの、再さい会かいの時は思いの外ほか早くやってきて？　さあ大たい変へん、僕の毎日はこれから一体全体どうなることやら！　次回、白しら塚つか真しん一いち物語、第二話！　『また会えたねというにはそれはあまりにも早い再会で』！　お楽しみにね！　──ってところと見たんだけど、どう？　あ、沈ちん黙もくは肯こう定ていと見なします」

「まあ、おおむねそんな感じです」

　木製の椅い子すに腰こしを下ろしつつあっさり答える僕。イタチさんもおずおずと隣となりに座すわってくれる。ちょっと嬉うれしい。と、僕の言こと葉ばに、先輩は意外そうに目を丸くした。

「あら、意外にすんなり認めるのね。もうちょいゴネるかと思ってたのに」

「隠かくしても仕方ないですから」

　これがイタチさんから口止めされてるんなら話は別なんだけど、当人を見る限かぎり、

「……何？」

　ぜんぜん気にしてる様よう子すはないし。ちょっと気になったので、小声で聞いてみる。

「ばれちゃったみたいなんですけど」

「うん。そうみたい、だね」

「え。いいんですか？　正しよう体たいを見破られたらその場を去るのが決まりだとか」

「それは、昨夜の場合は、ね。でも今は……」

「ヘイそこ！　人の分ぶん析せきトークをＢＧＭにして仲なか睦むつまじく盛もり上あがらない！」

　室内を巡じゆん回かいしつつ思し考こう中ちゆうの先輩の声が飛んできたので会話中ちゆう断だん。さしあたって、イタチさんがすぐ消えるとか、あるいは先輩を食い殺すとかいう流れにはならないようなので一安心だ。

「しかし先輩、化けイタチとか妖よう怪かいとか、よく信じられましたね」

「ま、話だけ聞かされりゃ明らかにマユツバなんだけど。あの妖怪大戦争見せられちゃったらねー。こりゃとりあえず信じるしかないわーって感じ。想そう像ぞう力りよくの産物だからこそ妖怪は面おも白しろいと思ってたんだけど、その考えは改めなくっちゃなーと思ってるところですよ。たはは」

　力の抜ぬけたような笑え顔がお。こういう弱気な顔は、この人には珍めずらしい。

「少なくとも、そこの子が指を鳴ならしたら火の玉が破は裂れつしたり、のびあがりだか見上げ入にゆう道どうだかわからないアレに『見み越こした』が効きいたりしたのを、私はこの目で見たわけで。まあ、集団幻げん覚かくみたいなものって説明づけることもできなくはないんだろうけど、それも違ちがうかな、と。うーん、自分の目と脳のう味み噌そを信用してやりたいような、そうでないような。ぬあー」

　そう言うと、先輩は頭をガシガシと搔かいた。

　妖よう怪かいだ幽ゆう霊れいだって話にどっぷりはまってる割には、意外に科学的な常じよう識しき人じんだからなあ、この人。いきなり非現実的なシーンを見せられて、けっこうショックだったかも。ちょっと同情。

　と、ふいに先輩の表情が変わった。

「まあ、あんな濃こくて深くて痛いたい会話も、ある意味想そう定てい外がいだったけど？　世界の全てを忘わすれても、僕はあなたを覚えています！　か──、言うわね、この女おんな殺ごろし油あぶらの地じ獄こく」

　うひひひ、と小さな人が下品に笑う。さっきの同情キャンセル。

「……ほんとに全部聞いてたんですね」

「ええ、ええ、そりゃもうバッチリと。人ひと気けの少ない廊ろう下かは意外に声が通るのよ？」

　以後は気を付けますよこの野郎、と心の中で誓ちかいつつ。僕はふと湧わいた疑問を口にする。

「あのさ、イタチさん」

「何？」

　会話に参加せず、のほほんと成り行きを見守っていたイタチさんは、おなじみの落ち着いた笑え顔がおで応じてくれた。いつの間にかこの笑顔にすっかり魅み了りようされていることに、改めて気づく。

「ちなみに、イタチさんは、このちっこい人のこと」

「気づいてたよ？　でも、聞かれちゃいけない話をしてたわけでもないし、いいかな、って」

「あ、そんなもんなんだ」

「うん。聞かれてはいけない、って決まりは……ない、から」

「ほう。決まりとな？」

　イタチさんの何なに気げない一言に、ぴくん、と先輩が反はん応のうした。

「それはつまり、あなた達にも守るべきルールがあると解かい釈しやくしてオッケー？」

「らしいですね。昨夜から何回かその『決まり』って言こと葉ば聞いてますけど、要するにルールのことみたいですよ」

　イタチさんに代わって僕がそう答えると、先輩は「ほう詳くわしそうねあんた」と微笑ほほえみ、こっちに歩み寄ってきた。げ。目が輝かがやいている。

「それは具体的にどういう性質のものなの？　守るべき規き範はん？　守らなきゃならない規き約やく？　あるいは本能的に刷すり込こまれたタブー？」

　しまった。質問の意味がわからない、そして口を挟はさむ隙すきもない。

「そもそもそれはどうやって決まったの？　化けイタチにも議会みたいなものがあるってこと？　いや、それ以前に、その『決まり』とやらの有ゆう効こう範はん囲いはどこまでなのかしら。化けイタチだけ？　それともあらゆる妖怪変へん化げが適てき応おう対たい象しよう──ってさすがにそれはないわよね」

「あのー」

「人格のない現げん象しよう的てきな怪かい異いもあるわけだし、って言うか自じ意い識しきなんか持ってない妖よう怪かいのほうが多いわけだし。ん、でも逆に言えばある程てい度どの自じ我がを持った妖怪なら共通のタブーを持っててもおかしくないのか。待てよ、だから」

　すみません、せめて質問か独ひとり言ごとか、どっちかに決めてもらえませんか。そう言いたいのだが、その隙すきすらありゃしない。と、ふいに。

「　」

　いい感じに青年の主しゆ張ちよう中ちゆうだった先輩の口が、ぴたっと止まって固かたまった。

　固まったのは口だけじゃない。狭せまい範はん囲いをうろうろしていた足も、怪あやしく動いていた指も、まるで金かな縛しばりにあったかのように静せい止ししていた。目だけは動いているので意識はちゃんとあるようで……って、これってもしかして。

「落ち着いて」

　思った通り、イタチさんの目が銀色に光っていた。ああ、やっぱり昨夜食らったイタチ流金縛りの術（仮か名めい）か。納なつ得とく。

　僕と目が合ったイタチさんは、困こまったように微笑ほほえむと、光る瞳ひとみで先輩を見み据すえ、そしてゆっくり口を開いた。

「落ち着いて、御み崎さき。話を聞きたいのなら、まずは、相手の言こと葉ばを待たないと。あたしも、わかることなら、答えるから。……ね？」

　あやすような、語りかけるような優やさしい口く調ちよう。しかも正論だ。

　で、わずかな可か動どう範囲を使って、先輩の首が縦たてに振ふられた瞬しゆん間かん、

「おわ」

　その体が前につんのめった。金縛りが解とかれたらしい。

「ひゃー、びっくりした。でも今ので確信したわ。この子、人間じゃない」

「って、今まで疑ってたんですか」

「さあどうでしょう？」

　悪びれない顔でにやりと笑い、先輩はイタチさんへ向き直る。てめえ反省していませんね。

「さて。わかることなら答えてくれるって言ったから、聞くけどね」

「うん、どうぞ」

「質問その一。あなたはそもそも何なわけ？」

「イタチだよ」

　即そく答とうする妖怪少女。

「いやあの、それは知ってるのよ。私が聞きたいのは、いつ生まれのどこ育ちのナニガシさんなのか、ってことなんだけど」

「……え？」

「そんだけ完全に化けられるんだから、それなりに名のある経ふつ立たちなんでしょ？」

「ふっ……たち？」

「年を経へて化けられるようになった獣けのもの総称。常じよう識しきよ？　あ、もしも自分の名前を明かすのはタブーなら、せめて化けイタチの中でどの程てい度どの位にいるのかってことだけでも教えてくれると嬉うれしいんだけど。あるでしょ、自分のクラスとか階級とかナンバーとか役職とかポジションとか」

「え……えっと」

「何よー、結けつ局きよくノーコメント？」

「ううん……そうじゃ、ないんだけど……」

　答えてあげたいんだけど質問の意味がわかりません、と言いたげな表情を浮うかべるイタチさん。素そ朴ぼくな困こまり顔がおもまた美しく、つい傍ぼう観かん者しやに徹てつしそうになったが、僕もそこまで鬼おにではなく。

　というわけで助け船を出してみる。ちょっと思いついたこともあったしね。

「あのー、先輩」

「む。何かね、白しろの字じ」

　先輩の矛ほこ先さきがこちらを向くと同時に、イタチさんの細い肩かたがほっと溜ため息いきを吐ついた。けっこうプレッシャー感じてたんだなあ。

「イタチさんは意い図と的てきに黙だまり込こんでるんじゃなくて、ほんとにわからないんじゃないのかと」

「ほう。その根こん拠きよは？」

「僕、昨日からずーっと『イタチさん』って呼よんでますけど、その呼び方をやめろとも替えてとも言われてないんですよ。でもこれって、僕とか先輩を『人間』って呼ぶようなもんですよね。だから」

「成なるる程ほど。理解した」

　まだ説明の途と中ちゆうだったんだけど。まあ、人の発言に途中介かい入にゆうするのはこの人の癖くせなので、今さらどうこう言うつもりもなく。それに、先輩ならうまいこと話をまとめてくれるだろうし。

「つまり。もしも、ちゃんとした名前があるんなら、そっちで呼べと言ってくるはずなのに、その指し示じがない。これは即すなわち、彼女もしくは彼女らには、明確な個人名もしくは個人という概がい念ねんそのものが存そん在ざいしないことを示し唆さしているのではないか、と」

「……ええ、まあ。そんなとこです」

　適てき当とうに肯こう定ていする僕。概念がどうのこうの、なんてことまで考えてませんでしたけど、おおむねそういうことなので。と、先輩は「そうなの？」とイタチさんに問いかけた。

「今の君は、何々坊とか何々姫みたいな個人──まあ正確に言えば個体なのかな──じゃなくって、『いわゆるひとつの化けイタチ』のイメージが漠ばく然ぜんと具ぐ現げん化かした存在なわけ？」

「え、えーと……具現化、っていうのはよくわからない、けど。どこそこ生まれの誰だれ々だれ、みたいな名前は、持ったことは、無いよ。あたしは、イタチ」

　つっかえながらも、何とか答えるイタチさん。ちょいちょい口ごもってるのは、別に妖よう怪かいの秘ひ密みつを隠かくしてるとかじゃなくて、先輩の言ってることがほんとにわからないんだろう。うんうん無む理りもない。そこそこ付き合いの長い僕でも、ほとんどわかりませんから。

　だが先輩的には、今の回答にそれなりに収しゆう穫かくがあったようで、

「ほうほう、ふむふむ、なるへそ、ぬーむ。民みん俗ぞくの共有概がい念ねんがダイレクトに実じつ相そう化かしちゃったってことなのかなー。それとも……化けイタチは、元がん来らい、そういう妖怪だった？」

　ぶつぶつ言いながら悩なやみ始はじめる。忙いそがしい人だ。

「……言われてみれば、キツネやタヌキみたいな『化ける動物』にはグループ内での序じよ列れつとか階級についての設せつ定ていがちゃんと残ってるのに、イタチについてのそういう話は聞いたことないのよね。一は多たであり多は一である者、汝なんじの名はイタチなり──か。む、これって意外に興きよう味み深ぶかいお題かも？　ごめん、ちょっとメモるので小休止プリーズ」

　そう言うと先輩はいきなりメモ帳替わりのＰＤＡを取り出し、慣なれた手つきで何やら入力し始めた。机の上で空むなしく唸うなるノートパソコンの存そん在ざい意い義ぎが気になるが、以前尋たずねてみたところ「用よう途とと気分で道具を使い分けるのがプロのプロたる所以ゆえん」なんだとか。素人しろうとの僕にはよくわかりません。

　あと、何をそんなに熱あつくなっているのかも理解しがたいんだけど、とりあえず尋じん問もんタイムは一時休きゆう憩けいなのでほっと一ひと息いき。イタチさんに聞きたかったこともあったので、ちょうど良い。

「あの、イタチさん。ちょっといいですか？」

「な、何？　……わかることなら、答える、けど。でも」

　あ、なんか怯おびえてますよこの人。

「いや、僕はそんな難むずかしいこと聞きませんから。と言うか、聞けませんから」

「ほんと？　……良かった」

　小さな溜ため息いき。聞かれたことには答えてあげたい、という思いが強いだけに（いい人だ）、先輩の詰きつ問もんは軽いトラウマになったみたいです。

「さっきも聞こうと思ったんですけど。正しよう体たい、隠かくさなくてもいいんですか？　正体見破られたらその場で退たい散さんって決まりが消えたわけでもないんでしょ」

「あ、心配してくれてたんだ。ありがとう、真しん一いち」

　柔にゆう和わな笑えみがぱぁっと浮うかぶ。──ああ、美しい。

「でも、大だい丈じよう夫ぶだよ。今は、その決まりよりも強い約束があるから。だから、それが果はたされない限かぎり、あたしはここを去れないし。……ね、絵え描かきさん」

　そう言うとイタチさんはまっすぐに僕を見る。慣れてきたとは言え、真正面から見られるのは未いまだにちょっと緊きん張ちようします。そんなことを思いながら、僕は納なつ得とくした。

「そっか。僕のモデルになるって約束がある以上」

「なるへそ。あんたがこの子を絵に描くまで、このイタチちゃんは出っぱなしってことか」

　にゅっと首を突っ込んできた先輩が、不ふ意い打うちで言こと葉ば尻じりを奪うばっていく。

「……急に割り込んでこないでください」

「逆に言えば、白しら塚つかがこの子を絵に描かいた時点で、妖よう怪かい少女とはお別れなわけね。ふんふん、ほうほう、すひゅーむ」

　聞いてねえしこの人。あと、相あい槌づちがどんどん怪あやしくなっていくのは気のせいか。どこの方言ですか、「すひゅーむ」って。そう突っ込もうとしたら、ふいに先輩がこっちを向いた。いつになく真面目まじめな目つきが怖こわいですよ。

「時に。白塚真しん一いち？」

「……何でしょう」

　この人が他人をフルネームで呼よぶのは本気の証しよう拠こ。気け圧おされないよう、僕は腹に力を入れた。

「あんた、今すぐこの子を描ける？」

「断ことわります」

　悩なやむ間まもなく、僕は瞬しゆん時じに即答した。先輩の眉まゆがぴくりと動く。

「ほお。できません、じゃなくって、断りますと来ましたか」

「ええ。そりゃすぐにでも描きたいですけど、今の僕には絵の腕うでがぜんぜん、まだまだ、これっぱかしも足りてない。だから──もし先輩が、厄やつ介かい払ばらいのつもりで僕にイタチさんの絵を描かせようって言うのなら──僕は」

「あー、わかったわかった。そう熱あつくなりなさんな」

　ぽんぽん、と先輩が手を打ち、僕の言葉を強ごう引いんに中ちゆう断だんさせた。

「目が怖いよ、もう。これだから芸術家は」

　マッタクモウ、と言いたげに首を横に振ふる先輩。しかしここで折れるつもりは毛もう頭とう無い。

「でも、何と言われても、ぼ」

　と、先輩の小さな手が僕の鼻と口をいきなり塞ふさぐ。

「ぶむ」

「悪いほうに考えすぎよ、あんたは。とりあえず肩かたの力を抜ぬいて荒あらい鼻はな息いきを止めなさい、話の続きはそれから聞いたげます。──で、そこのイタチさん」

「あたし？」

「そ。これは推すい測そくだけどね。昨夜のあなたは、このデッサン馬鹿を食い殺して血を吸う、って目的があって出てきた。違ちがう？」

　こくり、と首を縦たてに振るイタチさん。

　言われてみればそんな出会いだったんだよなあ、と思い出す。今ののんびりモードも可愛かわいいけど、昨夜の吸血バージョンもあれはあれで綺き麗れいだった。ちょっとくらい吸わせてあげても良かったかも。

「で、今はどう？　まだその衝しよう動どうはある？」

　その先輩の質問に、イタチさん、今度は首を横に振ふる。

「やっぱりか。発現の目的が絵のモデルだもんね、そういう血なまぐさい設せつ定ていは上書きされて消えちゃったってわけか。──じゃ、最後の質問。あなた、とっとと消えたい？」

「……うーん、そんなことは、ない、かな」

　ちょっと間まを空あけた後、イタチさんは再ふたたび、ふるふる、と首を横に振った。

「ほんとに？　この絵え描かき馬鹿に気を使ってない？　たとえばほら、現げん世せの空気が肌はだに合わないとか、あっち側に待たせてる人がいるとか」

「ううん。そういうのは、無いよ」

　柔やわらかくもきっぱりとした返事。いぶかしげに見つめる先輩もちょっと驚おどろいたようだ。

　しかし、それはそれとしてですね。……そろそろ、僕の顔から手を放して欲しいんですが。

「第一、顕けん現げんしてない時は、あたしはどこにもいないから。あっち側に誰だれかを待たせてる、なんてことはできないし」

「え、そうなの？　あなた達は普ふ段だんは向こう側の世界にいて、呼よばれた時だけやってくるって設定かと思ってたけど。現れてない間は存そん在ざい自体が消えちゃうわけなの？」

「うん」

「ほほー、またも新発見。それでも記き憶おくは断だん絶ぜつしないのが凄すごいわね」

　左手を額ひたいに当てて考え込む先輩。いつもは右手なのに、なぜ今日は左手なのかと言うと、

「……ぐむー」

　右手は僕の鼻と口を塞ふさぐのに使われているからです！

　ああ、もう限げん界かい！　僕は先輩の腕うでを摑つかんで引ひき離はなし、大きく息いきを吸い込んだ。

「ぶはぁっ！」

「ぬわっ！」

「ひゃ」

　ずざっ、と先輩が後じさり、イタチさんも大きく目を見開いた。あ、酸さん素そが美味うまい。

「もう、驚かせないでよ、少年」

　じろっと睨にらんでくる先輩。「それはこっちのセリフです」と言い返そうと思ったが、あいにく喉のどと肺は酸素吸入で手一杯。なので、

「ぜはー」

　恨うらみがましい目を向けるだけにしておきました。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　背せ中なかをさすってくれるイタチさんの優やさしさがひときわ身に染しみ、泣きそうになる。と言うか、あの眼鏡は妖よう怪かいさん以下の思いやりしか持ち合わせていないのか。鬼おにめ。

「さて、話の腰こしを折られちゃったので戻もどすけど」

　さすが鬼。目の前で苦しむ下級生は、この際さい、どうでもいいようです。

「君、とりあえず美術部に入っちゃいなさい」

　鬼おにの唐とう突とつなその発言に、

「え」

「はい？」

　イタチさんと僕の声が思わず重なった。

「何よー、二人揃そろって鳩はと鉄でつ砲ぽうしちゃって」

　僕らの反はん応のうが気にくわなかったのか、先輩の顔がぽこんとむくれる。小さいからあんまり迫はく力りよくはないけども。あと、慣かん用よう句くを勝手に略りやくすのはやめましょう。

「いい？　見上げ入にゆう道どうだか、のびあがりだかわかんないアレみたいのがまだ出るかもしれないわけでしょーが。さっきはたまたま対たい処しよ法ほうがはっきりしてるヤツだったから良かったけど、そうじゃないのが出る可か能のう性せいだって十分にある。何しろ妖よう怪かいってのは妖あやしいに怪あやしいと書いて妖怪なんだから、何が出たっておかしくないのね。お二方、ここまでオーケー？」

　うん、とうなずく僕ら。

「よろしい。で、そんな非現実的かつ百ひやつ鬼き夜や行ぎような状じよう況きよう下かでは、イタチちゃんの術と知識は確実に役に立つと思うわけ。少なくとも、この子がいきなり罪もない人々を襲おそい始はじめることはなさそうだし、だったら手札は多いほうがいいじゃん。で、この美術部には、妖怪を引きつけるステキ体質の白しら塚つかと、そっち方面の知識にかけては我が校一と自じ負ふしてやまない私が揃ってる。待たい機きするには最高の場所でしょーが。どう、違ちがう？　違わないわよね」

「はあ」

「よし。だいたい、イタチちゃんが消えたところで、この学校が妖怪屋や敷しき化かしてんのが止まるわけでもないんでしょ？　つか、今までもひょいひょい出てたわけでしょ」

「あ、うん。それは、そう……でも、ただ」

「ただ？」

　イタチさんはふと口ごもったが、テストが三十点でした、と告白するような顔で、続けた。

「……あたしが出た時、彼ひ岸がんに通じる道がちょっと広がった、かも」

「え？　どういうこと？」

「要するに、大物が出やすくなったってことでしょうね。そゆことでオッケー？」

「うん。今までより、大きなモノが出やすくなってる、と思う。……ごめん、なさい」

　しゅんとした顔で目を伏ふせるイタチさん。ほんとに真面目まじめなんだな、この人。

「でもほら、イタチさんが悪いわけじゃないし」

「そうそう。あなたは『出るかもー』と思ってもらえないと出てこられなかったんでしょー？　じゃ、悪いのはこの白塚だ。ええい、この元げん凶きようめ！」

　ぽんぽん、と先輩が僕の肩かたを叩たたく。おのれ、そう来たか。

「だったらですね、そもそも僕に化けイタチの話を聞かせた先輩のほうが悪いんじゃないかと」

「何ー？　ここにきて責任転てん嫁か？」

「何ですか、その『私は無関係な第三者ですよ』な顔は」

「だってそうだもん。私は悪くないもん」

「またそういう勝手なことを」

　とか何とか言い合っていると、ふいに

「ぷっ」

　イタチさんが吹き出した。

「えーと。つまり、それは。あたしたち、みんなに、原因がある……ってこと、かな」

　あ、確かにその通りです、はい。僕と先輩は思わず黙だまり込こみ、顔を見合わせた後、力が抜ぬけたような笑いを漏もらす。

「ええ、仰おつしやる通りで御ご座ざいます。さすがは天下の化けイタチ」

　先輩はそう言うと、仕切り直すように、ぽん、と手を打った。

「イタチちゃん、あなた、この馬鹿に描かいてもらうまでは、消えるに消えられないのよね？」

「……うん」

「なら、学生生活体験してみなって。面おも白しろいよ？　白しら塚つか、あんたもそれでいいでしょ？」

「へ？　あ、いや、それはもう全面的に願ったり叶かなったり」

　不ふ意いに話を振ふられ、思わず本ほん音ねが漏れる僕。

「ほら、運命の彼もそう言ってることだし。ね？　ここはどーんと決めちゃおう！」

「……うーん、そう、しようかな」

　そして意外にもまんざらでもなさそうなイタチさん。マジですか。僕の喉のどがぐびっと鳴なった。……正直、そんなシチュエーションでは、ついついイタチさんを描いてしまいそうな気がするのだが、そこは意い志しの力で何とかするしかない。頑がん張ばれるかな、僕。頑張るんだぞ、俺。

　って、そんなことよりも。

「あの。部員になるってことは、名前も住所も学生番号も要いるんじゃないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。イタチはなんせ九化けよ？　それくらい何とでもなるはず、と私は確信している」

　僕としては核かく心しん的てきな質問のつもりだったが、先輩はそれをものすごい軽いノリで受け流し、

「うん。今は、そんなに、詳くわしく決めてないけど」

　そしてイタチさんもあっさり肯こう定てい。え、そんなもんなの？

「ほれ見たことか。ではイタチちゃんの設せつ定ていを考えますか。まずは名前と学年から！」

　呆あつ気けにとられる僕を尻しり目めに、先輩は景けい気きよく叫さけんだ。

　と、そんな勢いきおいに水を差すように、ふいにイタチさんが僕に言う。

「……あ、その前に。ちょっと、いいかな」

「え？　あ、どうぞ」

「その話し方。やめてほしい」

「え。えーっと、何か気に障さわることでも言いましたでしょうか？」

　妖よう怪かいとか悪あく魔まの話には付き物の、言ってはいけないキーワードでも踏ふんじゃったか。思わず口く調ちようがさらに丁てい寧ねいになった僕を見ると、イタチさんは、困こまったような笑えみを浮うかべた。

「ううん、そうじゃなくてね。その、でした、とか、ました、みたいなのは……嫌いや」

「あ」

　納なつ得とく。それって、

「要するに、敬けい語ごが気にくわないってこと？　それはやっぱり、化けイタチには身分とか階級が無いからなの？　キツネやタヌキなら、逆に身分の上下にはうるさいはずなのにね」

「……よくわからないけど。その、どっちが上で、どっちが下、みたいな区別は、嫌きらい」

　口ごもりながらも、イタチさんはそう断だん言げんした。

　ま、理由はよくわからないけど。そう言ってくれるならこっちも気は楽だ。

「うん、わかりまし──じゃなかった、わかった。これからは、ですますは使わないように気を付けま──じゃなくて、えーと、気を付ける。これで良い？」

　つっかえながらそう問いかけた僕に、イタチさんはほっこり笑って応こたえてくれた。

「……うん。ありがとう」

　それは正まさしく掛かけ値ねなしにこの日一番の笑顔だなあ、と、僕は心の底そこから思いました、とさ。




　　　　＊＊＊




　で、翌日の放課後、生徒会室。

　僕らが並ならんで見守る前で、一人の女子生徒が一枚の書類を生徒会長へと手て渡わたしていた。慣なれた手つきで書類を受け取った会長は、書面にざっと目を通していく。

「伊達だて、クズリ……？」

　氏名欄らんに記しるされた名前が気になったのか、我らが会長はふと怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。その反はん応のうに、会長と机を挟はさんで向かい側に立つ入部希望者さんは、少し不安げな様よう子すを見せる。

「うん。一年Ｄ組、伊達。何か、おかしかった……？」

「あ、すまん。別に書類に不ふ備びはない。記入漏もれもないし、字も綺き麗れいだし、この入部届けは申し分ない出来だ。心配させたなら謝あやまる、すまなかった」

　とたんに腰こしが低くなる会長。もうちょっと偉えらぶっても良いと思うんだけどな、と僕が思ったとたん、その顔がいきなりこっちを向いた。

「何だ白しら塚つか。俺の顔に何か付いてるか」

「ええ、きりりと通った眉と鼻、そして鋭するどく小さな目が二つ。いやあ、今日も会長は蛇へびのようにクールなフェイスですねっ！」

「……俺は今、白しら塚つかに聞いたんであって、君に尋たずねたわけではないのだが、経ふみ島しま」

　会長の眉まゆ、さらに険けわしくなる。その視し線せんは実に鋭するどく、蛇へびという例えは意外に的確かもと思う僕。そして元げん凶きようの人はと言うと、その眼がん光こうを受けてもなおヘラヘラしっぱなしなのであった。

「もー、相変わらず固いなあ君は。ま、それはそれとして。そこな彼女の美術部入部の件、もう認みとめてもらえたわけ？　もしかして『認めよう。ただし条件付きでな。まずは君のその若い身体を』とか言い出すんじゃないでしょうね、この独どく裁さい者しや！　返せ、私たちの自由を返せっ！」

「……すげえ。どこに行っても常つねにマイペースなんだな、この人」

　僕の隣となりで事じ態たいを傍ぼう観かんしていた穂ほ村むらが小声で感かん嘆たんの声を上げていたので、無む言ごんで同意。

　と、呆あきれ顔がおの生徒会長は、怒いかりをなんとか押し殺しつつ、ゆっくりと口を開いた。

「あのな。認めるも何も、そもそも俺にそんな権けん限げんは無い。生徒会はあくまで書類を受じゆ理りして記録するだけだ。課か外がい時間を何に使おうが、そんなもんは個々人の勝手、誰だれかがどうこう口を挟はさむものでもなかろうしな。今のは、ただ、ちょっと見み慣なれない名前だったから、手が止まっただけの話だ。余よ計けいな心配させたのなら悪かったな、えーと」

「伊達だて。伊達クズリ」

「そうそう、伊達くんだ。すまんな、何度も」

　合が点てんのいかない顔のまま、会長は机の引き出しを開け、入部届とどけをすべりこませた。そこにすかさずにじり寄り、その肩かたを叩たたいたのはもちろん先輩だ。

「どーしたのよ会長様。全校生徒の名前は一通り覚えてたんじゃなかったのかにい？」

「む、面めん目もくない。そのつもりだったんだがな」

「ちゃんと覚えときなさいよ。伊達よ、だ・て。決して『いたち』と読むんじゃないのよ？」

　その先輩のセリフに、僕は思わず伊達さんと顔を見合わせ、そして小さく吹き出した。




　ちなみに、もはや言うまでもないような気もするけども。

「伊達クズリ」というのが、昨日の放課後を費ついやして僕ら三人で練ねり上あげた（勢いきおい任まかせで決めた、とも言う）、イタチさんの仮の名前であります。

　名字は「いたち」という言こと葉ばの音を生かして「伊達」。僕や先輩がついつい「イタチさん」と呼よんでしまってもニックネームってことで通じるだろう、というセコい目もく論ろ見みが裏うらにある。

　で、下の名前の「クズリ」だが、ここに落ち着くまでが意外に長かった。

　最初、先輩は「妖よう怪かい界かいでイタチと言えばテンでもあるから」という理由で「てん子」を主しゆ張ちようしたのだが、これはイタチさんの猛もう烈れつな反発により却きやつ下か。本人曰いわく、「キツネみたいで好きじゃない」とのこと。先輩は「成なる程ほど、『天てん狐こ』に通じるわけね。そっか、キツネとイタチって仲悪いのね」などと感心していたが、そこら辺は僕にはよくわかりません。まあ、あんまりセンスのいい名前だとは思わなかったので、ボツになった時はちょっと嬉うれしかった。

　その後、無む軌き道どうな紆う余よ曲きよく折せつを経へて、美術室に置きっぱなしになっていた僕の動物写真集に頼たよることになった時は、もう日は暮くれかかっていたわけで。時間の都つ合ごうと本人の意い向こうにより、その本に紹介されていたクズリという動物の名前を何のひねりもなく拝はい借しやくすることになったのでした。「イタチ科最強の獣けもの」というキャプションが、イタチさんのツボだったようです。




　さて、閑かん話わ休きゆう題だい。

　経ふみ島しま先輩によるネチネチとした攻こう撃げきは相変わらず続いていたが、そろそろ会長も面めん倒どうくさくなってきたのか、強ごう引いんに話をまとめに入っていた。うん、それが賢けん明めいですよ。

「この入部届とどけは確かに受じゆ理りした。ほら、用は済すんだぞ。お帰りは後ろのドアだ」

「まあ、そう焦あせりなさんな。実はね、用件はもう一つあるんだな、これが」

　しかし、露ろ骨こつに塩を撒まかれているにもかかわらず、空あいている椅い子すに腰こしを下ろす経島先輩。

「つれないねー君も。仮にも私は君の幼おさな馴な染じみであり、去年は一年Ｅ組で机を並ならべて勉学に励はげんだ仲なんだからさー、お茶の一杯ぐらい出しても罰ばちは当たらなくてよ？」

　にいっと笑う先輩を、生徒会長の鬼おにのような目が睨にらんだ。だがそんなことで参まいる経島先輩ではない。むしろ邪じや険けんにされるとエスカレートする人なのである。

「あ、それとも、弱じやつ冠かん二年生で生徒会長の座ざを射い止とめたからって天てん狗ぐになってんじゃないでしょうねー？　そうね、そうよね、権力を手に入れてしまえば、昔の女なんて邪じや魔まなだけよね。知ってるわ、それが男という生き物だって。でも貴方は──貴方だけは違ちがうと信じて」

「……あのな。弱じやつ冠かんも何も、うちの学校では生徒会の主体はずっと前から二年生だ」

「あらそうだったかしら。いつから？　何暦何年何月何日？」

「知らん！　少なくとも俺とお前が入学する前からなのは確かだがな」
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　眉み間けんをぴくぴくさせながら答える会長。そろそろ怒いかりが限げん界かいを超えそうだ。ああ、ほんとすいません。へんなの連れてきてすいません。僕が心の中で謝あやまっていると、

「ね」

　面おも白しろそうに事じ態たいを静せい観かんしていたイタチさん、もとい伊達だてさんが振ふり返かえり、話しかけてきた。

「ん、何？」

「御み崎さきと生徒会長って、知り合いなの？」

「みさき？」

　一いつ瞬しゆん誰だれかと思ったが、消しよう去きよ法ほうで判はん明めい。美術部の妖よう怪かい馬鹿、経ふみ島しま御崎先輩のことですな。

「あれ。伊達さん、知らねえの」

　事態を傍ぼう観かんしていた穂ほ村むらが、口を挟はさんできた。こういう話はこいつのほうが詳くわしいか。

「説明よろしく幽ゆう霊れい部員」

「任まかされた。ほら、先月……じゃないけど、だいたい一月前の生徒会選挙でさ、そこの会長が『四人でサークル作れるようにします』って公約ブチ上げて圧あつ勝しようしたじゃんか。で、その選挙運動を陰かげで支ささえたのが、そこのジャージに眼鏡の人。軍ぐん師し・経島による弱小サークル連中への周しゆう到とうな根回しがなければ、現政権は成立しなかったであろう、ってな」

「へえ。凄すごいんだね、御崎って」

　素す直なおに感心するイタチさんもとい伊達さん──って、面めん倒どうくさいのでもうイタチさんと呼よぶことを心の中で決めながら、僕は相あい槌づちを打った。

「まあ、敵てきに回すと怖こわいのは確かだね」

「怖いっつーよか面倒なんだけど。てかさあ伊達さん、転校生でもないのに、よくこの話知らずに今まで来たもんだ」

「うん。そういう話って、今まで、あんまり、興きよう味みなかったから……」

「ふーん。ま、人それぞれだしな」

　意外に鋭するどい穂村のツッコミ。だが、イタチさんはそれをさらっと受け流した。その自然なやりとりに、上手うまく溶とけ込こんだもんだなあ、と今さら感心してしまう。

　そう。どういう仕組みかはわからないのだが、どうやら「伊達クズリ」という生徒は、ずっと前からこの学校にいたことになってるらしいのだ。

「……やっぱ人間業わざじゃない」

　僕が思わずそう漏もらした時。

　ぱらぱぱー、と能のう天てん気きなメロディが生徒会室に鳴なり響ひびいた。イタチさんはきょとんとしているが、僕にとっては聞きき慣なれた曲なので、犯人をじろっと睨にらんでおく。その思いは生徒会長も同じだったようで、蛇へびっぽい視し線せんが瞬しゆん時じに穂ほ村むらを捕ほ捉そくした。

「おい、一年Ａ組、穂村誠せい二じ。校内では携けい帯たいは」

「はいはーい、わかってますって。マナーモードか電源オフっすよね」

「わかっているならなんで守らない？　マナーやルールを守るのは、共同生活を営いとなむ上では」

「すんません会長、バイトの時間なので、お説教はまた今度……ってのもイヤだな、そこの白しら塚つかが代わりに聞きますから。んじゃ」

「おい、人を巻まき込こむなよ」

「すまんねマイフレンド。じゃ伊達だてさん、また美術部で！　俺、週一で出しゆつ没ぼつしたりしなかったりしなかったりしなかったりだけど、忘わすれないでねー」

　これっぽっちも悪びれた様よう子すもないまま、穂村はイタチさんにだけ別れを告つげると、あっと言う間に走り去──ろうとしたのだが、ドアを開けた瞬しゆん間かん、

「ぬわ」

「おっと」

　その勢いきおいは瞬しゆん殺さつされた。要するに、たまたま生徒会室に入ってきた人と鉢はち合あわせしたのだ。

「あら穂村くん。どうしたの、そんな急いで」

　全まつたく驚おどろく風でもなく、いたって穏おだやかに尋たずねる長身の女子生徒。長い髪かみがふわっと揺ゆれる。

「ああ、これはこれは生徒会副会長にして新聞部の新あら井いさんじゃないですか、相変わらず格かつ好こう良よくってキレイですねってそれどころじゃねえ！　やべえもう限げん界かい！」

　説明的すぎる挨あい拶さつもそこそこに、穂村は携帯を握にぎりながらばひゅーんと走り去っていった。頑がん張ばれよ友人。

　ふと、皆の意見を代表するように、イタチさんがぽつりと言った。

「忙いそがしい人だね」

「確かに。いっつも走ってるわね、彼は」

　そうイタチさんに相あい槌づちを打った後、生徒会副会長にして新聞部の新井さんは首を傾かしげる。

「って、君は？　どっかの新人さん？」

　こくり、とうなずくイタチさん。

「そっか、はじめまして。私、二年Ｃ組の新井輝ひかる。今、親切な人が説明してくれたけど、新聞部と生徒会の副会長を兼けん任にんしてます。よろしくね」

「よろしく、輝。あたしは、伊達──」

「一年Ｄ組、伊達クズリ。我が美術部兼怪かい異い文化研究団の気き鋭えいの新人よ」

　イタチさんが自己紹介する間もなく、ずいっと前に出てきたのは言うまでもなく先輩である。誰だれに対しても傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのはもう目をつむるにしても、見み過すごせない点が一つ。

「先輩。さりげなく人のサークルの名前を変えないでください」

「遅おそかったじゃない、新井」

　ああ、やっぱ無む視しされた。イタチさんと生徒会長の同情の眼まな差ざしがちょっと心に染しみます。

「待ちくたびれちゃったよ私は。このヘビ男は無ぶ愛あい想そうで面おも白しろみに欠けるしさー」

「知ってるくせに。会長の無愛想はもう筋すじ金がね入りですから一生かかっても治なおらないわよ」

　先輩の悪あく態たいに、新あら井いさんは肩かたから掛かけていたカバンを机に置くと、にかっと快かい活かつに笑い返した。なぜだろう、副会長のほうが生徒会長よりも器うつわが大きく見えますよ。

　ふと、この人を絵に描かくなら、ドンと立ってる姿すがたがいいな、と思う。ちなみに会長は机とセット、あるいは首から上のアップ。不ふ機き嫌げんそうな表情は必ひつ須すだな、うん。

「で、何？　私に用だったの？」

「副会長」のプレートが置かれた席に着きつつ、首を傾かしげる新井さん。その正面に、経ふみ島しま先輩がずいっと回り込む。

「そ。校内の情報通にして、各サークルからの人望も厚いあなたにしか頼たのめない用事」

　何の話だろう。生徒会長席の前に突っ立ったまま、僕とイタチさんは顔を見合わせた。と、一呼吸を挟はさみ、先輩が話を切り出す。

「妙みような話があったらね、流してもらいたいのよね。つーわけで、何かしらこう学校の怪かい談だん的てきな噂うわさ話ばなしがあったらば美術部まで連絡プリーズ」

「それくらいなら別にいいけど。何、今度の研究テーマは学校の怪談なの？」

　腑ふに落ちない様子の新井さん。だが、それを聞いた僕とイタチさんは、

「あ」

「なるほど」

　深ーく深ーく、納なつ得とくしていた。

　そう。学校の妖よう怪かい屋や敷しき化かを何とかしたいのなら、大事なのは早期発見と素す早ばやい対たい応おうだ。

　しかし、基本的に美術室に籠こもりっぱなしの僕らにとっては、そもそも情報を集める手しゆ段だんがあまりに乏とぼしい。その点、学校中の噂話から各クラブの内実まで完全把は握あく……とまでは行かなくても、九割ぐらいは把握しているであろう新井さんは、この上ない情報源なわけで。しかも人ひと柄がらも申し分ないし。

「……先輩、意外に考えてたんですね」

「あたしも、ちょっと感心した。自分のことしか気にしない人だと思ってた。ごめん」

　後輩二人に賞賛された先輩は、

「さあどうでしょう？　それはあんたらの勝手な買いかぶりに過すぎず、そういう話を集めたいだけの単なる野や次じ馬うまかもよ？」

　いつもながらの不ふ敵てきな笑え顔がおでそう切り返し、改めて新井さんに向き直った。

「てなわけでね。何かない？」

「いったい何が『てなわけ』だ。人に頼み事をする時は、わかりやすく嚙かみ砕くだいた説明が」

　すっかり蚊帳かやの外扱あつかいだった会長が説教を始めたが、

「んー。たとえば、どんなネタが欲しいわけ？」

「さすが副会長。話が早くて助かるわー」

　ものの見み事ごとに無む視しされていた。先輩はともかく新あら井いさんもけっこうドライな人なんだなあ。ドンマイ会長。

　とか思っている間にも、二年生女子コンビの会話は進む。

「そうね、たとえば……半身血まみれの女が赤ん坊を抱だけと迫せまってくるとか、馬の首がぶら下がってくるとか」

「……それは、ちょっとないかな」

　新井さん、苦にが笑わらい。まあ、気持ちはわかります。

「燃える車輪が女生徒を轢ひき殺ころしたとか、牙きばの生はえた板きれに誰だれかが食い殺されたとかは？」

「ございません。だいたいね、それはもう怪かい談だんじゃなくて事件です」

　そりゃそうだ。……と言うか、そんなのが出るんですか、これから。

「あ。あの、どこまでも大きくなる人ひと影かげ、とかは？」

　思い出したようにイタチさんが尋たずねる。

「えーと、それも聞いてないわね」

「そう、なの？」

　安心したような、それでいて少し不満げなニュアンスもたたえつつ、イタチさんは引き下がる。やっぱリベンジしたいんだろうか。

　と、その悔くやしさが伝わったのか、新井さんは申し訳なさそうに付け加えてくれた。

「ごめんね、ほんと。んー、今、私が知ってる怪談系の話って言ったら、せいぜいアレくらい。夕方、化学室の前を通ると」

　その具体的なキーワードが出たとたん、

「化学室。そこに」

「出るのね？　てか出たのね？」

　美術部の女性陣じんの目がぎらーんと光った。

「──御み崎さき」

「おうよ」

　そして飛とび交かう、光こう速そくのアイコンタクト。

「今度は、負けない」

「その意気や良し！　されど早まるなイタチちゃん！　トドメを刺さすのは、ちゃんと観察して記録してからっ！」

　がらがらっと開あけ放はなたれるドア。廊ろう下かを走り去っていく二人の足音。

　そして生徒会室に取り残された僕。

「……行っちゃったわね」

「ええそのようですね」

　やるせないまま、新あら井いさんと言こと葉ばを交かわしてみたりする。

「白しら塚つかくんは行かなくてもいいの？」

「行きますけど。さっきの話の続きを聞いてからにしようかな、と思って」

　こっちから尋たずねておきながら、話の途と中ちゆうで放ほう置ちするってのはあんまりだろうし。それに、どういうモノが出るのかあらかじめ知っておけるなら、それに越したことはない。

　正直、昨日みたいな不ふ意い打うちはできれば避さけたいところなのです。

「律りち儀ぎねー。でも、大した話じゃないわよ、ほんとに。化学室の前を通る時に、ヘンな音が聞こえたってだけ。じゃらじゃらー、とか、しゃらしゃらー、とか」

「はあ……って、え。それだけなんですか？」

　怪かい談だんって言うからには、もっとこう具体的な被ひ害がいとかを期き待たい──いや期待しちゃまずいから予よ測そくか、予測してたんですが。と、その思いは新井さんにも通じたのか、苦にが笑わらいが返ってきた。

「だから言ったでしょ、大した話じゃないって？　こんなのでいいのならいくらでも集められるから、君のボスにはそうお伝えください。ほら、女の子をあんまり待たせるもんじゃないわ」

「あ、はい。そんじゃ、僕もぼちぼち行きますね」

　正直、拍ひよう子し抜ぬけしてしまったが、あの二人を放っとくわけにもいかないし。

「お騒さわがせしました。新井さん、ありがとうございます」

「いえいえ、またどうぞー」

「それと。会長、後半、ないがしろにしてすみません。頑がん張ばってください」

「……そういう気き遣づかいは要いらん。かえって寂さびしくなるからな。ほれほれ、早く行け」

　露ろ骨こつに手で追おい払はらわれた。その気持ちはよくわかるので、

「お邪じや魔ましました」

　僕は素す直なおに生徒会室を後にする。さて、化学室へ行きますか。




　で、ちなみに。

　僕が化学室前に到とう着ちやくし、血走った目で廊ろう下かをうろついていた二人に新井さん情報を伝えたところ、

「……音？　それだけ？　人を取って食ったりしないの？」

　イタチさんは僕と同じような反はん応のうだった。ちょっと嬉うれしい。拍子抜けした顔は初めて見たけど、即そく座ざにデッサンしたくなるぐらい綺き麗れいでした。まあそれはいつものことだけど！

　あ、そうそう。先輩はと言うと。

「……ああ要するにアレね、『小豆あずきとぎ』ね。知らない？　ただ豆を洗うような音がするだけの、日本全国津つ々つ浦うら々うら、山道から古寺からお屋や敷しきまで節せつ操そうなく分ふん布ぷするありふれた妖よう怪かい現げん象しよう。常じよう識しきよー。特に対たい処しよ法ほうもないけど、そもそも害もない妖怪だから放置しても問題ないでしょ」

　すぐにその正しよう体たいを看かん破ぱしたのは、さすがだと思う。しかし、その後に、

「にしても！　音だけの怪かい異いなんか面おも白しろくも何ともないじゃないのよう、もう！　もっとこう危き険けんで凄すごくて見み応ごたえのあるモノを出しなさいっての！　ケチくさい！」

　そう叫さけんだのはちょっといかがなものかと思いました。何を望んでるんですか、あなたは。

　今日の結論。この人はやっぱり信用しちゃダメだ。
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　前略。お元気ですか。白しら塚つか真しん一いちです。早いもので今年ももう七月、すっかり夏の陽気ですが以下略。

　出すあてもない手紙を頭の中でカリカリ書きながら、いつものように美術室に向かう。ほら、季節の変わり目には手紙を書きたくなりますよね。

「えー？　今日も部活？　最近付き合い悪いぞコノヤロー」

「だってさあ。夏の大会近いんだから。あ、白塚くん、何か言ってやってよ」

「美術部にはよくわかりませんのでパス」

「ぶー」

　放課後の廊ろう下かは、今日もそれなりに賑にぎやかで。足音や話し声に混まじって、ばたばた、と畳たたみを叩たたくような音が、時折響ひびいているのだが、それに耳を留とめる者はほとんどいない。たまーに気付く人もいるようだが、あたりを見み渡わたしたところで音源が見つかるはずもなく。空そら耳みみかな、と首をひねって去っていくしかないわけで。

　……うん、いつもの光こう景けいだ。

「おーす白塚。今から妖よう怪かい研究部？」

　唐とう突とつに肩かたに手を回された。

「うちは美術部。そちらは今日もバイトと見た」

　穂ほ村むらなのはわかっているので、振ふり返かえることなく対たい応おうする。

「ビンゴ。あ、その前に職員室寄るかも。噂うわさの新人女教師、どうせならナマで見たくねえ？」

「健けん闘とうを祈る」

「ストイックだねー、お前も。んじゃ、先輩と伊達だてさん、主に伊達さんによろしくな」

「了解」

　昇しよう降こう口ぐちに向かう穂村と別れ、特別教室棟とうへの階段を下る。

　お。見下ろした踊おどり場ばに、黒い人ひと影かげ発見。

「見み越こした」

　反はん射しや的てきにそうつぶやくと、その人影はあっさり消えた。よし。あの妖怪、復活するのに一週間はかかるようなので、これで少なくとも今週は階段での卒そつ倒とう事件は起きないはずだ。そんなことを思いながら階段を下り、そして美術室のある特別教室棟へ入る。

　と、目の前に、ぬっと何かが降おりてきた。

「……はいはい。毎日お疲つかれ様さま」

　ひょいと首を曲まげて、ぶら下がってきたそれを避よける。

「しかし、何でヤカンが落ちてくるんだか」

　先輩によれば、これもれっきとした妖怪なのだそうだ。道を歩いていると目の前にいきなりヤカンがずるっと下がってくる、という妖怪現げん象しようで、その名もヤカンズル。そのまんまである。まあ確かに、最初は意い表ひようを突つかれて驚おどろいたが、こう毎日続くとさすがに飽あきる。いや、人を襲おそうようなモノに落ちてこられるよりは、よっぽどマシなんだろうけど。

　などと考えてるうちに、美術室に到とう着ちやく。

「入りまーす」

　気の抜ぬけた声でそう告つげながら、立て付けの悪い引き戸を開けると、

「はい、どうぞ」

　スカッとした綺き麗れいな声が出迎えてくれた。

「あ、イタチさん。早かったんだね」

「今、来たところだけど」

　軽く微笑ほほえむ、伊達だてクズリさんことイタチさん。

　夏の日ひ差ざしを浴あびながらイーゼルを用意するその姿すがたは、相変わらず一いち分ぶの無む駄だもない完成された美しさに満ちており、僕はもちろん息を飲む。

「真しん一いち？」

「あ、ごめん。つい見とれてた」

「……」

　ぼっ、と赤くなるイタチさん。露ろ骨こつに視し線せんを逸そらされてしまったので、素す直なおに反省。

「すいません、つい本ほん音ねが」

「……もういい。そういうの、よけい、恥はずかしいから」

　この妖よう怪かいさんとの出会い（そして入部騒そう動どう）から数週間。最初はちょっと抵てい抗こうのあったタメ口にも、もう慣なれた。あと「この人を描かきたい！」という衝しよう動どうを抑おさえつけるのにも……まあ、慣れた。うん。そのはずだ。負けるな僕。

「今日は、どうだった？」

「変わりなし。畳たたみ叩たたきに『見み越こした』にヤカンズル。化学室前でジャラジャラ鳴なってたけど、それくらい。イタチさんは？」

　カバンを下ろしながらそう尋たずねると、イタチさんは少し自じ慢まんげに言った。

「調理室で、ちょっと変わったのを見たよ」

「へー、新種は最近出てなかったのに。どんなの？　危あぶなそう？」

　全然、と手を振ふるイタチさん。その声は心なしか嬉うれしそうで、表情もいい感じにほころんでいる。うん、大変可愛かわいい。

「丸くて、小さい、豚ぶたの子。ぶうぶう言いながら、うろうろしてた。悪い気も感じなかったし、退たい治じしなくてもいいと思うよ。可愛かったし」

「ほー。時にお嬢さん、その豚には耳は二つありましたかな」

　ここで第三者の声が唐とう突とつに乱入。

「え？　そう言えば、片かたっぽしか無かった、かな。御み崎さき、こんにちは」

　そして、そんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな輩やからにもしっかり返事し、さらには挨あい拶さつまでするイタチさん。ほんとーに良くできた子だと思います。

「先輩。人知れず入ってくるの、やめてもらえませんか」

「断だん固ことして断ことわる」

「でしょうね。で、その豚ぶたって何なんです？」

「断だん定ていはできないけど、片かた耳豚きらうわでしょ。しかし、もともと伝でん承しよう地ち域いきとかお構かまいなしだったけど、沖縄の妖よう怪かいが来るとは予よ想そう外がい。順調に無む国こく籍せき化かしてる予感。燃えるわね」

「不ふ謹きん慎しんなワクワクはやめてください」

「断固として断る。……あれ？　これデジャブ？」

「でしょうね。そのカタ何とかって、害はないんですか？」

　僕がそう尋たずねると、ジャージの妖怪博士こと経ふみ島しま先輩は、しれっとした顔で答えてくれた。

「あー、あるわよ。確か、股またをくぐられると死ぬとか何とか」

　何ですと。

「死ぬ、って！　スルーしていいんですか、それ。僕らはともかく、見えない人がうっかり」

「あ、それなら、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。わりと大きかったから。確か……このくらい」

　そう言いながら、イタチさんは手で直径六十センチくらいの輪を作ってみせた。

　なるほど納なつ得とく。

「よっぽど大股で歩かないと、うっかり足の間をくぐられる、なんてことはないと思う」

「じゃ、今日の結論は『調理室では大股で歩かない』で。白しら塚つか、あんたの収しゆう穫かくは……って、顔見りゃわかるか。新顔ゼロ？」

　その問いかけに僕がうなずくと、先輩はふいに大きな溜ため息いきを吐つき、

「なーんか、拍ひよう子し抜ぬけするわねー」

　どっかと椅い子すに腰こしを下ろした。

「イタチちゃんが来てけっこう経たつのに、出るのはいまだに小物ばっかり。もっとこう非ひ日にち常じよう的てきでワクワクドキドキバイオレンスな展てん開かいを予想してたのに、肩かたすかしもいいとこだわ。ぶー。クーリングオフ求めたい気分」

「……いや、平和なのはいいことだと思いますけど」

「うん。それは、そう」

「へいへい、ご立りつ派ぱなことで。でも、それホントに本ほん音ね？　妖怪パワー全開で暴あばれてもお釣つりが来るよーな大物、密ひそかに期き待たいしてんじゃないの、お嬢さん？　溜たまってんじゃないの？」

　二人がかりで反論されたのが気にくわないのか、先輩は実にいやらしくねちっこく反論してきたが、イタチさんは苦く笑しよう一つでそれをあっさり受け流した。

「そんなことは、ない、かな。毎日の授業も、ここでの時間も、十分に面おも白しろいから。ただ……言こと葉ばが通じるモノが、もう少し出てくれるといいかな、とは、たまに思うけど」

　僅わずかな沈ちん黙もく。ああ、この人は僕らとは質的なレベルで違ちがう存そん在ざいなんだよな、ということを改めて思い知らされたような気分。

「んんー、そいつは難むずかしいかもね」

　と、先輩の豪ごう快かいな苦にが笑わらいが、その微び妙みような空気を吹き飛ばした。

「今んとこ、ほとんど実体がないよーな人じん畜ちく無害系の小物しか出てないわけだし。言こと葉ばが通じる──つまりはある程度レベルの高い意志や人格まで備そなえたような大物は、よっぽどのことがない限かぎり出そうもないわね」

「よっぽどのことって、たとえば？」

「そんなの私にはわかりませんにゃー。妖よう怪かいの発生条件を的てき確かくに見み極きわめられたら、私は今いま頃ごろノーベル先生の遺い産さんを受け取って左うちわで宇宙旅行中よ」

　そう言うと、先輩はカバンから愛用のノートパソコンを引きずり出し、どかんと机に置いた。

「つーわけで、そんな超ちよう常じよう的てきヒラメキを持ち合わせていない無力な私は、地じ味みな研究に取りかかろうと思います。ほら、見てないで散った散った」

「はいはい。んじゃイタチさん、そろそろ始めよっか」

「うん」

　かくして美術部の活動は開始され、地味で静かな時間が流れ出す。

　かりかり、さらさら、たんたん、ぺらぺら。

　僕の鉛えん筆ぴつの音、イタチさんの絵え筆ふでの音（何を描かいているのかは未いまだに謎なぞだ）、あるいは先輩がキーボードを叩たたいたり本のページをめくったりする音だけが、淡たん々たんと響ひびく。この静せい謐ひつな雰ふん囲い気き、嫌きらいじゃないです。

　もっとも、そんな時間はいつもいつもそう長くは保もたない。しばらくすると、ちょっと煮に詰つまった誰だれか（主にあの人だ）が口を開いてしまうからだ。

「ねー、聞いた？」

　ほら。今日も最初の脱だつ落らく者しやは先輩だった。

「何をですか」

　まあ、応じてしまう僕も人のことは言えないが。目はスケッチブックから離はなさないまま、適てき当とうに相あい槌づちを打ってみる。

「美人新任教師の噂うわさ。ほら紀き伊いちゃんの産休補ほ充じゆうの」

「ああ、聞きました。てか、今日、男が顔を合わせた時の話題はそれ一色でした」

「健全に男のコしてるねえ、君らは。うちのクラスでも男どもがえらく盛もり上あがっちゃって、もう、可愛かわいいやら嘆なげかわしいやら」

　その光こう景けいを思い出したのか、先輩は「ふへー」と溜ため息いきを吐ついた。

「先生に似に合あうのはパンツスーツかスカートかって投票し始めた時には、お姉さん、思わず泣けてきちゃったよ」

　やれやれと頭を振ふる先輩。よっぽど情なさけない光景だったんだろうなあ。

　……実はその投票は全校の男子生徒が参加していて、僕も携けい帯たいから投票したのだが、その事実は伏ふせておこうと思います。なお、躍やく動どう感かんと機き能のう美びを愛する僕は、毅き然ぜんとパンツ派はに一票を投じたのは言うまでもない。タイトスカートは滅ほろぶべし。

「それなら、あたしも聞いたよ。そんなに綺き麗れいな人なの？」

　イタチさんが会話に加わる。もっとも、目線はキャンバスに向けられたままなので、それほど興きよう味みを惹ひかれたわけでもないようだ。

「んー、まあ、美人かどうかって百人に聞いたらイエスって答えが百五人、ってところでしょうか。口で言っても伝わらないわね、こういうの。写真見る？」

　先輩はぐるっと後ろに向き直り、カバンからＰＤＡを引ひっ張ぱり出だした。

「えーと、確かここらへんに……あ、あったあった。ほいどうぞ」

　どれどれ、といった風ふ情ぜいで、ひょこひょこ見に行くイタチさん。せっかくなので僕も覗のぞきに行くことにする。件くだんの先生の写真なら回ってきたメールで見せられたし、何度も見たいほどの美人ってわけでもないが。僕はむしろイタチさんの反はん応のうに興味があるのです。

　というわけで、イタチさんの肩かた越ごしに液晶画面を覗き込もうとした僕は、

「……？」

　目の前の小さな肩が、ただならぬ雰ふん囲い気きを漂ただよわせているのに気が付いた。心なしか、空気もピリピリしてきたような。静せい電でん気きを薄うすめて撒まき散ちらしたら、こんな感じになりそうだ。

「あの、イタチさん？　どうかした？」

　返事なし。なんか嫌いやな予よ感かん。汗あせが一ひと筋すじ、背せ中なかに流れた。

　と、ちょっと遅おくれてこのピリピリに気づいた先輩が、無理に明るい声で尋たずねる。

「どーしたの？　探さがし求もとめた実の兄が親の仇かたきでラスボスだった時みたいな顔しちゃってさー」

　その能のう天てん気きな問いかけに、ようやくイタチさんは顔を上げ、

「親の仇？　……もっと、悪い」

　この上なく険けわしい視し線せんとともに、言い放った。

「こいつ、キツネだよ」
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「はーい、というわけで私達は今、職員室の外に来ています。この窓まど際ぎわの植え込みの陰かげは、外からも中からも見つかりにくくて、なおかつ部へ屋やの中が観察しやすいという、理想的な潜せん伏ぷくポイントなんですねー」

「誰だれと喋しやべってるんですか、誰と」

「いいじゃないのよう。場所が変わった時のお約束よ。これがないと、わかりにくいでしょ」

「誰に理解を求める必ひつ要ようがあるんですか！」

　ふいにイタチさんが振ふり返かえり、キッと僕らを睨にらみつけた。

「……二人とも、うるさい。見つかる」

「ごめんなさい」

　素す直なおに謝あやまる僕と先輩。普ふ段だんは物もの腰ごしの柔やわらかい娘さんなのだが、今のはかなり怖こわかった。

「次は金かな縛しばりかけるから」

　ひい。捨すて台詞ぜりふがまた恐きよう怖ふを煽あおります。震ふるえる僕らをさておいて、イタチさんは再ふたたび監かん視し者しやモードに戻もどっている。見み事ごとに気け配はいを殺しているのだが、それ以上に殺さつ気きがバリバリと漂ただよっているので、結果的にはプラマイゼロなんじゃなかろうか。そう思うが、怖いので言いません。

　と、小声で先輩が話しかけてきた。

「イタチちゃんがここまで本気になるのって珍めずらしいわね」

「……でも、それだけ危き険けんな相手なんじゃないですか」

　妖よう怪かい様に怒おこられないよう、こちらも小声で応おう対たい。

「危険ねえ。むしろ、キツネはキライ大キライ！　って感じが強いよーな」

「それは確かに。でも、イタチとキツネって仲悪いんですか？」

「あんまり聞かない話ね、そりゃ。キツネとカワウソが喧けん嘩かする昔話はあるけど、関係あるのかどーなのか。どう思う？」

「僕に聞かれても。……にしても、意外に行動力ある人だったんですね、イタチさん」

「あ、それは私も思った」

　そう。美術室で噂うわさの先生の写真を見た後、イタチさんがとった行動は極きわめて迅じん速そくなものだった。すぐに職員室に向かおうとした彼女を止め、何をするつもりなのか聞いてみたらば、返ってきたのは単純明快かつ非人道的な二文字の答え。

　ずばり「焼く」。

　いや、さすがにそれはちょっと早まりすぎだろう、と人間二人で説せつ得とくし「まずは証しよう拠こを摑つかんでから。悪事を働くようなら、その時点で対たい応おうを考えよう」というラインで妥だ協きようさせるのが一苦労でした。

　幸さいわい、イタチさん曰いわく「本人を一目見たら、その正しよう体たいも力も性質も、だいたいわかる」とのことだったので（この人はまず噓うそをつかないので、その点では信用できるのだ）、僕らは今、職員室の窓の外に張はり込こんで、キツネ先生（仮）の登場を待っているのです。部活の時間に。

「……どんな美術部だ、これ」

　思わず漏もれる独り言。

「真しん一いち、静かに」

「はい」

　で。待つこと二十分強。

　ターゲット、未いまだ現れず。

　この姿し勢せいにもこの状じよう況きようにもそろそろ飽あきてきた、そんな時。

「あら、美術部じゃない。何やってんの、こんなとこで？」

　やたら気さくな不ふ意い打うちが僕らを襲おそった。

「誰だれ！」

　この上ない警けい戒かい心しんを剝むき出だしにしながら、光こう速そくで反はん応のうするイタチさん。火でも吐はきそうな雰ふん囲い気きだったが、その圧あつ迫ぱく感かんは、

「あ、輝ひかるか」

　声の主を確認すると、あっさり消えた。
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「うん、今日のところは新聞部の新あら井い輝さんです。こんにちは」

　や、と片手を上げて挨あい拶さつしてくれる新井さん。無む視しするわけにもいかないので、心もち小声で挨拶を返す。

「こんにちは。クラブの取材ですか？」

「あたり。今年のベリーダンス友の会のレベルは凄すごいから、是ぜ非ひ見に来いって誘さそわれてね」

　新井さんは左手のデジカメを軽く掲かかげ、

「……しかし、君らはほんとに何やってんの？　新あら手ての芸術活動？」

　何ともうさんくさそうな視し線せんで、植え込みの陰かげに縮ちぢこまる僕らを見下ろした。

「えー、何と言われましても」

　その曖あい昧まいな態たい度どがさらに興きよう味みを惹ひいたんだろう、新あら井いさんはしげしげと僕らを覗のぞき込こんでくる。まあ、気持ちはわかりますけど。僕が言こと葉ばを濁にごしていると、唐とう突とつに先輩が「んー」と腰こしを伸のばして立ち上がった。ああ、そんなことしたら。

「御み崎さき？」

　案あんの定じよう、イタチさんがぎらっと睨にらむがお構かまいなし。

「だってさー、来ないじゃんターゲット」

　先輩はそう言うと、新井さんにひょこひょこと近づき、気さくに尋たずねた。

「ちょいと、噂うわさに敏びん感かんなことで噂の新聞部さん。とみに噂な噂の美人教師の噂、ご存ぞん知じ？」

「噂がずいぶん多いわね。何？　稲いな葉ば先生を待まち伏ぶせしてたの、あなた達」

「それについては守しゆ秘ひ義ぎ務むなのです」

　ふふーん、と（小さな）胸むねを張はる先輩。それを笑って許ゆるす新井さんはいつもながら立りつ派ぱな人だ。イタチさんも呆あきれたように苦く笑しようしているし、張はり込こみって雰ふん囲い気きでもなくなってきたので、僕も潜せん伏ぷく場所から這はい出でてそっちに加わることにした。

「イナバって名前なんですか、あの先生」

「知らなかったの？　フルネームは稲葉前さき」

「さき？」

　興味を惹かれたのかそれとも飽あきたのか、イタチさんも立ち上がる。

「そ。まえ、って書いて、さき、って読むのは珍めずらしいわね。某ぼう外大出身の二十五歳で独身で専門は英文学でイギリスに留学経験有りの才さい色しよく兼けん備びでおしとやかなムード漂ただようモデル体形のお姉さんで、男子生徒の間には写メの画像が瞬しゆん時じに流通。ちなみに、画像流通と同時に行われた投票では、スカート派はが圧あつ勝しようだったようですね」

　……へえ。新聞部の情報網は意外に深いんですね。

「さすが詳くわしいわね」

「うん、凄すごい」

「そうでもないけど？　あ、私の情報はここまでだから。これ以上聞きたいんだったら本人に聞いたほうが早いと思うわよ」

　そう言うと、新井さんは僕らの後ろ、つまり職員室の窓を何なに気げなく指さした。

　え、それってもしかして。

　振ふり返かえろうとした瞬しゆん間かん、僕の頭は物凄い力で唐突に押さえつけられた。

　植え込みに顔がん面めんが突つっ込こまれたので、顔が大変痛いたいです。

「伏せて！」

　そして言こと葉ばと行動の順序が逆です、イタチさん。

「……よくわからないけど、頑がん張ばってね」

　新井さんは首を傾かしげながら去っていったようだ。まあ、意味不明だろうなあ、この行動は。そう思いながらそーっと顔を上げ、職員室の中を覗のぞき込こむ。あ、確かに来てる。

　思ったより背せが高いんだな、というのが第一印いん象しよう。パンツスーツだったんですね、ってのが第二印象。最初は結ゆい上あげた髪かみしか見えなかったが、誰だれかに呼よばれて振ふり向むいた時に、整ととのった横顔がちらっと見えた。

　と、僕と同じく植え込みに顔を突っ込まれた先輩が、むくりと顔を上げて尋たずねてくる。

「ばふ。さて、どう見る、白しろの字じ？」

「んー、綺き麗れいな人だとは思いますけど──あんまり描かきたいとは思えませんね」

「はあ？」

「だから、ぱっと見は控ひかえめなんだけど、実はけっこう飾かざり立たててそうな感じがして、全体的にスマートな美しさに欠かけるって言うか。こってりした油絵のモデルにはいいかもしれないけど、シンプルイズベストを信条とする僕としては……って、先輩？　何ですかその可哀かわい相そうな子を見る目は」

「はいはい、そう言えばあんたはそういうキャラでした。ま、私には単なるホモサピエンスにしきゃ見えないんだけど……イタチちゃん的にはどう見えた？」

　その質問に、イタチさんは、無言で首を縦たてに振った。

「……マジで？」

「うん。すごく、うまく化けてるけど……力が強すぎるのか、それとも隠かくすつもりがないのか……本ほん性しようが漏もれてる。キツネだよ、あれ」

　そう言いながらイタチさんは右手をまっすぐ伸ばし、すうっと息を吸い込みながら、開いた手の平を閉じようと──

「って、ちょい待ち」

「ん。何で止めるの、真しん一いち」

　手首を摑つかんだ僕を、じろっと睨にらむイタチさん。ちょっと怖こわいけど（そしてそれ以上に「ああ綺麗だ」という思いが強いけど）、何とかこらえて一言告つげる。

「いきなり焼くのは禁止だってば」

「大だい丈じよう夫ぶ、この部へ屋やを丸ごと燃やしたりはしないから」

　あ、今のはやっぱり火か炎えん攻こう撃げきのモーションでしたか。覚えといて良かった。

　とか何とか考えながら、お互いを見つめ合っていると、先輩が僕らの肩かたをポンと叩たたいた。

「まあ落ち着きなさいお二方。とりあえずここは様よう子す見みってことでどう？」

「様子見？」

「そ。仮かりにあのセンセがキツネだとしても、まだ何もしてないわけだし。被ひ害がいが出たら、その時に動くってことでいいんじゃないかしら。いいわね。うん、いい」

　先輩はそう一人で勝手に結論づけると、潜せん伏ぷく場所をあっさり抜ぬけ出だして立ち上がり、美術室へ戻もどる道を歩き始める。

「でも御み崎さき、あれを野の放ばなしにするなんて」

　それを止めようと、イタチさんが先輩の後を追う。しかし、えらい言われようだな稲いな葉ば先生。

「まあ、心配するのもわかるけどさー。でもキツネなんてイタズラするだけの妖よう怪かいなんだし、被ひ害がいが出るとしても、せいぜい馬ば糞ふんを食わされたり、あとは馬鹿な男が精せいを吸われて干ひからびるくらいのもんでしょ？　何かあってから対たい応おうしても十分、間に合う、間に合う」

「うーん……そう言われれば……そうかもしれないけど」

　そして意外と簡かん単たんに納なつ得とくしてしまうイタチさん。こうなると、後は押しの強いほうが勝つ。

「よし、そうと決まれば美術室に戻って待たい機き！　ほら白しら塚つか、あんたも来る」

「言われんでも行きますよ」

　意い気き揚よう々ようと進む先輩を追って、僕も歩き出す。よくわからないけど、とりあえず白はく昼ちゆうの職員室での人体発火事件は免まぬかれたようで何よりです。先輩の話が正しいなら、人ひと死じにが出るような事じ態たいにもならないみたいだし。

　……まあ、干からびるとかいう話は、男としてはちょっと気になりますけども。

「でも、大だう丈じよう夫ぶかな」

　もっとも、言い出しっぺのイタチさんは、完全に納得できたわけでもないようで。ちょいちょいと後ろを振ふり返かえりながら歩いている。

「やっぱり、まだ気になる？」

「うん。御崎の話は、その通りなんだけど……。あのキツネ、思ってたより、力の量が多そうだから……ちょっと、心配」

　うーん、と眉まゆをひそめるイタチさん。

「力の量？　いわゆる妖よう力りよくとかＭＰみたいなもの？　と言うか、どうやって計はかるの、それ」

　前を歩いていた先輩も話に加わる。

「え。どうやって……って言われても。何となく、かな。……毛け並なみとか、尻尾しつぽの数とか、大きさとか、雰ふん囲い気きとか」

「アバウトねー。妖力何千何百マイト、みたいな数すう値ちは出ないのか。残念」

　むう、と唸うなって黙だまり込こむ先輩。ゲームじゃないんだから、と内心で突っ込む。あと、マイトってどこの単位ですか。

「そこまで詳くわしい値あたいは、わからない、かな。でも、あのキツネの力がおっきいのは、確か」

「あ、そうなんだ」

　何となく打ったその相あい槌づちに、イタチさんはあっさりと答える。

「うん。尻尾が九本もあったから」

　と。ふいに、先を歩いていた先輩の歩みがぴたりと止まった。

「何ですって」

「……御崎？」

「先輩？」

　その声が届とどいているのかいないのか。僕らに向き直った先輩の顔は、それはもう青白かった。

「やばいわよ、それわ」
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「というわけで」

　所変わって美術室。

「今、欲しいんだよね、君の力が」

　どこかの誰だれかを真似まねた先輩がそう語りかける先には、

「……はあ」

　いったいぼくはなぜ美術室で美術部の面々に取り囲まれているんでしょうか、と目で訴うつたえながら立ちつくす袴はかまの少年の姿すがたがあった。身長は僕より低くて百五十ちょい。態たい度どもおどおどしているもんだからよけいに幼おさなく見えるが、袖そでから覗のぞく二にの腕うではしっかり引ひき締しまっており、密ひそかに鍛きたえてます的なムードを漂ただよわせています。

「何か頼たよりない返事ねー」

「……すいません」

「悪くもないのに謝あやまりなさんな。ねー白しら塚つか、ほんとにこの子で大だい丈じよう夫ぶなの？」

　しかめっ面つらの先輩が僕に話を振ふってくる。

「弓の腕にかけては文もん句くなしだと思いますよ。部長の一押しですから。えーと、名前は」

「藤ふじ方かたです」

「そうそう、藤方くん。一年だけど腕前と練習態たい度どは部の中でトップクラスだそうで。正直、うちみたいな弱小弓きゆう道どう部ぶには勿もつ体たいない人材だとか」

　大おお柄がらな弓道部部長が豪ごう快かいかつ自じ嘲ちよう気ぎ味みに語った言こと葉ばを引用すると、藤方くんは露ろ骨こつに否定した。

「いや、昔からやってたってだけですから。才能とか無いと思いますし、ほんとに」

「でも、ずっと続けるっていうのも、才能だと思うよ」

　柔やわらかい声を掛かけたのは、先輩の隣となりに立っていたイタチさんである。

「あ、ありがとう」

　緊きん張ちよう気味に答える藤方くん。弱気だけど才能溢あふれる少年と、それを見守る優やさしい少女。いい構こう図ずだったので、ちょっと見とれた。

「はいはい、熱血部活物語はそのへんでお開き」

　ぱんぱん、と手を叩たたいて水を差した先輩は、じろっと弓道部のホープを見つめる。低めの藤方くんよりも先輩はさらに小さいわけだが、この妙みような威い圧あつ感かんは、やっぱり年の功こうなんだろうか。

「さて藤ふじ方かたくん。君を呼よんだのは他でもないの」

　呼んできたのは僕ですけどね。ちなみに「腕うでのいい弓きゆう道どう部ぶ員いん」一人のレンタル料は、来年の新人募集ポスターを描かいてあげる権利、ということで契けい約やくが成立しています。

「君、二年の新人英語教師の稲いな葉ばって知ってる？　知ってるわね。知ってると見なして話を続けます。異い論ろんがあれば挙きよ手しゆ。よし、ないわね」

　藤方くん、はあ、と答えるのが精せい一いつ杯ぱいの様よう子す。負けるな少年。

「さて単たん刀とう直ちよく入にゆうにお願いするわ。君の弓であの新人教師を射い抜ぬいてほしいの」

「……はあ、って。あの、今、何て」

「だから、稲葉先生を狙ねらって矢を放はなってちょうだい、って言ったのよ。プリーズ・ザ・シュテーティング・アロー。アンダスタン？」

　怪あやしい英語で冷れい静せいに同意を求める先輩。面おも白しろいくらいに動どう揺ようし始はじめた藤方くんの視し線せんが、助けを求めるように僕を見る。……悪いけど、僕は君の味方じゃないのです。なぜなら女性陣じんが怖こわいから。そう視線で伝え、ついでに頭も下げておく。

「……お願い」

　そこに駄だ目め押おしのイタチさんの一言。助けがないことを悟さとった彼は、怯おびえながら口を開いた。

「いや、いやいやいや、できません、できませんよ。ダメですよ、そんな」

「そう言わずにそこを何とかさー。あんまり気き負おわず、こうスナック感かん覚かくでサクッと」

「無む理りです」

「大だい丈じよう夫ぶ、君に迷めい惑わくはかからないようにするから」

「無理です」

「あ、殺人もしくは傷しよう害がいと思ってない？　話すと長いから省略するけどむしろこれは人助けよ。ねーイタチちゃん」

「うん。だから、」

「無理です」

「騙だまされたと思って」

「無理です」

　と、そんなやりとりはしばらくエンドレス気ぎ味みに続いたのだが、

「どうしても？」

「無理です」

　通算二十三回目の「無理です」のあと、先輩は「ふー」と肩かたを落として言った。

「そこまで言うなら仕方ない、か。イタチちゃん、お願い」

「……うん」

　ぎら。

　不ふ本ほん意いそうなイタチさんの目が、一いつ瞬しゆんだけ銀色に光った。

　と、「無む理りです」をリピートしていた少年の体がぴたりと止まる。そして一いつ瞬しゆんの後、

「え。あ？」

　授業中に寝ねてるところを隣となりの奴やつに起こされた時のような声を上げつつ、我に返る藤ふじ方かたくん。あの頑がん固こな拒きよ絶ぜつの意志は、すでにその瞳ひとみには宿っていなかった。哀あわれな彼は、事じ態たいが把は握あくできずおろおろしていたが、

「ありがと。もう帰っていいわよ」

「弓きゆう道どう部ぶの皆さんに、よろしくね」

「……ごめん」

「あ、はい。失礼します」

　僕らの適てき当とうな言こと葉ばに後押しされ、首を傾かしげながらフラフラと帰っていったのだった。

　で、そんな彼を見送った後、先輩がイタチさんに尋たずねる。

「あれ、ちゃんと記き憶おくは消えてるの？」

「大だい丈じよう夫ぶ。強い印いん象しようなんかは、消せないけど、具体的な会話の内容は、完全に消えてるはず」

「ほへー、便利なもんねー。意のままに操あやつったりできたら、もっと手っ取り早かったんだけど」

「ごめん。そういうのは……できない。あたしにできることなんて、金かな縛しばりとか、あとは炎ほのおとか、それくらいしかないし」

　申し訳なさそうにイタチさんは目を落とす。いやしかし、個人的にはあんまり物ぶつ騒そうな能力はないほうが嬉うれしいんですけど。

　と、ふいに先輩がガリガリと頭を搔かきむしった。

「これで計画はフリダシニモドル、か。あー、いいアイディアだと思ったんだけどな、先手必勝一いち撃げき必ひつ殺さつ大作戦」

「無む理りもないですよ。事情もわからずに、さあいきなり先生を撃うて！　って言われて、ほいほい乗ってくる奴やつはまずいませんし」

　と言うか、二つ返事で了解する人間がいたら、むしろそいつが大問題だ。

「そお？　私ならとりあえずやってみるけど」

　……そうですか。深く追つい及きゆうするのも怖こわいので、あえて聞き流し、話を変える。

「他にもうちょっと手はないんですか？　あの先生が化けギツネだったとしても──」

「だったとしても、じゃない。そうなの」

　突っ込むイタチさん。目がちょっと怖いです。

「あ、はい。でも、あの人まだ何もしてないんだし、いきなり矢をブチ込むってのはいくらなんでも」

「あのね白しら塚つか。だから何度も言ったでしょうが」

「いや、聞いてないんですけど。イタチさんが尻尾しつぽが九本とか話したとたん、あんたはとりあえずイキのいい弓きゆう道どう部ぶ員いんを一人調ちよう達たつしてこい、って送り出されて、それっきりでしたし」

　そう言えば説明してなかったっけ、と顔を見合わせる先輩とイタチさん。あ、本気で忘わすれてやがったな、こいつら。

　と、先輩は、「いい？」と前置きして口を開いた。

「そりゃあね、小豆あずきとぎとかヤカンズルみたいな小物なら、専せん守しゆ防ぼう衛えいに徹てつしてても問題はないわよ。単なる化けギツネでも、想そう定ていできる被ひ害がいはたかが知れてる。ところがどっこい白しら塚つかさん。あの九きゆう尾びの狐きつねはね、そういう地じ味みなのとはハザードレベルのケタが違ちがうの」

　ねえ、と同意を求める先輩に、無む言ごんでうなずくイタチさん。

「ほらね。だいたい金こん毛もう白はく面めん九尾の狐っつったら、スケールのデカさとネームバリューでは妖よう怪かい界かいでも五本の指に入りそうな大物なのよ？　あんたも名前くらい聞いたことあるでしょ」

「漫画で見たことはありますよ。あと、昔、絵本で読んだかな。あんまり覚えてないですけど。そんなに危き険けんなんですか？」

「危険です。馬鹿な男をからかって喜ぶよーな無む邪じや気きなキツネと違ってね、九尾の狐の存そん在ざい目的は、社会秩ちつ序じよの崩ほう壊かいそのもの。しかも自分では直接手を下さずに、支配階級に取り入って操あやつって国を混乱させて破は滅めつさせていくという、それはもうイヤらしい妖怪様なんだから。実じつ際さい、伝でん承しようの中では、国をいくつも滅ほろぼしてるし。気づいた時には後のカーニバル、とんでもなくタチの悪い妖怪なのよ。おわかり？」

「はあ」

　一いち応おう、納なつ得とく。相手が動くのを待ってるようでは遅おそいってことか。

「でも、何で弓道部なんです？」

「あ、知らない？　九尾の狐って、たしか伝説では矢をブチ込まれて死んでるのよ。こういうのって古来のパターンに習うのが基本でしょ？」

　ほんまかいなと思いつつ、ふと浮うかんだ疑問を口に出す。

「……しかし、何でそんな大スケールな妖怪が、こんな地方の県立高校に？　社会秩序とか国とかをどうこうしたいんなら、せめて東京に出ないと意味がないんじゃないのかと」

「そんなこと私に聞かれましても」

「単純に、ここは出やすかったんだと思うよ」

　居い心地ごこちの良さそうな表情を浮かべたイタチさんは、ぐるっと周しゆう囲いを見み渡わたした。この学校、よっぽど妖怪好きする造りのようです。

「……ま、顕けん現げん条件については今後の課題ね。あと、今までは民間伝承系の妖怪しか出なかったのに、何で急に伝説由ゆ来らいの妖怪が出たのかってのも謎なぞなのよね。もう本格的に何でもアリってことかしら？」

　むー、と考え始める先輩。熟じゆつ考こうモードに入りそうだったが、イタチさんが引ひき戻もどす。

「御み崎さき、そんなことは後。それよりも、今は、次の手を考えないと」

　いつになく前向きだなあ。いつもは一歩下がって周まわりの話を聞いてるような人なので、こういう表情はなかなかレアだ。前のめりな姿すがたもまた凜り々りしくも美しい、って今はそれどころじゃないか。自じ戒かい。

「あのさ。先輩はああ言ってたけど、イタチさん的にはどうなの？」

「え？　うーん……御み崎さきの言う伝でん説せつとかは、あたしは知らないけど、でも、危あぶないのはわかるから。力の量も凄すごいけど、それよりも、力の質しつが嫌いや。あれは……良くないよ」

「しつ？　体質とか性質の質？」

　うん、とうなずき、イタチさんは眉まゆをしかめた。

「こう、ね。淀よどんでるって言うか……ねじ曲まがったまま、溜たまってる、って言うか」

　そう言いながら、両手をぐねぐね動かすイタチさん。妖よう力りよくの性質を表現してくれているんだろうけど、素人しろうとにはちょっとレベルが高いです。まあ、表情を見てれば、何を表現したいのかは十分に把は握あくできるんですけどね。

「……どう、真しん一いち。わかった？」

「だいたい。要するに、あの先生、あんまり良いモノじゃないわけだ」

「うん」

　満足げにうなずくイタチさん。その笑え顔がおは相変わらず眩まぶしく可愛かわいく美しく、先輩が「私の話だけじゃ信用できないってことですか」と愚ぐ痴ちを垂たれた、その時。

　がらがら、と美術室の戸が開き、

「……散さん々ざんな物言いですわね」

　流りゆう暢ちようで丁てい寧ねいでなおかつ不ふ穏おんな声が、僕らに向かって投げかけられた。

「──っ！」

　ばっ、と反はん応のうする美術部トリオ。振ふり向むいた先には、

「初めまして、美術部の皆さん。私わたくし、今日から二年で英語を教えることになった稲いな葉ばです」

　営業スマイルをたたえつつ、美術室に足を踏ふみ入いれようとしている噂うわさの美人教師の姿があった。自分のことを「わたくし」って呼よぶ人は初めて見たなあ、とか、場ば違ちがいな感想がふと浮うかんですぐ消える。

「へえ。そっちから来てくれるとは話が早いわね」

「不ふ覚かく……！　これだけ近づかれても、気づけなかったなんて……」

　いきなり戦せん闘とう意い欲よくを丸出しにする美術部の女子部員たち。イタチさんに至いたっては、今にも炎ほのおを吐はき出だしそうな勢いだ。だが、そんな敵てき意いにさらされた稲葉先生はと言うと、

「ご案内、ありがとうございます。助かりましたわ、えーと」

「江え戸ど橋ばしです。これくらいなら、いつでも」

　一いつ緒しよに部へ屋やに入ってきた長身の男子生徒にお礼なんか言っている。おお、余よ裕ゆうたっぷりだ。しかし、見た感じは普ふ通つうの人間なんだけどなあ。

「ああ美術部、稲いな葉ば先生が見学なさりたいそうだ。くれぐれも無ぶ礼れいと粗そ相そうと間ま違ちがいの無いようにな」

「今はそれどころじゃないの。つーか、何やってんの、あんた」

「何、とは？　廊ろう下かを歩いてたら案内を頼たのまれたから引き受けた。それだけだ」

　それが何か、と言いたげな表情を浮うかべる江え戸ど橋ばしさん。そう言えば、この人そんな名前だったっけ。

「しかし、そっちこそどうしたんだ。稲葉先生と何かあったのか？」

「黙だまれ冷れい血けつヘビ男」

「……俺が何かしたか？　なあ伊達だてく」

「早く出ていって。焼け死ぬよ」

「……すまん白しら塚つか。説明してくれるか。俺はいったい何をした？」

　江戸橋さんの目がこちらを向く。この人には普ふ段だんから迷めい惑わくかけてるし、できれば答えてあげたいところです。

　……しかし、悪いがこっちもそれどころじゃないわけで。

「おわ。本物だ」

「……やっぱり」

　江戸橋さんの後ろに立つ稲葉先生の目が、尋じん常じようではない赤い光を放はなち始はじめていた。イタチさんに初めて会った夜に感じた悪お寒かんと同じ感かん覚かくが、ぞわあっと体中に広がる。

「おい。いったい何を」

　僕らの態たい度どに危き機き感かんを覚えたのか、後ろを振ふり向むく江戸橋さん。だが、その額ひたいを

「あら、駄だ目めですわ」

　稲葉先生の細い指が、とん、と突く。

　と、江戸橋さんの引ひき締しまった長身が、糸を切られた操あやつり人形のように崩くずれ落おちた。

「江戸橋！」

「御み崎さき、だめ」

　とっさに前に出ようとした先輩を、イタチさんが右みぎ腕うで一本で押しとどめる。

「大だい丈じよう夫ぶ、妖よう術じゆつで眠ねむらせただけですわ。殺してはいませんのでご安心なさい？　下等な民に直じかに手を下すなど、誉ほまれ在ある九きゆう尾びの狐きつねの振ふる舞まいとして、相応ふさわしくはありませんからね」

　稲葉先生が妖よう艶えんに微笑ほほえむ。と、それに呼こ応おうするように、結ゆい上あげられていた髪かみがぶわあっと広がり、九本の束たばに分かれてぐねぐねと動き出した。

「自らは手を汚よごすことなく──手を下すこともなく。美び貌ぼうと才能で支配階級に取り入って骨ほね抜ぬきにし、崩れる社会をただ眺ながめる。それこそが私の、九尾の狐の存そん在ざい理由なのですから」

　あははははは、もしくは、おほほほほと高笑いする稲葉先生。それを見て僕はようやく実感した。「やっぱ人間じゃないか」とか思ってた自分が馬鹿でした。この人、完全にあっち側の住人だ。
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「……わかっちゃいたけど、ナマで見るとさすがに凄すごいわね。しかし、あっさり正しよう体たいばらしちゃって良いわけ？　本性を見破られた化けギツネはバッドエンド直行が古こ今こん東とう西ざいのセオリーでしょうに」

「あら、詳くわしいですわね。でも、それはあくまで『見破られた』場合。自分から見せつけるのは数のうちには入りませんのよ？　そんなことより」

　先輩の挑ちよう発はつをあっさり受け流した稲いな葉ば先生（と言うかもう九きゆう尾びの狐きつねって自じ称しようしてるんだからそれでいいか）は、赤く光る瞳ひとみで、イタチさんをキッと見み据すえた。

「私が用があるのは、そちらの茶色いケダモノでして」

「そう。こっちも、あなたに用がある」

　一歩前に踏ふみ出だしつつ、強く、凜りんとした口く調ちようでイタチさんが応じる。それを受けた九尾の狐は「あら奇き遇ぐう」と薄うすく笑った。

「私ね。入り込み、そして崩くずすのは、人の群むれと決めておりますの。おわかり？　つまり、貴女のような無ぶ粋すいで下等なケダモノは百ひやく害がいあって一いち利りなし。放っておいても害はないとは思いますけど、存そん在ざいそのものが不純で不ふ快かい。ですから──」

　九尾の狐が部へ屋やの中央へと歩き出す。同時に、並ならんだ机がずるずると部屋の端はしへと動き、美術室の中央に広い空間が現れた。

「──消えてくださらないかしら」

　その一言とともに、九きゆう尾びの狐きつねの瞳ひとみがさらに一ひと際きわ赤みを増ました。バトルフィールド形成完了、いつでも掛かかっていらっしゃい、ってことか。思わずごくりと息を飲む僕。いつの間にか僕の後ろに隠かくれていた先輩が、呆あきれるように肩かたをすくめた。

「要するに、イタチちゃんがうっとうしいから消しに来た、ってこと？　こりゃまたずいぶん勝手な話ねー。ま、そっちから動いてくれたのは、証しよう拠こを摑つかむ手て間まが省はぶけて助かったけど」

「……何を気楽なこと言ってるんですか、先輩」

「そう。勝手なの。それが、キツネよ」

　臨りん戦せん体たい勢せいを崩くずすことなく、イタチさんはそう言い放った。その全身から、イタチの毛け並なみを思わせるオレンジ色のフレアがうっすらと立ち上る。

「あら、イタチ風ふ情ぜいが偉えらそうに。ロクに神しん格かく化かされたこともないようなケダモノの分ぶん際ざいで」

「神だなんだって祀まつり上あげられて、いい気になってるキツネよりは、まし」

「口が過すぎますわよ、泥どろダヌキ！」

　そのセリフと同時に、イタチさんの左右の空間から突とつ如じよ巨大な腕うでがにゅっと生はえた。一いつ対ついの剛ごう腕わんは、あっと言う間に妖よう怪かい少女を叩たたいて潰つぶし、

「イタチさん！」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　いつの間に移い動どうしたのか。九尾の狐の向こう側に降おり立たっていたイタチさんは、すうっと腕を伸ばして構かまえると、

「──ァッ！」

　甲かん高だかい気合とともに、おもむろに手を握にぎった。

　ぼうん。

　九尾の狐の全身を包むように、オレンジ色の炎ほのおが燃え上がる。

「やった！」

「ううん、まだ！　真しん一いち、御み崎さきと一いつ緒しよに部へ屋やを出て！」

「あ、わかった！」

「えー、出るのー？」

「出ます！　ごめんイタチさん、でも負けないで！」

　そう答えた僕は、食い入るように妖怪バトルをガン見している先輩の手を引き、廊ろう下かに通じる戸を開け──ようとしたのだが。

「あれ？」

　開かない。と言うか、目の前の引き戸に手が届とどかない。何だこれ。

「そうそう、私がこの部屋に入った時、結けつ界かいを張はらせて頂いただきましたから。私の許きよ可か無しでは、誰だれもここに出入りはできませんわよ。悪あしからず」

　勝かち誇ほこった声が後ろから響ひびく。マジですか。

「どうしましょう、先輩……って、一人で隠かくれないでください！」

「ちっ、めざといわね。おとなしくオトリになりなさい、男でしょ」

「死ぬ気で断ことわります」

　先輩の後を追い、僕は教卓の陰かげに潜もぐり込こんだ。無ぶ様ざまに押し合う僕らに、九きゆう尾びの狐きつねの声が浴あびせられる。

「ご心配なく。このイタチを片づけたら、結けつ界かいは解といて差し上げますから」

「結界？　単なる幻げん術じゆつなのに、何を偉えらそうに」

　イタチさんの鋭するどい声。同時に、ぼん、という破は裂れつ音おんが再ふたたび響く。

　今度こそやったか？　そう思って顔を出した僕が見たのは。

「黙だまりなさいと何度言えばおわかりなのかしら。不ぶ作さ法ほうにも程ほどがありますわよ」

「……っ。……いつの間に」

　部へ屋やの中央で立ちつくすイタチさんと、

「はい、王手」

　その真後ろに立つ九尾の狐の姿すがただった。つんと尖とがった細い指が、まるで銃じゆう口こうのように、イタチさんの後こう頭とう部ぶに突きつけられる。

　イタチさんは動かない。いや、動けないのか、あれは。

「身分の上下をわきまえないから、こういうことになりますの。おわかり？」

「そういうところが嫌きらいなの。誰だれが誰より偉いとか、偉くないとか、ほんと、馬鹿みたい」

　吐はき捨すてるようにイタチさんが言い放つ。語気は荒あらいが、口以外はぴくりとも動かない。

「……もうちょっと楽しませて頂いただくつもりだったけど、今すぐ消えたいようですわね？　生き意い地じの張はったケダモノとは言え、頭を消し飛ばせば──さあ、どうなるかしら？」

　形のいい紅あかい唇くちびるが、にっ、と歪ゆがんだのが見えた。

「イタチさん！」

　僕は思わず飛び出しかけたが、

「落ち着きなさい白しら塚つか真しん一いち！」

　いきなり襟えり首くびを摑つかんで止められた。げへ。

「あんたの気持ちはわかるわよ。でも、生なま身みの一般人があの妖よう怪かい大戦争にどう参戦するおつもり？　丸まる腰ごしで参戦した馬鹿があっけなく殉じゆん職しよくしたところで、残った私の気分が悪くなるだけで何の意味もないからやめなさい。いいわね」

「……わかりましたから手を離はなしてください」

　戦死の前に窒ちつ息そく死しします。教訓、カッターの第一ボタンは外はずしておこう。

「失しつ敬けい。しかし、イタチちゃん、圧あつ倒とう的てきに分ぶが悪い感じだわね」

「でもそれ、おかしくないですか？　イタチって化ける動物の中では凄すごいほうなんじゃないんですか？　先輩、前にそう言ってたじゃないですか！」

「落ち着きなさいってのに。……あのね、イタチはあくまで『化けるよー、凄すごいよー』って話が残ってるだけで、厳げん密みつな能力とか術なんかは曖あい昧まいな妖よう怪かいなのよ。ぱっと思いつけるイタチの怪かい異いなんて、炎ほのおに悪お寒かんに金かな縛しばりとか、せいぜいそのくらいだし」

　確かに。イタチさんの技わざもそんな感じだ。と、先輩は肩かたをすくめて自じ虐ぎやく的てきに笑う。

「ところがどっこい白しら塚つかさん。キツネってのは、残ってる話のバリエーションが死ぬほど多いのよ。それは言いい換かえれば能力の幅はばがべらぼーに広いってことなのね？　ベースは幻げん術じゆつとか幻げん覚かくなんだけど、火は操あやつるし、生きた人間も死んだ人間も操るし、植物の生育速度のコントロールから空間の切きり張ばりまで何でもござれ。要するに使える手札の数が違ちがいすぎるの。イタチがキツネに挑いどむのは、切れ味抜ばつ群ぐんの日本刀だけでトラップまみれの部へ屋やに切り込むようなもの。当たれば勝てるけど、勝ち目が無さすぎ」

「そんな。だからって、見捨てろって言うんですか！」

　僕はまだあの子を描かいてないのに。あの無む駄だに偉えらそうなキツネ女に、どうでもいいような理由で、あんな良い子が殺されるだなんて納なつ得とくできるはずがない。正直、秩ちつ序じよがどうなろうが知ったこっちゃないから、僕はイタチさんを助けたい。社会をどうこうしたいってのなら、そんなものくらいいくらでも差し出してもいいから、なんでも思い通りにさせてやるから……って。

　ん。待てよ。

「どしたの、白塚。急に黙だまり込こんじゃって」

「先輩。妖怪ってのは基本的に自分ルールで動くんですよね、確か。で、それを破ったり破られたりすると、存そん在ざいそのものが危あやうくなる」

「……何よ、藪やぶから棒ぼうに。まあ、あんたの言う通りだけど。でもそれがどうかした？　九きゆう尾びの狐きつねに効きくキーワードとかおまじないとか、そんな都つ合ごうのいいもんは無いわよ」

「ありがとうございます。それだけ聞いたら十分」

　先輩にそう告つげると、僕は教卓の陰かげからずるっと這はい出だし、

「あの、九尾の狐さん。ちょっといいですか」

　ドンと立ってそう言った。

「なあに？　今、いいところなのですけど」

　イタチさんの後こう頭とう部ぶに指を突きつけたまま、九尾の狐はじろりとこちらを睨にらんだ。サディスティックタイムを邪じや魔まされてご不満の様よう子すだ。正直、怖こわい。

　教卓の陰にちらっと目をやれば、手を合わせて拝おがむ先輩の姿すがた。勝手に殺さんでください。

「真しん一いち、だめだって……！」

　絞しぼり出だすようなイタチさんの声。僕は、精せい一いつ杯ぱいのカラ元気でそれに答える。

「大だい丈じよう夫ぶ。この人は、僕には攻こう撃げきできないはずだから。……ですよね、九尾の狐さん」

　それを聞いた九尾の狐は「ええ、確かに」と妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。綺き麗れいなんだけど落ち着かない、むしろ不安な気持ちを煽あおる、何だか嫌いやな笑え顔がおだ。イタチさんとは大おお違ちがいだ。

「そう。九きゆう尾びの狐きつねは、弱り切った支し配はい体制の下、秩ちつ序じよが崩ほう壊かいし混乱していく様をあくまで愛めでる存そん在ざい。下々の者に直接に手を下すなど、愚ぐの骨こつ頂ちようのそのまた骨頂。野や卑ひで粗そ暴ぼうな田舎いなか妖よう怪かいと一いつ緒しよにされては困こまりますわ」

「ですよね。で、そんな九尾の狐さんは、偉えらい人に近づく時も、直接、妖よう術じゆつを使うような無ぶ粋すいな真似まねはしないんですよね、たぶん。あくまで言こと葉ば巧たくみに近づいて、美び貌ぼうでもって骨ほね抜ぬきにする。それが九尾の狐のルール。……違いますか？」

「何をわかり切ったことを。それこそが九尾の狐の九尾の狐たる所以ゆえん」

　自じ慢まんげに鼻を鳴らす稲いな葉ば先生。よし。すかさず僕は、

「じゃあ駄だ目めだ。あなたはもうルールを破ってますよ」

　呆あきれ返かえったような、何とも残念そうな口く調ちようで、はっきりとそう言ってやった。

「──はい？　何を言っているのです？」

　九尾の狐の顔に怪け訝げんそうな表情が浮うかび、形ぎよう相そうがふと険けわしくなる。……怖こわいけど耐たえろ耐えろ耐えるんだ。外見上はマイペースを保たもちつつ、僕は淡たん々たんと言葉を続けた。

「あなたが来たこの高校って施し設せつは、誰だれのものかは知ってますよね。生徒です。学校を一つの社会として見た場合、その社会は生徒で構成されてると言えるわけで」

「あなた、いったい何の話を」

「まあ最後まで聞いてください。では、この社会の中で権力者の地位にあるのは誰か。生徒の代表で構成された生徒会です。ここまではいいですか？」

　僕のその問いかけに、赤い瞳ひとみの美人教師は

「……ええ、まあ」

　怪訝そうにうなずいてくれた。

「わかってくれてありがとうございます。で、その生徒会の一番上にいるのが、選挙で選ばれた生徒会長。つまりこの人が、学校という社会におけるトップです。わかりますよね」

　無言でうなずき、先を促うながす九尾の狐。と、僕に注意が向いた分、イタチさんを縛しばっていた力が弱まったのか。イタチさんの体がふわっと崩くずれ、すとんと腰こしを落とした。

　駆かけ寄よりたいけど、今は我が慢まんだ我慢。僕は自分に言い聞かせると、ひょいと右手を持ち上げ、床ゆかの上にひっくり返っている人物を指さし、

「で、ちなみに。さっきからそこに転ころがってる人がですね。この学校という社会秩序の中で一番上にいる人──生徒会長の江え戸ど橋ばしさんです」

　軽い口く調ちようでそう言い切った。

「え？　それがどうし……って。あ。まさか、そんな。噓うそ」

　僕の言おうとしていることを理解したのだろう、九尾の狐の顔色がさっと変わった。さっきまで溢あふれかえっていた自信が消え失せ、あからさまに動どう揺ようが浮かぶ。──よし！

　すいません先生。その隙すき、付け入らせてもらいます。

「ほんとです。さっき、あなたが何なに気げなく眠ねむらせてしまったその人が、美び貌ぼうと才能とかで──妖よう術じゆつなんかは使わずに──取り入るはずだったターゲットです。ですがあなたは彼に術を使ってしまった。つまり。あなたは九きゆう尾びの狐きつねとして守るべきルールを、すでに破っていた」

「え、あ、でもそれは違ちが」

「違いませんね。並なみの人間以上の知能を持ったあなたなら、自分のやったことくらいわかってるはずでしょう？　往おう生じよう際ぎわが悪いですよ」

「で、でも、そんなこと……私は」

「みっともない！　誇ほこり高い妖よう狐こなら、せめて潔いさぎよく認みとめたらどうですか！」

　その一言が効きいたのか。九尾の狐は「……あ」とつぶやき、そして力無くへたりこんだ。

　とりあえず、危き機きは脱だつした……のかな。外見的には冷れい静せいな糾きゆう弾だんモードを保たもちつつ、僕はおそるおそる様よう子すを見る。

「グッジョブ。ナイス詭き弁べん」

　背せ中なかがドンと叩たたかれたので振ふり向むくと、親指を立ててニヤリと笑うジャージの人。「先輩に鍛きたえられてますから」と答える暇ひまもなく、先輩はそのままずかずかと九尾の狐に近寄り、にやつきながら話しかけた。

「ふっふーん。ついでに教えてあげようか？　あんたも見たと思うけどさ、生徒会長とゆー、ここで一番偉えらい人は、私らみたいに支し配はいされる側の連中に邪じや険けんにされて命令されて、挙あげ句くの果はてに無む視しされて放ほう置ちされてるわけよね。これってどういうことかおわかりかしら？」

　その言こと葉ばに、九尾の狐がびくりと反はん応のうした。何を言われるのか察さつしたのか、紅あかい唇くちびるがはっと小さく息を飲む。……ああ、なんか哀あわれで見てられない。

　しかし経ふみ島しま先輩は、傷口に塩を塗ぬり込こんでバーナーで炙あぶる人なので。

「そ。ここの秩ちつ序じよはね、もうとっくに崩ほう壊かいしてんのよ。つまり」

　九尾の狐さんの顔色が、さらにいっそう恐きよう怖ふを帯おびる。って、言っちゃうんですか、それ。

「あなたがすることなんて、初めからここにはなかったの。今のあんたは、全焼した焼やけ跡あとにのこのこやって来て、マッチ持ってハアハア言ってる、愚おろかで阿あ呆ほうな放ほう火か魔まよ」

　とどめ炸さく裂れつ。それを聞かされた傾けい国こくの大だい妖よう怪かいは、「ああ！」と頭を抱かかえたかと思うと、

「……そんな……そんな……なら、私は何のために……」

　何やらブツブツつぶやき始めた。やむを得えなかったとは言え、ちょっと罪ざい悪あく感かんを感じます。存そん在ざい意い義ぎを失った妖怪って、あんな風になっちゃうのか。

「なら、私はこれから何をすれば良いのです……？」

　えーと。誰だれに話しかけてるんだろう、あの人。目がすげえウツロですよ。なまじ美人なだけに、物もの凄すごく痛いた々いたしい光こう景けいです。

「ありがと、真しん一いち」

　その声に目を上げれば、ふらつきながら立ち上がったイタチさんの姿すがた。本ほん調ちよう子しではないようだけど、顔色も戻もどってるし問題はなさそうだ。思わず、大きな溜ため息いきが漏もれる。

　と言うか、むしろ当面の問題はですね、

「ねえ……ふふ……私は、どこに行けば……」

　魂たましいの抜ぬけたような顔で宙を眺ながめてへたりこんでいる、この人の処しよ遇ぐうだろう。どうしたもんかと思ってイタチさんを見ると、向こうも同じことを考えていたようで。仕方ないよね、と言いたげな苦く笑しようが、僕とイタチさんの顔に同時に浮うかぶ。

　……まあ、このまま放ほう置ちするのも後あと味あじ悪いし、とりあえずのピンチは脱だつしたみたいだし。

　と、少し肩かたをすくめたイタチさんは、ゆっくりと九きゆう尾びの狐きつねへ歩み寄り、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　震ふるえる肩にそっと手を置いた。やっぱり。必ひつ要よう以上に優やさしい人だから、見てられなかったんだろうなあ。ああイタチさんイタチさん、君は何ていい人なんだ！

　で、その傍かたわらには、自分の言こと葉ばの威い力りよくを確かめながら、嬉うれしげに微笑ほほえむジャージの悪あく魔ま。あんたはそれでも人間か。

「大丈夫」

「え……？」

　イタチさんの暖かい声に、九尾の狐さんがおろおろと反はん応のうする。

「あたしみたいに、ただ、いるだけでも、意外と楽しいよ」

　ゆっくりと教おしえ諭さとすようなイタチさんの言葉。九尾の狐の目に、ほんのかすかな光が灯ともった。

「本当……ですか？　私、まだ、ここにいても……いいのですか？」

「うん。それに、あなた、すごい力を持ってる妖よう怪かいなんだから。すぐ消えちゃうようなことも、ないよね？」

「え？　ええ、それは……たぶん、はい」

「ほら。……だったら、楽しまないと。せっかく、出てこられたんだから。……ね？」

　その「ね」が効きいたのだろう。弱り切っていた九尾の狐の言葉に、徐じよ々じよに張はりが戻もどってくる。

「……はい。はい！　私、頑がん張ばってみます」

「うん、偉い」

　ぽんぽん、と、九尾の狐の背せ中なかを叩たたくイタチさん。そして鼻をぐすぐす言わせながらむせび泣く九尾の狐の人。

　さっきまで圧あつ勝しようしてた相手に泣きつく大妖怪、あるいは、生徒に泣きつく教師。どっちにしても、なかなか見られない光こう景けいではある。あ、イタチさんの顔が「ちょっと困こまったなあ、もうそろそろいいかな」になってきた。ドンマイ、とエールを送りつつ、部へ屋やの片かた隅すみに目を向ければ、未いまだ気き絶ぜつ中ちゆうの会長の姿。……いつ起きるんだろう、この人。

　正直、改めて部屋を見み渡わたすと、物もの凄すごく異い様ような光景である。机も壁かべ際ぎわに寄ったままだし。

　──でも、まあ、

「何にせよ。終わりよければ全て良し！」

　とりあえず、先輩のその一言は圧あつ倒とう的てきに正しいな、と思ったのでした。

「今日も平和でビールが上手うまい！」

　前ぜん言げん撤てつ回かい。

　お酒は二十歳はたちになってからですよ先輩。
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「……あたし、もっと、頑がん張ばらないとダメだよね」

　期末試験の最終日の昼下がり、約二週間ぶりの美術室。昼食をつまみながらテストの成せい果かを語り合っていた僕と先輩の前で、イタチさんは唐とう突とつにぽつりと言った。

「どしたの急に？　そんなにテストの戦績悪かったわけ？」

　パサパサした携けい帯たい栄養食をくわえた先輩が怪け訝げんそうに尋たずねる。失しつ敬けいな。

「いや、それはないんじゃないですか？」

　手弁当のメインディッシュである焼やき竹ちく輪わを飲み込みつつ、僕は先輩の言こと葉ばを否ひ定ていした。

　そう、イタチさんはこう見えても成績は悪いほうではないのです。と言うよりむしろ中の上。正直、試験前に借かしてもらったノートたち（複数形）がなければ、僕と穂ほ村むらとあと数名の級友がどうなっていたかは考えるだけで恐おそろしい。あの節せつはほんとうにほんとうにありがとう。

　義務教育も受けてないはずなのに、とも思うのだが、自分を高校一年生として設せつ定ていした時点で、イタチさんには高一レベルの知ち識しきが自動的に備そなわったらしい。先輩曰いわく「恩おん返がえしに来た鶴つるが最初から日本語プラス一いつ般ぱん常じよう識しきを知ってたよーなもんでしょ」なんだとか。便利だな妖よう怪かい。さらに、もともと物覚えも良く頭の回転も早い人なので、テストの結果が悪いはずはない。

　そんな思いをこめて、僕は繰くり返かえし断だん言げんした。

「そう。絶ぜつ対たいにそんなはずはありません」

「ま、そうでしょーね。何で白しろの字じが胸むねを張はるのかは知りませんけど」

　先輩はじろりと僕を睨みつけると、イタチさんに向き直る。

「で。成績云うん々ぬんの話じゃないってことは、やっぱあっち方面のアレ？　私の見るところ、この間の九きゆう尾びの狐きつねとの一件以来、戦力不足を痛つう感かんしているのだ──ってとこかしら」

「……うん、当たり」

　チキンを挟はさんだサンドイッチを片手に携たずさえたまま、申し訳なさそうに苦く笑しようするイタチさん。やっぱりね、と先輩はうなずき、そして朗ろう々ろうと先を続けた。

「こんなザマじゃ次に手て強ごわい妖怪が出たらどうなるか心配で夜も眠ねむれず、お気に入りのはずの校門前のパン屋のクラブハウスサンド一パック三百八十円もせっかく買っては来たもののあんまり美味おいしく頂いただけないので御み崎さきにあげてもいいよー、みたいな？　くれるんなら貰もらうわよ」

「先輩、話が途と中ちゆうですり替わってます。あげちゃダメだよイタチさん。癖くせになるから」

「うん、あげない」

「おのれよけいなことを。……ま、気持ちはわかるけど、悩なやみすぎるのもどうかしら。あのキツネは真っ当に先生続けてるわけで、また暴あばれ出だすよーなことはなさそうだし」

　あ、それは確かに。九尾の狐こと稲いな葉ば先生は、意外にしっかり英語教師をやってます。親しみやすいし教え方も上手いし、と、生徒の評ひよう判ばんも上々なのだとか。初対面があんな感じだったのでどうなることかと思ったけど、才さい色しよく兼けん備びの化け狐ってのは噓うそじゃないらしい。

　そんなことを考えつつ、僕は「そう思おもい詰つめなくても」と声を掛かけようとしたのだが、

「それはそうだけど……でも、次に何が出るかわからないし」

　あくまで自分の無力さにこだわるイタチさん。

　こうなるとそう簡かん単たんに折れる人でもないし、

「だから。やっぱり……強く、なりたい。……ね、真しん一いち。練習、手伝ってくれる？」

　そんな風に頼たのまれてしまえば、こんなに綺き麗れいで可愛かわいい人に僕が逆さからえるはずもなく。

「はいっ僕にできることなら何でも」

　ハキハキと即そく答とうしてしまう白しら塚つか真一十六歳の夏だった。馬鹿を見るような先輩の視し線せんなんか気にしない。イタチさんが小声で「ありがとう」と微笑ほほえんでくれただけで、ああ僕はもう。

「で、先輩。妖よう怪かいの特訓って、具体的に何をどうすりゃいいんですかね」

「……あんたねえ。できもしないことをホイホイ請うけ負おってると、いつか身を滅ほろぼすわよ」

「それがイタチさんの頼み事なら本ほん望もうです」

「……っ！」

　その何なに気げない一言に、パックのコーヒー牛乳を飲んでいたイタチさんの顔が真っ赤に染そまる。先輩は「はいはい熱あつい熱い」と首を振ふると、少し真面目まじめな顔で答えてくれた。

「んー、そうね。もしも術のバリエーションを増ふやしたいなら……化けイタチにまつわる伝でん承しようを一通り調べた上で、使えそうな術を試ためしてみるってのは？　これはもう確実にイタチの仕し業わざだーって妖怪現げん象しようがあれば、たぶんイタチちゃんも使えると思うのよね。どう？」

「え？　えーと……何だか、難むずかしそう……だね」

　むう、と眉まゆをひそめたイタチさんが深しん刻こくそうにつぶやいた。僕も同感。

　と、そんな一年生ズの気持ちをくみ取ったのか、先輩は小さな肩かたをすくめた。

「確かに、これはそこそこ知ち識しきがないと厳しいかもねー。そもそも、この考え方がほんとに正しいのかどうかも怪あやしいわけだけだし。たはは」

　何だそりゃ。そして訪おとずれる気まずい沈ちん黙もく。

「……じゃあ、やっぱり」

　ああイタチさんが沈しずんでいく。そんな姿すがたを見ていられなかった僕は、

「あのさ、イタチさん」

　深い考えもないまま、とっさに口を開いていた。

「とりあえず、手持ちの能力を鍛きたえ直なおしてみたらどうかな。同じ手札でも、使いようによっては効こう果かが変わってくるだろうし、それがきっかけで何か見えてくるかもしれないし」
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「えーと、今イタチさんが使えるのって、火と金かな縛しばりと……他に何かあったっけ？」

「ううん、それくらい、かな。……あとは、ちょっとしたことを忘わすれさせたり」

「ああ。この間、弓きゆう道どう部ぶの藤ふじ方かたくんに使ったアレ？」

「うん」

　小さく頷うなずいたイタチさんは「妖よう怪かいには効きかないと思うけど」と付け足し、苦く笑しようした。

「うーん。じゃあやっぱりメイン武ぶ器きは火か炎えん系けいか」

「そうなる、かな」

　そんなことを話しながら、踏ふみ固かためられた山道を歩く僕とイタチさん。夏休み前ともなると外はさすがに暑かったが、木こ陰かげに入るとだいぶ涼しい。うちわ替わりになるかと思って持ってきたスケッチブックも、どうやら出番がなさそうだ。

　──さあ特訓だ、と意気込んだのはいいものの、さすがに美術室で始めるわけにもいかず。僕はイタチさんを学校の裏うら山やまへと案内することにしたのです。できれば先輩にも付いてきて欲しかったのだが、あのジャージ眼鏡は

「私は今からチャットで忙いそがしいので無線ＬＡＮが使えないところには行きません行けません。最近じゃ、連続貧ひん血けつ事件と女子トイレの大おお坊ぼう主ずくらいしか怪あやしい話も聞かないし、まー試験明けの息いき抜ぬきがてらにゆっくりまったりしてくればいいんじゃない？　というわけで、ほら行った行ったむしろ気が散って邪じや魔まなので早く出ていけゴーホームプリーズゴーホームプリーズ」

　とか一息に言い切りやがったものである。なんで家に帰らにゃならんのだ。

　と、イタチさんがふと肩かたを落とし、自じ嘲ちよう気ぎ味みにつぶやいた。

「……そんなのしか使えないなんて、情なさけないよね」

「そう？　僕は好きだよ、あの時のイタチさん。かっこいいし綺き麗れいだし」

「え？　そ、そんなこと、ない……と思うけど……」

「そんなことある。すっと立ったイタチさんの体を、オレンジのフレアが、こう、ぽあーっと取り巻く時の凜りんとした美しさはもう格別で──正直、持って帰りたいと何度思ったか」

「……持って帰らないでね」

「頑がん張ばる」

　そんな感じの緊きん張ちよう感かんに欠かけた会話を交かわしつつ、てくてく歩くこと十分ちょっと。

「はい、到とう着ちやく。──どう？」

「へえ……いい感じだね」

　木々にぐるっと囲まれた草原を見み渡わたし、イタチさんは気持ちよさそうに微笑ほほえんでくれた。

「このへんだけ木が生えてないんだ。けっこう広いし、周まわりからも見えにくいし。人が来ることもほとんどないみたいだから、思いっきりやっちゃっても大だい丈じよう夫ぶだと思うよ」

「ふうん……ありがと、真しん一いち」

　んー、と背せ筋すじを伸ばすイタチさん。喜んでもらえて何よりだ。

「よし！　じゃあ始めよっか」

　この場所を教えてくれた友人に感かん謝しやしつつ、僕はそう声を掛かけた。




「……」

　まっすぐ立ったイタチさんは、目を閉じたまま動かない。

「……」

　手て頃ごろな石に座すわってイタチさんの横顔を見つめる僕も動かない。

　特訓開始から二十分経けい過か。化けイタチの使う術について詳くわしい知ち識しきなんかあるはずもない僕らが頼たよったのは、レベルアップの基本はとりあえず精神集中だろう、というベタな発はつ想そうだった。

　というわけで今、イタチさんはコンセントレーションを高めているところなのです。そして僕は特にやることもないのでそれを見守っているのです。

　最初は正面から見ていたのだけど、

「……あの……真ん前から見られると、恥はずかしいんだけど……」

　と真っ赤な顔で言われてしまったので移い動どうしました。惜おしいことをした。

　それにしても、綺き麗れいな横顔だなあ。健康的に白い肌はだや、風に揺ゆれる栗くり色いろの髪かみはそれだけでも十分に美しいのだけど、それらが深しん緑りよくの背はい景けいを背せ負おうことによって生まれる素す敵てきなコントラストの味わいはもう筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく、思わず手元のスケッチブックに手が伸びそうになるのは言うまでもないがそこは意志の力でグッと堪こらえる。耐たえろ耐えろ耐えるんだ。でもちょっとだけ、ラフなアタリを取るくらいなら──

「ダメだ！　負けるな！」

　思わず自分で自分を一いつ喝かつ。と、

「ひゃっ！　な、何？　どうしたの真しん一いち？」

　イタチさんが物もの凄すごい勢いきおいで反はん応のうした。あ、ごめんなさい。




　で、僕がひとしきり怒おこられ、もうよけいなことは言いません黙だまっていますと誓ちかわされた後、

「……」

　イタチさんは再ふたたび集中タイムへ。今度こそ邪じや魔ましないよう、僕は全力で自分を抑おさえている。

「──」

　静かな呼吸音が木々の狭はざ間まに染しみ入いり、しいん、と空気が張はりつめていく。と、その細い体を取とり巻まくように、オレンジの陽炎かげろうがくるくると踊おどり始はじめた。お、良い感じ。

　今さらながら、美術室での先輩のアドバイスを思い出す。小さな眼鏡の鬼おに曰いわく、

「イタチちゃんのポテンシャルは凄すごいはずなんだからさー、要は気の持ちようだと思うのね？　自分は炎ほのおを自在に操あやつる妖よう怪かい化ばけイタチなのである、ってことを強ーく深ーく再さい認にん識しきすれば、少なくとも爆ばく炎えんの威い力りよくはズドンと上がるんじゃないかと私は踏ふんでいる」

　なのだとか。潜せん在ざい能力を引き出すってことなのかな、と思いつつ、僕はイタチさんを見る。まっすぐ立ったスレンダーな体を覆おおうように、フレアがリズミカルに舞まっている。それは次し第だいに勢いきおいを強めながらも足あし並なみが乱れる様よう子すはなく、むしろ整せい然ぜんと逆さか巻まき始はじめていた。

　──凄すごい。思わず溜ため息いきが漏もれそうになったので慌あわてて飲み込んだ、その時。

「ん？」

　ふと、僕の目が妙みようなものを捉とらえた。

　えーともしもしイタチさん。夏服の袖そでから伸びた腕うでの先がおかしなことになってませんか？

　声を掛かけるのも悪いので、僕は黙だまって目を凝こらした。白い肌はだがすらりと伸びているはずのイタチさんの腕の先が、いつの間にか、明るい茶色の毛に覆おおわれている。

　しかもよく見てみれば、あの綺き麗れいな指の代わりに、赤茶色の丸っこい手首と鋭するどい爪つめがちょこんと繫つながっていて。

　──ははあ。

　これはあれだな。自分が化けイタチなんだってことを強く意い識しきしすぎたおかげで、本性が漏れてきたんだな、たぶん。僕はそう直感し、

（さてどうしたものか）

　困こまってしまった。言ってあげたほうがいいのかな。だけど黙ってるって言ったところだし。しかし、このミスマッチなイタチさんも可愛かわいいなあ。アンバランスな均きん整せいとでも言いますか。

　などと僕が逡しゆん巡じゆんしたり魅み了りようされたりしてる間にも、イタチさんのイタチ化はどんどん進む。

　気が付けば、スカートの下から尻尾しつぽが伸びていた。しなやかで柔やわらかそうな長い尻尾は、イタチさんの頭の後ろまで持ち上げられ、ふわふわと左右に揺ゆれている。ええと、これはこれで凄すごく綺き麗れいなんだけど、この姿すがたは人に見られるとまずいのでは？

　あ、今度は丸くて小さい耳が頭の上にひょこっと出た。──おお、か、可愛い！

「……って。さすがに、そろそろ言うべきだよな」

　めったに人が来る場所ではないにしても、僕らみたいな物好きが通らないとも限らない。

　それに、このまま放っておけばこの人はイタチになっちゃう気もするしなあ。イタチは綺麗な動物なので別にいいんじゃなかろうか、などと思いやがった自分を心の中で蹴けっ飛とばして踏ふんづけて縛しばり上あげると、僕はおそるおそる声を発した。

「イタチさーん？」

「……」

　はい、反はん応のうなし。すごい集中力です。仕方ないので近寄りつつボリュームを上げる。

「もしもしイタチさん？　耳と尻尾が出てるけど」

「……」

　依い然ぜんとしてノーリアクション。メトロノームのように揺れる尻尾を見てると何だか幸せな気分になってくるのだけど、このままうっとりしているわけにもいきません。そこで僕は、

「イタチさーん、ほら」

　ふわふわ揺れるそれに向かって無む造ぞう作さに手を伸ばし、

「これが出てるよ？」

　これまた無む造ぞう作さに「ぎゅっ」と摑つかんだ──その瞬しゆん間かん。

「ひゃ、ひゃあああああああああああああああああああああっ！」

　唐とう突とつにそして盛せい大だいに。

　イタチさんの甲かん高だかい声が、のどかな夏の山中に轟とどろいた。

　リズミカルに踊おどっていたフレアは一いつ瞬しゆんでぶわっとかき消え、大声に度ど肝ぎもを抜ぬかれた山鳥たちが、ばさばさぎゃあぎゃあと飛び去っていく。

「な、ななななな、何を摑んでるの、ししししししんしんしんしん」

　凄すさまじい勢いきおいで振ふり返かえった顔は、それはもう真っ赤っかで。

「真しん一いちだけど」

「知ってる！　知ってるから……と、とりあえず、ね。その手を、はなはなはな放はなしなさい」

　珍めずらしく命令形のイタチさん。怒おこられているのはわかるんだけど、何しろ耳はぴこぴこ動いて可愛かわいいし、こっちを指さす手はむくむくもこもこしてこれまた可愛いし、迫はく力りよくに欠かけ──って、冷れい静せいに鑑かん賞しようしている場合ではないですね。

「あ、はい」

　素す直なおに尻尾しつぽを握にぎっていた手を放す僕。逃にげるようにイタチさんの体の後ろに回り込んだ毛の房ふさが、恥はずかしそうに縮ちぢこまる。

　そんなに嫌いやなのかなあ、ツンツンした毛の手て触ざわりや、ほわあっと暖あたたかい感かん触しよくが名残なごり惜おしいなあ──と思いつつ、手を握ったり開いたりしていたら、

「……いやらしい……」

　こっちを見ているイタチさんの顔が、照れと恥はじらいとで臨りん界かいを突とつ破ぱしかけておりました。あ、いやらしいのか、これは。慌あわてて手の開かい閉へいを止めた僕を、キッと見み据すえる妖よう怪かい少女。

「……あ、あの。あのね、真一」

「はい」

「本性が出てたのを教えようとしてくれたのは嬉うれしいし、たぶん最初は口で言ってくれたんだろうけどそれに気付かなかったのはあたしが悪いんだけど、けどね、それでもほら急に、し、ししし……尻尾をね、あ、あんな風に『ぎゅー』ってされたらあたし、ね、だからほらもし次にこんなことがあってもその時はほら」

　おお、入部の日以来の長文モード。さっきまでの超ちよう絶ぜつコンセントレーションが噓うそのようです。

「たとえばその、肩かたを叩たたくとか、大きな声とか、そういうので、ね？　だからほら、あの、し、し……尻尾をね、その『ぎゅー』するのだけはね、もう、お願いだから」

　あわあわとイタチさんのお説教は続く。何ともまとまりのない文章だが、イタチさんの気持ちは充分すぎるくらいに伝わってきたので、僕はきっぱり頭を下げることにした。

「──ごめん！　そんなに嫌なことだとは思わなかった」

「え。……いや、って言うか、その、恥はずかしいんだけど……とにかく、もう」

　ごにょごにょと言こと葉ば尻じりを濁にごすイタチさん。その後ろで、長い尻尾しつぽがもじもじ揺ゆれる。

「うん、『尻尾ぎゅー』はもうしない。約束する」

「……うん、わかればよろしい。約束ね」

　ここでようやく、イタチさんはほっこり微笑ほほえんでくれた。

　その笑え顔がおは、やっぱり綺き麗れいで可愛かわいくて。こんな人を困こまらせちゃダメだよな、うん。
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　……でも、あの感かん触しよくと暖かさは忘わすれがたいなあ。

「あのさ、イタチさん。『ぎゅー』がダメなら、たとえば優やさしくふわっと摑つかむだけなら」

「しんいち？」

　キッとこちらを睨にらんだその眼まな差ざしは、さすが妖よう怪かいだけあって大変鋭するどかったので、

「ごめん冗じよう談だん」

　僕はあっさり前ぜん言げん撤てつ回かい。それを見たイタチさんは「もう」などと言いながら、困こまったような笑えみを浮うかべてくれた。うん、とりあえず一段落。

　……で。それはそれとして。耳と手と尻尾はいつ元に戻もどすんだろうか。まさか忘わすれてるわけじゃないよね、と僕が声を掛かけようとした、まさにその時。

「ああ、誰だれかと思ったら君たちか」

　不ふ意い打うつように、のんびりした声が浴あびせられた。

「誰だれだっ！」

　異い様ようなテンションで反はん応のうする僕。どこの誰だか知らないが、今のイタチさんを見られたらさすがにまずい。だいたいこんな時間にここに来るなんていったいどこの物好きだ、もう！

　──などと慌あわてながら僕が振ふり向むいたその先には、

「やあ白しら塚つか。珍めずらしいね、今日は外なの？」

　油ゆ彩さいセットとイーゼルを手にした少年が、にこやかに微笑ほほえみながら立っていた。その邪じや気きのない顔つきに、張はりつめていた緊きん張ちようがすとんと抜ぬける。

「……なんだ、誰かと思ったら奈な良ら山やまか」

「ご挨あい拶さつだな。誰がこの場所教えてあげたんだっけ？」

　後ろで縛しばった長髪が涼すずしげに揺ゆれる。ちっとも怒おこっていないような顔でそう言うのは、我が美術部の風ふう景けい画が担当。ちゃんと美術部員している貴き重ちような存そん在ざいであるところの彼、奈良山だった。

「あ、伊達だてさんもこんにちは」

「こんにちは、善よし人ひと。何だか久しぶりだね」

　ちなみにフルネームは奈良山善人。見た目通り、字じ面づら通りのお人好し。よく見ればけっこう端たん正せいな顔立ちや、頼たのまれたら嫌いやとは言わない紳士的な態たい度どのおかげで、隠かくれた人気があるやらないやら──とは穂ほ村むらの弁だ。

　まあ、気のいい男ではあるんだけど、何しろ極きよく端たんに人付き合いが悪い上に、自分から口を開くことがほとんどないからな、こいつ。どういう人間なのか未いまだによくわからないんだよなあ。いや、悪い奴やつじゃないのは確かなんですけどね。

「白塚、いきなり凄すごい顔で振り向くからさ。俺、忘わすれられたのかと思ったよ」

「それはないって」

　何しろ彼とは、この春、空中分解しかけた美術部の再さい建けんに二人がかりで取り組んだ仲だ。先輩や穂村の名前を借りて何とか今の形へ持ち直すまでは、美術部は明日をも知れぬゲリラ団体だったわけで、奈良山のことは忘れようにも忘れられません。あの時は大変だったよなあ、うんうん。

　と、思わず僕がしみじみしている間にも、

「善人は、何してるの、こんなところで？」

「俺はほら、試験も終わったし。新しい絵に掛かかるから」

「……ああ。描かく景色けしき、探さがしてるんだね」

「そういうこと。この上から見た街まちを描こうかなと思ってるんだ。伊達さんは？」

　奈良山とイタチさんは美術部らしい会話を繰くり広ひろげていた。そうそう、先輩がいないと基本的に平和なメンツなんですよね、うちの部。……あれ？　何か忘れてないか僕。

「あたしは、ちょっとした、練習……かな」

　奈良山の質問に、恥はずかしそうに頭を搔かくイタチさん。ふわっとした毛に覆おおわれた手の先の尖とがった爪つめがカリカリと髪かみを揺ゆらし、それに合わせて耳や尻尾しつぽがひょこひょこ揺ゆれて──げー！　奈な良ら山やまが全然気にしないもんだから忘わすれてた！　隠かくさないと！　手て遅おくれな気もするけども！

「おおーっと！　それはそうと奈良山！」

　僕はいきなり跳はね上あがると、ずざーっと、奈良山とイタチさんの間に割り込んだ。ばっと両手を広げ、奈良山の視し線せんからイタチさんを覆おおい隠かくす。

「……？　何、白しら塚つか」

「……？　どうしたの、真しん一いち」

　二対の視線が挟はさみ撃うち。いや、何の用だと聞かれても困こまるんだけど。

「うん別に何というわけではないんだけどね。ほら耳とか手とか尻尾とか？」

　と言うかイタチさん。あなたは無む防ぼう備びすぎです。

　まあ、百歩譲って、耳と尻尾は「テスト明けの勢いきおいでついコスプレを」ってことで説せつ得とくできそうな気もする。しかしあの腕うで、とくに手首から先は、どう見ても人間の骨こつ格かくが中に入ってるとは思えない形だしなあ。さあどう説明しよう。

　そんな僕の困こん惑わくを知ってか知らずか、イタチさんはきょとんと首を傾かしげると、僕というバリケード越しに奈良山との会話を再さい開かいしていた。

「あ、そうだ善よし人ひと。もし、知ってたら、教えて欲しいんだけど……？」

「何かな」

　ごく自然に応じる奈良山。知り合いがケモノっぽい耳と尻尾と手を振ふり回まわしてるのに、その平へい常じよう心しんはさすがです。「ミスター浮うき世よ離ばなれ」の二つ名は伊達だてじゃないのか。

「うん。あのね、化けイタチの使う術って、やっぱり、炎ほのおか金かな縛しばりぐらいしか、ないのかな」

　うおおおおおーい！

　何を聞くんだイタチさん！　その質問はさすがに──

「え？　うーん。そうだなあ、俺の知ってるのでは……」

　そしてこれでも動じないのか奈良山善人！　しかも真面目まじめに答えてくれてるし！

　完かん敗ぱい。僕は今、彼を思いっきり見直した。こいつは意外と大人物だ。




　で。その後すぐ、思い出したようにヒューマノイドに戻もどってくれたイタチさんに安心しつつ、奈良山の話をふむふむと聞いた僕らは、

「……あ、なるほど」

「言われてみれば」

　そうかそうかそれがあったか、と二人揃そろって納なつ得とくするに至いたったのだった。そして

「俺の知ってるイタチがらみの妖よう怪かいは、それぐらい。じゃあ、俺、もう行くからさ」

　今日中に構こう図ずだけでも決めたいんだ、とイーゼルを担かついで去る奈良山を見送った後、僕は頭を搔かきながらイタチさんに向き直った。

「あれ、なんで思いつかなかったんだろうって感じだね。……ごめん」

「真しん一いちが謝あやまることじゃないよ。でも……それが使えれば、確かに心強いかも」

「飛び道具のバリエーションは多いほうがいいもんね。で、どう？　使えそう？　とりあえず、忘わすれないうちに一発試ためし撃うってみる？」

　綺き麗れいな人が強くなるのはいいことだ。それを見られるのもいいことだ。僕はわくわくしながら尋たずねたのだが、返ってきたのは

「……うん」

　どこかすっきりしない言こと葉ばだった。あれ、もしかして？

「あ、ううん。たぶん、使えるとは思うけど……」

　と、イタチさんはいったん言葉を句切り、恥はずかしそうに視し線せんを逸そらして小声を漏もらした。

「加か減げんの仕方が……ね。ぜんぜん、わからない」

「あーなるほど。そりゃ確かに問題かも」

　照れるところなんだろうか、という気はするが、頰ほおを染そめるイタチさんは相変わらず可愛かわいいので結果オーライ。能力はあるけど謙けん虚きよな人って格かつ好こういいなあ。

「でも、そんなのはやってみないとわからないだろうし。とりあえず、試し射しやしてみたら？」

「あ……うん、そうだね。でも、真一は」

「後ろから見てるよ。威い力りよくのコントロールはできなくても、いきなり真後ろに飛んでくことは、まあ、ない……よね？」

「うん、それは大だい丈じよう夫ぶ。たぶん大丈夫。……危あぶなかったら、ごめん」

「信じてるから」

「……もう」

　困こまったような笑えみを浮うかべ、赤くなるイタチさん。僕はちょっと距きよ離りを取って下がり、

「イタチさんならできるよ。大丈夫、頑がん張ばって」

　信しん頼らい以外に全まつたく根こん拠きよのない激げき励れいを飛ばしつつ、大きめの木の陰かげに隠かくれた。

「ありがとう。……じゃ、やってみる」

　イタチさんはにこっと頷うなずき、少し足を開いて草を踏ふみしめると、

「……」

　深く、すうっと息を吸った。

「──」

　瞬しゆん間かん。りぃん、と山の空気が張はりつめた。

　──おお。僕は思わず、ごくりと唾つばを飲み込んだ。炎ほのおを使う時とはぜんぜん質しつの異ことなる、冷たく静かな緊きん張ちよう感かんがピリピリと広がっていく。この先はもう見み逃のがせないぞ。描かきたくて描きたくて仕方ないけど、それはできない相談なので、目を見開いて心のフィルムに焼き付けよう。

　と、そう思った僕の視線が、

「あれ？」

　何の前まえ触ぶれもなく唐とう突とつに塞ふさがれた。

「ぐふーむ」

　見えないぞ、と声を上げようとしたのだが、漏もれたのは奇き妙みような呼吸音だけ。塞がれたのは目だけじゃない、とようやく気付く。鼻も口も耳も、要するに顔にある全ての感かん覚かく器官が、ぺたっとした何かに覆おおわれているらしい。見えないままに顔に手を伸ばすと、ざわざわした感かん触しよくが伝わってきた。たわしを撫なでたような手て触ざわりだ。

　えーと、これはつまり、片面はのっぺりしており、その裏側には細かい毛を生やした何かが、僕の顔にぴたりと貼はりついているのだな？　なるほど納なつ得とく。

　って冷れい静せいに分ぶん析せきしてどうすんだ僕。これは大変な事じ態たいなのではなかろうか。皮ひ膚ふ呼吸だけで生きていけるほど人間の体は便利にできてなかったはずだよな、確か。

　……おかしいな。もっと慌あわてるべきなんだろうけど、なぜだろう、ぼーっとしてきて何もかもがどうでもよくなってくる。頭に血が回らないというか。あ、もしかして、先輩が言ってた校内連続貧ひん血けつ事件の犯人って──

「真しん一いち！」

　切せつ迫ぱくしつつも綺き麗れいなその声とともに、べりっ、と顔から何かが引ひき剝はがされた。

「え？　っ──あ」

　眩まぶしい光が目に飛び込む。キュッと収しゆう縮しゆくした二つの目の水すい晶しよう体たいが、木々の上に広がる青い空を捉とらえると同時に、鼻と口が活動再さい開かい。で、ようやく正しよう気きを取とり戻もどして視し線せんを下ろせば、

「真一……大だい丈じよう夫ぶ？」

　細く小さく美しくそして頼たのもしい、イタチさんの背せ中なかがあった。

「うん。何とか」

「良かった」

　安心したのか、綺麗な肩が小さく動く。ありがとう助かった、と声を掛かけようとしたら、

「気を付けて──まだ、終わってない」

　ピリッとした声が飛んでくる。慌ててイタチさんが見み据すえる先に目をやると、

「げ」

　立たち並ならんだ木々を背はい景けいに、キイキイと嗤わらいながら浮ふ遊ゆう中ちゆうの小動物を発見した。

　ムササビとモモンガとコウモリを足して三で割ったような姿すがたと大きさ。こちらを向いている腹部には毛が生えてなくて、のっぺりした皮膚が剝むき出だしになっていることを除のぞけば、一いち応おう、動物っぽい出いで立たちではある。あるのだが……ぜんぜん羽ばたいてないのに、ひらひら浮うかんでるしなあ、あれ。物理法則適てき用よう外がいの存そん在ざいだってことが一いち目もく瞭りよう然ぜんです。

　それにですね。そもそも、あんな悪意に満ちた笑えみを浮うかべる野生動物は存在しません。

「──やっぱり、妖よう怪かいか」

　名前がわからないので、そんなことしか言えない僕。こんな時、あの歩く妖よう怪かい大図鑑がいれば、

「ははーん、こいつはあれね。あれをあれする妖怪で弱点はあれだからあれをあれすればあれできるので大だい丈じよう夫ぶ。主に某ぼう県の某村に伝わる妖怪で確認できる最古の記述は天てん治じ元年の」

　と、聞きもしないことまで教えてくれるのに。惜おしい人を亡くした。いや死んでないけど。

「ま、いない人はいないんだから仕方ないか。どうしよう？」

　その質問に、イタチさんは少しだけ振ふり返かえり「うーん」と困こまった顔を見せてくれた。

「できれば、戦いたくはないし……話が通じればいいんだけど……」

「気持ちはわかるけど、あれはどう見ても言こと葉ばが通じる顔じゃ──って、来た！」

　キイイッ、と響ひびく耳みみ障ざわりな嬌きよう声せい。窒ちつ息そく妖怪濡ぬれタオル（仮か名めい）は、ふわりと上空に舞まい上あがったかと思うと、こっちに向かって飛びかかってきた。

「気を付けて、真しん一いち！　あいつ、顔から、生せい気きを吸おうとしてる」

「うん、さっき体験したからそれは知って──おわっと危あぶない！」

　とっさにかがみ込み、顔面への攻こう撃げきをかわす僕。キイッと甲かん高だかい声が耳元をかすめて飛び去っていく。意外と速いんだな、おい！

　その鋭えい角かく的てきかつ直線的な軌き道どうは、さっきまでのふわふわした動きとはまるで別物。滑かつ空くうしか能がないようなスタイルのくせに、機動力は小型猛もう禽きん類るいかトンボ級ってのは詐さ欺ぎだぞ。

　とか思いつつ、身を起こした僕の耳に、

「よし、実体があるなら……これで！」

　凜りんとしたイタチさんの声が届とどく。

　ぼうん。再ふたたび攻撃に移うつろうとしていたそいつを、朱色の劫ごう火かが一気に包み込んだ。

「……うん」

　嬉うれしげに、グッと手を握にぎりしめるイタチさん。自分的にも満足のいく攻撃だったようです。

　確かに、タイミングもコントロールも文もん句くなし。あいつは、動けないまま炎ほのおに包まれている。

「やった！　……にしても、何かいつもより燃ねん焼しよう時間が長くない？」

「力を『ぎゅっ』と練ねり込こんだから。……あの炎は、そう簡かん単たんには、消えないはずだよ」

　静かに、しっかりとした口く調ちようでイタチさんがつぶやいた。へえ、さすがは妖怪化けイタチ、そんなのもできるんだ。もしかしたら特とつ訓くんの成せい果か？

　まあ何にせよ、あとはこのままこいつが燃え尽きてくれれば──と僕は思ったのだけど。

　キイイイッ、と黒い妖怪が轟とどろかせたそれは、意外にも断だん末まつ魔まではなく嬌声だった。

「え？　うそ」

　仰ぎよう天てんかつ落らく胆たんする僕ら。あのムササビ妖怪は、耳元まで裂さけた口をがばっと開くと、

「……そんな」

　自分の体を焦こがしていたはずの赤い炎を、一息に吸い込んだのだ。

　と、その黒く平べったい体が、むくりと一回り大きくなる。おいおい何だそりゃ。

「えーと。あのさイタチさん、もしかしてこいつって」

「……うん。火の気けを食って、成長する妖よう怪かい、みたい、だね」

　そう語ったイタチさんの口く調ちようからは、認みとめたくないなあ、でもそうなんだろうなあ、という気持ちがはっきり伝わってきた。同感。さあどうするか、と尋たずねる間もなく、

「だったら……うん……やってみるしか……」

　イタチさんは何やらぼそぼそつぶやき始めた。

「……おーい。もしもし？」

　そそくさとイタチさんの後ろに回りつつ、その耳元に声を掛かける。と、熟じゆつ考こう中ちゆうだった妖怪少女は意を決したように「うん」と一声漏もらし、そしてきっぱり言い放った。

「真しん一いち。あれ、使ってみる」

「あれ……って、ああ、奈な良ら山やまの言ってた？」

　こくり、と首を縦たてに振ふるイタチさん。まあ、確かに、素す早ばやい上に炎ほのおが効きかない相手には最さい適てきな武ぶ器きだろうとは思う。思うけどね。

「……水を差すようで悪いけどさ。加か減げんがわからないって話では？」

　おそるおそるそう尋ねる僕。身の危き険けんを感じるメーターが少し上じよう昇しようしました。

　だがイタチさんは、空中から様よう子すを窺うかがうムササビ妖怪を見み据すえたまま、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　何の根こん拠きよも示さずに、ただそれだけを言い切ると、

「……っ」

　すうーっ、と息を吸い込んだ。凜りんと空気が張はりつめる音が耳に響ひびき、冷たい風が肌はだを刺さす。同時に、本能的な危き機き感かんが僕の脊せき髄ずいを全速力で走はしり抜ぬけた。あのせめて僕が安全なところへ避ひ難なんするまで待って──と僕は言おうとしたのだが

「真一、言ってくれたよね。……あたしなら、できる。大丈夫。頑がん張ばれ……って」

　真顔でそんなことを言われてしまっては何も言えなくなるわけで。

「確かに言った！　よーしやっちゃえイタチさん！　僕は──全力で避よけるから！」

　なんとも情なさけないセリフを力一杯叫さけびつつ、ずざあああっと後こう退たいする僕。スケッチブックは離はなさない。

「うん」

　イタチさんは嬉うれしそうに小さく微笑ほほえむと、右手の指を二本だけ立ててすっと構かまえた。空気がさらに張りつめる。危機感を覚えたのか、先に動いたのはムササビ妖怪だった。キイッと叫びつつ迫せまる影かげめがけ、イタチさんの細い右手が、ヒュウッと横よこ薙なぎに振り抜かれ──。




　　　　＊＊＊




　んー、と肩かたを回しながら、西日の差し込む特別棟とうの廊ろう下かをぺたぺた歩く。さすが七月、日が長い。この時間でも全然明るいなあ、とか考えながら目を上げれば、美術室と書かれたプレートの下、髪かみの長い女子生徒がちっちゃいジャージの人と何やら話しているのが見えた。

「ありがと経ふみ島しま、助かったわ」

「いえいえ、どういたしまして。私わたし的てきには面おも白しろかったし気にしなくていいわよ」

「そう？　そう言ってもらえると気が楽だけど」

　人ひと気けがない上、どちらの声もよく通るので、会話の内容はしっかり聞き取れた。あの声は生徒会の新あら井いさんか。また何か怪あやしい情報を持ってきてくれたらしい。いつもすいません。

　と、新井さんが首を傾かしげて怪け訝げんそうに尋たずねた。ボリュームのある長ちよう髪はつが西日に揺ゆれる。

「……しかし、あの呪じゆ文もん、ほんとに効きくの？」

　その質問に「効きます」と胸むねを叩たたくのは、言わずと知れた経島先輩で。

「トイレの怪かいには『加が牟ん波ば理り入にゆう道どう郭公ほととぎす』、この一言で円満解決。常じよう識しきよー？」

「どこの常識ですか」

「主に江戸時代の。本来は大おお晦日みそかに唱となえるんだけど、ま、期末試験の終わった日も、ある意味、節ふし目めの日ではあるし。まあ許きよ容よう範はん囲いよたぶん」

「え。それって大だい丈じよう夫ぶなの？」

「たぶんね！　まー見てなさい、もう謎なぞの巨大坊ぼう主ずは金こん輪りん際ざい出ないはずだから」

　偉えらそうに胸を張はる経島先輩と、はいはい、と苦く笑しようする新井さん。

　ほう、どうやら妖よう怪かい事件が一つ解決したらしい。さすが先輩。

　と、いつの間にか美術室の入り口近くまで来ていたので、僕は二人に声を掛かけた。

「何かあったんですか？」

「ええ、女子トイレに三メートル近いお坊さんが出るって噂うわさがあって。経島に聞いたらさ」

　軽いノリで応じてくれた新井さんが、何なに気げなく振ふり返かえり、

「よく効く呪文を知ってるって言うから──って。え。白しら塚つか……くん？」

　そして僕を見て絶ぜつ句くした。あれ、いつもハキハキしている人にしては珍めずらしい反はん応のうですね。

　きょとんとした目を先輩に向ければ、

「えーと。どちらの戦場からお帰りなのかしら？」

　眼鏡越しに、非ひ常じよう識しきなモノを見るような視線が飛んできた。

「はい？　戦場？」

「……あのね。今のあんたを見れば誰だれでもそう思うわよ。制服は上下ともボロボロだし、腕うでも顔も擦すり傷きずまみれ。しかも足をずるずる引きずって歩いてるし。どう見ても傷しよう病びよう兵へい、贔屓ひいき目めに見て敗はい残ざん兵へい、安く見積もって帰き還かん兵へいでしょうが。自じ覚かくが足りん自覚が」

　ああ、そのことか。納なつ得とく。

「でも別に大だい丈じよう夫ぶですよ？　致ち命めい傷しようはないですし、体もちゃんと動きます」

　イタチさんの放はなった制せい御ぎよ不ふ能のうの新しん必ひつ殺さつ技わざも、ヤケクソになって突っ込んできたムササビ妖よう怪かいの攻こう撃げきも、僕は全部避よけきったわけで。全力で草原を転ころげ回まわったので、まあ、ちょっと汚よごれはしたけれど、本質的なところは全然オッケーです。僕はそう視し線せんで訴うつたえたのだが。

「大丈夫なもんですか！　とりあえず保健室──って、この時間じゃもう誰だれもいないか、あ、そう言えば生徒会室に救急箱があったわね。よし、ここで待ってなさい、いいわね！」

　僕の肩かたを摑つかんで揺ゆらしながらそう言い切った新あら井いさんは、物もの凄すごい勢いきおいで廊ろう下かを走り去っていった。おお、意外に綺き麗れいなフォームだ。ちょっと描かきたい。

　……うーん、そこまで心配してくれなくてもいいんだけどなあ。

「さすが副会長。相変わらず、いいお姉さんしてるわね。……で、実じつ際さい、何があったわけ？」

　こっちは全然心配してない様よう子すの先輩が尋たずねてきたので、

「ああ、それがですね」

　僕は説明することにした。




「──というわけでイタチさんの新必殺技は見み事ごとにムササビ妖怪を殲せん滅めつし、必ひつ死しに逃にげ回まわっていた僕もなんとか一命を取とり留とめたのです。しかし、まだまだコントロールや威い力りよくの制せい御ぎよの面に改良の余よ地ちあり、と判はん断だんしたイタチさんはですね」

「にゃるほど。一人で特訓を続けている、と。で、あんたは邪じや魔まだから追い返されたわけだ」

　言こと葉ば尻じりをかっさらった先輩は、哀あわれむような目で僕を見る。

「ええ、まあ」

　正確には「近くにいられると危あぶないから、ほんとに危ないから、あたしは真しん一いちを殺したくないから」と泣きそうな勢いで懇こん願がんされたので仕方なく帰ってきたのだが、そこについては黙だまっておくことにした。

「あ、そうだ先輩。あのムササビ妖怪って何だったかわかります？」

　新井さんを待つ間、暇ひまだったので尋ねると、先輩はあっさり答えてくれた。

「んー、十中八九、そりゃ野の襖ぶすまね。人の生せい気きやら生き血やら、あとは炎ほのおを食べる妖怪。イタチちゃんの火の気けに誘さそわれて出てきたんでしょ、たぶん。しかし野襖だったら、そんな大たい層そうな大技使わなくても良かったのにさー」

「え？　もしかして『見み越こした！』みたいなお手軽な撃げき退たい法ほうがあったんですか、あれ」

「うん。顔に貼はりついたところをね、お歯は黒ぐろを塗ぬった歯でがぶっと嚙かみつけばそれで一発」

「……いや、お歯黒とか持ってないですから」

　と言うか、あれに嚙みつくのもかなり嫌いやだし。

　そう思いながら目線を上げれば、窓の向こうに裏うら山やまが見えた。

（頑がん張ばってるんだろうな、イタチさん）

　尻尾しつぽぎゅー、はもうしない。あと、新しん必ひつ殺さつ技わざの完成までは邪じや魔ましない。

　今日、あの場所で交かわした約束を思い返しつつ、僕は心の中でエールを送るのだった。




　まあ、実を言えば、僕は次の日もこっそり特訓を見に行ってしまい、イタチさんにこっぴどく叱しかられたり呆あきれられたりしたのですが。

　──ほら、それはまた別の物語、ということで。ね？

「何が『ね』だか。このストーカーめが」

　いやあの。人の回かい想そうに割り込んでこないでください、先輩。
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　すう、と静かに息を吸い込む。何度目になるかわからない深呼吸。だが、心はちっとも落ち着かない。むしろ、背せ中なかに流れる嫌いやな冷ひや汗あせの量が増ふえた。

　静かな静かな夏の夜。夏の夜と言えば蒸むし暑あついものと決まっているけど、今は全然そんなことはない。むしろ涼すずしいくらいなんだけど、その原因はたぶん気候とか気温じゃなくて、

「このシチュエーションのせいだろうな」

　夜のプールの用具倉庫という非現実的な場所で、僕はそんなことを考えている。

　あ、また心臓がどくんと跳はねた。

「ね、真しん一いちくん」

　と、小さな肩かたを僕の肩に押しつけながら、これまた小さな声が話しかけてくる。

「私、今、何を考えてたと思う？」

　からかい気ぎ味みに尋たずねるその声に、僕はぼそっと答えた。

「……当たり」

　そう小さく微笑ほほえむと、声は、僕の耳元で笑うようにささやいた。

「私も、同じこと考えてたの。不ふ思し議ぎ、まるで心が繫つながってるみたい」

　そう言うと、声の主は僕の背中に体を預あずけてきた。小さい体だけど、それでも確かな重みを感じてしまう。

「あったかいね……君の背中」

　照てれ隠かくしのように笑いながら、彼女は小さな声でそう言い、ぺたっと背中に張はり付ついた。

「──ずっと、こうしていたいな」

　……はい、すいません。そろそろ限げん界かいです。

「あの先輩」

　この上なく無ぶ愛あい想そうに僕がそう尋ねると、

「ん。何かね後輩」

　僕の背中の人の声も、いきなり無愛想モードに切り替わった。ほんとにもうこの人は。

「何やってんですか、さっきから」

「人呼よんで真夏のアバンチュールごっこ。ドキドキした？　もしくはムラムラした？」

「どっちもしません。……と言うか、よくこんな状況でふざけられますね」

「ふざけるとは失しつ敬けいな。私はあえて緊きん張ちよう感かんをやわらげようとしてだね。それとも何？　私のミニマムボディーじゃテンション上がりませんかー？　けっ、男はいつもそう」

「言ってませんよ、そんなこと」

「じゃー誰だれなら良かったっつーのよ。やっぱ本命のイタチちゃん？　ボリューム的にはキツネの先生？　あ、副会長も意外にいいカラダよねー」

「あのですね」

　ぶお。

　壁かべの向こうから、猛もう獣じゆうか蒸じよう気き機関を思わせる唸うなり声ごえが響ひびく。反はん射しや的てきに僕らは声を押し殺した。

　続いて、どすどす、という重量感ある足音が近づいてくる気け配はい。

「……やべ、おいでなすった？」

「どうで」

　──しょう、と続けようとした時。

「ぶおうっ」

　気合いを入れるような、強く短い唸り声。そして崩ほう壊かいする壁。

　で、壁に開いた大穴の向こう。非ひ常じよう灯とうの薄うす明あかりにコンクリートの破は片へんがもうもうと舞まい上あがる、そんな非現実的な光こう景けいの中には、

「ぶおおおおおおおおお」

　三メートルはあろうかという巨大な怪かい物ぶつが、天を仰あおいで咆ほう吼こうしていたのでした。

「……ハイ。相変わらず元気そうね」

　これっぽっちも嬉うれしくなさそうな声で、僕の後ろに隠かくれたままの先輩が言う。

　だが、怪物は、そんな声に耳を傾かたむけることもなく、

「ぶおっ」

　でっかい鼻息を一つ、吹き出しただけだった。

　でかいのは鼻息だけではない。体もでかいし、角つのもでかい（二本の角にコンクリートの破は片へんが引ひっ掛かかっているところを見ると、どうやら頭ず突つきで壁を砕くだいたらしい）。二本の足も二本の手もおっそろしく太く、その先にはこれまた太い爪つめ。強そうなのは確かだけど、いちいち極きよく端たんなデザインである。

　中でも目を引くのは、牛とトカゲを足して二で割ったような顔の大きさだ。目も角も牙きばもでっかいもんだから、よけいに目立つのかもしれないが、体の三分の一を顔が占しめるというのはデザインのバランス上どうなのか。まるで子供の描かいた怪かい獣じゆうだ。

　あと、さっきは気づかなかったけど、その腕うでの下のモモンガみたいな膜まくは何だ。まさかその図ずう体たいで飛ぶと言うのか。無む理りだよね。

　──と言うか、モモンガ系の妖よう怪かいならこの間のアレでもう十分なんだけどなあ。

「……ちょっと白しら塚つか？　何をぼけっと見とれてるの」

「あ、すいません」

　そう、妖怪デザイン論はまた後で。とりあえず今は、

「いい？　せーの、で、ドアから逃にげるわよ。後のことはそれから考える」

「了解です」

　こいつから逃げ切ることだけ考えよう。……あんまり自信はないけど。

「ぶおおおおう」

　そして、そんな僕らをあざ笑うかのように、怪物は再ふたたび唸り声を上げるのだった。




　あ、ちなみに。さっき先輩が尋たずねた「私が今考えてたこと」ってのは、

「ここにいるのが僕じゃなくって、イタチさんなら良かったのに」

　ということなのでした。心の底そこから同感。

　──ほんと、人間って、非ひ力りきですね。




　　　　＊＊＊




　みーんみーん。じーわじーわ。じいじいじい。

　今日もセミは元気だなあ。とか何とか考えながら、僕は２Ｂ鉛えん筆ぴつを走らせる。

「ねー白しら塚つか」

　だらしなく響ひびく、間ま延のびしきった声。

「何ですかー」

「暑い」

「知ってます」

　暑くないほうがおかしいくらいです。夏休みなんだから。

「あとさー、暇ひま」

　ばふ、と何かを伏ふせる音。振ふり返かえってみたら、案あんの定じよう、経ふみ島しま先輩が机に突つっ伏ぷしていた。

「ぜいたく言わんでくださいな。ゆっくり研究できるーって喜んでたのは誰だれですか？」

　呆あきれた声でそう言うと、先輩は「ぶー」とむくれ、顔だけ起こしてこっちを向いた。

「そんな昔のことはすでに忘ぼう却きやくの彼方かなたよ。何もない時間が続くと人は刺し激げきを求めるものなの。あー、何か出ないかなー」

「不ふ謹きん慎しんな。それに、新顔の妖よう怪かいならおととい出たじゃないですか。ぺたぺた言うやつ」

「静しずか餅もちのこと？　地じ味みすぎ。だいたい、サウンドオンリーの妖怪はもう十分。小豆あずきとぎに畳たたみ叩たたきに天てん狗ぐ囃ばや子しに静か餅、って、実体のないのばっかり増ふえすぎよ。何かの伏ふく線せんかっつーの」

　ぶふー、とむくれる先輩。いつもながら勝手な人だ。

　ちなみに『静か餅』ってのは、餅の粉こなをはたくような音がどこからともなくパタパタと響ひびくという、ただそれだけの妖怪である。で、『天狗囃子』とは、お祭りのお囃はや子しっぽいメロディーが、これまたどこからともなく聞こえてくるなあ、というだけの妖怪。無害なのはいいことです、と嚙かみ締しめつつ、僕はやんわり言い返した。

「危あぶないのが出るよりよっぽどいいじゃないですか。先週みたいのはもう嫌いやですからね」

「先週？　ああ、辻つじ神がみか」

　机に突っ伏したまま、先輩は遠い目をする。

「うん、あれは確かにちょっとしたもんだったわね。……ま、もういっぺん見たいかと聞かれると、答えは果はてしなくノーサンキューだけど」

「当然です」

『辻つじ神がみ』、または『通とおり物もの』、あるいはストレートに『魔ま』（先輩に言わせるとどれも同じようなものなので名前は特定できないそうだ）。ランダムに誰だれかに取とり憑つき、めちゃくちゃに暴あばれさせるという、非ひ常じように迷めい惑わくな妖よう怪かいだった。

　もはやおなじみの新あら井いさん情報で出動した僕らは、何とかかんとかそいつを追いつめたのだが、土ど壇たん場ばでイタチさんが「実体がないから、器うつわに入れないと攻こう撃げきできない」と主しゆ張ちよう。「じゃあ誰かに取り憑かせりゃいいわけね」と先輩が判はん断だんし、結果的に「白しら塚つか、よろしく」「大だい丈じよう夫ぶ、死なせないから」という流れになったわけだが、その後はあんまり思い出したくない。なので思い出さない。大丈夫。泣いてなんかない。

　と、僕がそんな風に自分を説せつ得とくしていると、

「こんにちはー、入るわよー」

　さっぱりした声とともに、がらがら、とドアが開いた。お、噂うわさをすれば何とやら。

「あ、こんにちは」

「ん。……新井か。つまらん」

　先輩は、むくっと顔を起こしたが、お客の顔を見たとたん、また机に貼はり付ついた。

「悪かったわね、私で」

「まあまあ。で、うちに何か用ですか？」

　そう僕が話しかけると、副会長さんは「お守もり役も大変ね」と同情してくれた。その気持ちだけで、僕は嬉うれしいです。

「そう、実はね……って。あれ、伊達だてさんはお休み？」

「あー、イタチちゃん？　あの子なら、今日は週に二回の山ごもりの日よ」

　気けだるそうな声で答える先輩。てか、そろそろ起きてください、ほんとに。

「山ごもり？　相変わらずよくわからないことやってるのね、ここは」

「色々ありまして」

　新井さんは怪け訝げんそうな顔をしたが、ここは適てき当とうにお茶を濁にごしておく。「妖よう術じゆつのスキルアップめざして特訓中です」とも言えませんし。

　──そう、あの思い出したくもない特訓開始の日から三週間。努力の甲か斐いあって、危き険けん極きわまりなかったあの技わざもそろそろ形になってきた……らしい。練習風景を覗のぞこうとするとこっぴどく叱しかられるので成せい果かも見てはいないのだけど、イタチさんの最近の表情を見る限かぎりでは、なかなか調ちよう子しは良いようです。さすがは大妖怪。

　と、それだけでも十分偉えらいのだが、イタチさんの努力はそこで終わらない。「一人でやってると、どこかで行いき詰づまるから」と、先輩のデータベースで化けイタチの術をさらに調べたり、さらにはあの稲いな葉は先生こと九きゆう尾びの狐きつねにまで話を聞きにいったり。その一いち途ずな姿すがたは、涙なみだを誘さそう程ほどにいじましくも美しく、実じつ際さい、僕は何度か泣いた。そしてイタチさんにちょっと引かれた。

　ちなみに、稲いな葉ば先生は今でも元気に高校教師をやっておられます。先日も美術室にやって来て「生徒会の顧こ問もんとやらを引き受けてみたのだけど、こんなに仕事が増ふえるなんて！　夏休みだというのに、毎日、毎日、残業、残業！」とか愚ぐ痴ちって帰られました。……ここはあくまで美術室であって、喫茶店でもストレス解かい消しようルームでもないんだけどなあ。

　以上、夏休みに入ってからこっちの近きん況きようでした。

「ふーん。ま、いいか。で、本題なんだけど」

　そんなに興きよう味みもなかったのか、新あら井いさんはあっさりその話を切り上げ、ひょいと振ふり返かえる。

「……こら、何を隠かくれてるんですか。入ってきてください、怖こわくないから」

「あ、すんまへん。失礼します」

　ひょこひょこと入ってきたのは、ひょろっとした感じの男子生徒だった。所しよ在ざいなげに立つ彼の肩かたを、新井さんがドンと叩たたく。

「紹介するわ。水球部の部長さんで」

「あ、知ってます。根ね来ごろさんですよね」

「あれ。白しら塚つかくん、知り合い？」

「一いち応おう。中学が一いつ緒しよでしたから」

　僕がそう言うと、ひょろひょろした水球部の部長はふいに「ああ」と声を上げ、とたんに砕くだけた感じで話し始めた。

「なんや、白塚やないか。そう言われたら、どっかで見たような顔やと」

「もっと早く思い出してくださいよ」

「すまんなあ。しかし、えらい人が少ないんやな、美術部て」

「これで全部じゃないですよ？　外に絵を描かきにいってるのが一人、山ごもり中が一人。あと幽ゆう霊れい部員も一人いますし」

「ふーん、さよか」

　幽霊部員曰いわく、夏休みは稼かせぎ時どきだから部活に顔出してる暇ひまはない、とか。そんなに金を稼いでどうするんだろうと思うのだが、それは教えてくれないのである。

「で、そっちは水球部でしたっけ。根来さん、部長なんですか？」

「三年はもうじき引いん退たいやけどな。夏の大会も終わったさかい、あとは若い者の時代やで」

「ああ、なるほど」

　言われてみれば、そんな時期だ。うちは大会とか関係ないし、春の涙なみだの再さい建けん劇げき以い降こうは一年生の僕が部長やってたりするので、あんまり考えたこともなかったけども。

　と、そんな平和な再さい会かいタイムに、つまらなそうな声で水を差す人が一人。

「はいはい、泣ける再会シーンですこと。で、そちらにおわす水球部長様は、一体全体どーいった御用でもって、弱小美術部くんだりまで足をお運びになられたのでございましょうか？」

　必要以上に慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな先輩の一言に、根ね来ごろさんはぎょっと怯おびえつつも「それなんやけどな」と口を開いた。

「ほれ、うちの学校には屋おく内ないプールがあるやろ？」

「うん。ありますね、確かに」

　ちょっと前まで、うちの学校は水泳部に力を入れていたってのは有名な話だ。他の設せつ備びと比べて明らかに不ふ釣つり合あいな屋内プールも、その頃ころに作られたものらしい。もっとも、僕が入学した頃には、すでに水泳部の栄光は昔話だったのですが。

「もしもーし。そんなことはうちの生徒なら誰だれでも知ってるんですけど。キミはそれをわざわざ教えに来てくれたわけですか？　まあ、ありがたくて涙なみだが止まりませんわ。お帰りはあちらですよ、コンチクショー」

「ひ、すんまへん」

　じろーっと睨にらむ先輩の視し線せんに、思わず根来さんが頭を下げる。

「こら経ふみ島しま。暑いからって初しよ対たい面めんの上級生をいびらない。根来さんも怯えないでくださいよ」

　新あら井いさんに促うながされた水球部部長は、言いにくそうにもごもごしていたが、

「妙みような話やっちゅうのはわかっとるんやけどな、せやけど、そういう話やったらここに相談するのが一番や、て副会長も言うたしな」

　長ったらしい前置きを挟はさみ、ようやく本題を語り始めた。

「……その屋内プールにな。最近、出るらしいねん」

「出るって、何がです？」

「覗のぞき？　それとも変質者？　そういう場合、犯人はたいがい身内にいるもんよ」

「ちゃうがな。夏場に出る言うたら、たいがい決まっとるやん。『お』から始まって、『ば』を挟んで、『け』で終わる、あれやがな」

　先輩の毒どくのある相あい槌づちに慣なれてきたのか、根来さんはようやく流りゆう暢ちように話し始めた。もともとよく喋しやべる人なので、そうなってしまうと話は早い……わけでもなく。むしろ、やたら横道に逸それるもんだから、かえってわかりにくくなってしまった。そう言えば、こんな人でした。

　経島先輩は適てき当とうな相槌を打ちながら聞いていたが、さすがに飽あきてきたのか、

「了解了解、皆まで言うな」

　水球部長の話を強ごう引いんに遮さえぎった。

「え？　せやけどまだ途と中ちゆうやし」

「だいたいわかったからもう結けつ構こうです。要するに、プールサイドに女の幽ゆう霊れいが出て部員が怖こわがってるから何とかしてほしい、と」

「はあ、まあ、せやねんけど。それだけと違ちごてな」

「その幽霊は赤ん坊を抱だいている。それ以外にも火の玉が飛んでることもあったし、ヘンな声が聞こえたりもした。これでオッケー？　違ちがうなら三十字以内かつ三十秒以内に訂てい正せいしなさい」

「え、あ、いや、違ちがわんけど」

「よしオッケー理解した。ま、見るだけ見てみましょ」

　先輩は小さな胸むねをドンと叩たたいた。ああ、また勝手なことを。

「ほな、すまんけど、頼たのむわな」

　それを聞いた根ね来ごろさんは、ひょいと一礼すると、

「おおきに副会長、ええとこ紹介してもろて助かったわ」

　来た時と同じように、ひょこひょこ去っていった。

「いえいえ、どーいたしまして」

　新あら井いさんはそれを笑って見送ると、改めて僕らに向き直る。

「引き受けてくれてありがとう。水球部だけじゃなくって、水泳部とかシンクロ部の子も怖こわがっちゃっててね。こんな話、頼める相手も他にいないでしょ」

「でしょうねー。生徒会様も大変だ」

　いやあの、うちはあくまで美術部であって、妖よう怪かいポストでもゴーストバスターズでもないんですけど。僕はそう言おうとしたのだが、

「まー、暇ひま潰つぶしにはなりそうだし、いっちょ出で張ばってみますかね。なお、あんまり結けつ果かには期き待たいしないこと」

「わかってますって。終わったら話聞かせてね。じゃーね白しら塚つかくん、彼女さんによろしく」

　そんな感じで新井さんはあっさり帰ってしまったのだった。しかし、僕の彼女って誰だれですか。イタチさん？




「で、先輩。どうするんです？」

　新井さんが帰った後、僕は改めて先輩に尋たずねた。なるべく厳きびしい声を出したつもりだったけど、そんなものが通じる相手でもなく。

「どうするも何も。私の返事、聞いてなかったの？　現場百回そしてタイムイズアマネー」

　けろっとした顔で答える先輩。ええと、「ア」は要いらないんじゃないかな、それ。

「幽ゆう霊れい退たい治じ、行くってことですか、それは。しかも今すぐ」

「いえーす、おふこーす。あ、でも夜じゃないと出ないみたいだから、それまでは時間潰さなくちゃ、か。晩ご飯、どこで食べたい？」

「なら僕は『かわむら』のカレー……って、そうじゃなくてですね。僕らだけで行くんですか？　イタチさん呼よんできたほうが」

「ドンマイドンマイ大だい丈じよう夫ぶ。今回は火力も妖よう術じゆつも要りません」

　先輩が、ちっちっちっ、と指を振ふると、眼鏡のフレームがきらーんと光った。そこで止まっているということはつまり、先を聞きたければ尋ねろという意思表示なわけですね。めんどくさい人だな、もう。

「へいへい。で、その根こん拠きよは？」

「お。聞きたい？　なら教えちゃいましょうか。さあ、耳の穴をかっぽじりなさい！」

　立ち上がった先輩の体が、意味もなく回転する。暇ひま潰つぶしのネタが見つかったのがそんなに嬉うれしいんだろうか。嬉しいんだろうなあ。

「いい？　さっきの関西人の話によると、プールサイドに出てるのは、幽ゆう霊れいじゃありません。子供を抱だいた女性の姿すがたで現れる妖よう怪かいと来れば、これは十中八九、ウブメなのね」

「うぶめ？」

「そ。産婦人科の産に、『酒と泪なみだと男と女』の女で、ウブメ。もっと難むずかしい字を当てる場合もあるけど、その説明はめんどいから省はぶくとして。で、こいつは川とか淵ふちとか、要するに水の近くに出る妖怪なのね？　だから、室内プールに出てもおかしくないわけよ」

「へえ」

「むー、テンション低いわね。ウブメっつったら、日本全国に広ーく伝わる、それはもう由ゆい緒しよ正しい妖怪なのよ？　ああ、一度は見たかったのよねー。日本の夏、ウブメの夏」

　先輩は手を組むと、うっとりと空を見上げて微笑ほほえんだ。

「うっとりしないでください。で、そいつは何をする妖怪なんです？」

「何って。赤ん坊を抱いてください、って頼たのんでくるだけ。相手にしなけりゃ害はないわ」

「え？　いや、でもそれじゃ退たい治じなんて」

　僕が尋たずねると、先輩は呆あきれたように溜ため息いきを漏もらす。

「あのね、ウブメの撃げき退たい法ほうなんてどこにも伝わってないの。ま、お盆が過すぎたら消えるでしょうから、それまでの辛しん抱ぼうって言っときゃいいわよ。私は単にウブメが見たいから行くの」

　悪いかね、と胸むねを張はる先輩。うわ、最悪だ、この人。

「何よーその顔。あ、ちゃんと付いてきなさいよ？　妖怪、あんたがいると出やすいみたいだし。無む駄だ足あし踏ふむのはごめんだからね」

「うい、了りよう解かい」

　やるせなくうなずいてしまう僕。この役回りにも慣なれてきたなあ。

「あ、そうだ。根ね来ごろさんは火の玉とかヘンな唸うなり声ごえのことも言ってましたけど、それって」

「ん？　ああ、そんなことも言ってたっけか。まあ、出で囃ばや子しか前ぜん座ざみたいなもんでしょ、たぶん。そっちも害はないみたいだし、気にしなくても無問題よ」

「はあ、そんなもんですか」

「そんなもん、そんなもん。あなたは私を信じなさい」

　不安ながら、一いち応おう納なつ得とく。まあ、妖怪の知ち識しきでこの人に勝てるわけもないので、信じるしかないのだが。

「ちなみにですけど。その赤ん坊、うっかり受け取っちゃったらどうなるんです？」

「んー、色々ね。ずんずん重くなるってパターンがメジャーかな。あ、受け取った赤ん坊を抱かかえたまま、ウブメから逃にげ切きったら幸せになる、って話もあった気もするけど……。どう、試ためしてみる？」

「……遠えん慮りよしときます」

　ちょっと考えてから、僕がそう答えると、先輩も

「ま、それが懸けん命めいね」

　笑って肯こう定ていしてくれた。

　事情はよくわからないけど、母親（なんだろう、たぶん）から子供を奪うばって逃げ去るってのは、ちょっと罪ざい悪あく感かんが大きすぎる。たとえ相手が妖よう怪かいでも。そんなことを思うようになったのは、イタチさんと付き合うようになったからだろう。

　あ。今の「付き合う」は、彼氏彼女のお付き合いって意味じゃないですからね。




　　　　＊＊＊




「はーい、というわけで私達は今、プールサイドに来ています。時刻は間もなく二十時を迎えようとしていますが、未だ、ウブメの現れる気け配はいはないんですねー」

「誰だれと喋しやべってるんですか、誰と」

「いいじゃないのよう。場所が変わった時のお約束」

　Ｔシャツにジャージを羽は織おった経ふみ島しま先輩が、むっとした顔で僕を見る。いかにも構かまってほしそうな雰ふん囲い気きが漂ただよっていたが、僕はあえてそれをスルーした。

「はいはい。しかし、同じネタを何度も使い回すのはどうかと思いますが」

「それもまたお約束って奴やつよ。に、しても」

　先輩はそう言うと、僕の座すわっているベンチにぺたんと腰こしを下ろす。

「出ないわね」

「ですね」

　何度目になるかわからない、気だるいやりとり。

「さっき、青い火の玉が飛んだ時はちょっとワクワクしたのに。それっきり何も出ないなんて、詐さ欺ぎもいいとこよ。訴うつたえてやろうか、ほんと」

　ベンチの背せもたれに、ぐでーっ、ともたれかかる先輩。お嬢さんヘソが出てますよ、と注意しようかと思ったが、やめた。本人だってわかってるだろうし。

「──暇ひまだなあ」

　思わずそんな溜ため息いきが漏もれた。目の前には、非ひ常じよう灯とうに照らされた水面が、相変わらずちゃぷんちゃぷんと漂っている。夜のプールは最初はちょっと気き味み悪かったが、今はもう慣なれてしまいました。と言うか。

「先輩。飽あきません？」

　返事無し。代わりに聞こえてきたのは、何やらガサガサという音。どうやら先輩、ベンチの背せもたれに引っかけておいたビニール袋ぶくろを漁あさっているようだ。仰あお向むけのままで。

　……苦しくないんだろうか。

「白しら塚つかー、あんたコーラとコロッケパン、どっちがいい」

「どんな二に択たくですか、それ」

「おごってあげるんだからとっとと答えれ。この姿し勢せい、けっこー辛つらいんだから」

　あ、やっぱり。

「じゃあ、コロッケパンで」

「ういー」

　先輩は、苦しげに声を上げると、再ふたたびコンビニの袋をガサガサやり始めた……が、目当てのブツがなかなか見つからないのか、ガサガサ音はなかなか鳴なりやまない。

　なんか、ちょっと哀あわれになってきた。

「先輩、もういいですよ」

　と言うか、普ふ通つうに探さがしたらどうですか。そう言いながら、振ふり向むこうとしたら

「はい」

　そんな声と同時に、ほい、と僕の手に何かがパスされた。一ひと抱かかえほどもあるそれを、

「あ、どうも」

　僕はつい反はん射しや的てきに両手で受け取ってしまう。ずん、という重量感が手に伝わった。

　って。「ずん」？

　コロッケパンがそんなに重いはずはない──ですよね。

　それに。今の声、先輩のじゃなかったような。

「……もしかして」

　非常に嫌いやな予よ感かんにかられながら、腕うでの中のそれを見下ろすと。

　布にくるまれた小さなそいつは、憎にく々にくしい笑え顔がおで

「おぎゃあ」

　と泣いた。

　あ。やられた。

「白塚っ！　何受け取ってんの、あんた！」

　いつの間にか体を起こしていた先輩の一声で、僕はようやく我に返った。

　慌あわてて顔を起こしたら、目の前には「してやったり」とほくそ笑えむ着物の女性。誰だれだあんたと問いつめる暇ひまもなく、極きわめて自然な呼吸で赤ん坊を押しつけてくれやがったそいつは、ぼうーっと薄うすれ、そして消えた。

　あまりにスピーディーな展てん開かいに呆あつ気けにとられる僕の肩かたを、小さな手がポンと叩たたく。

「お見み事ごと、と言うしかないわね。お願いしてくるもんだとばかり思ってたけど、まさか、さりげなくパスしてくるとは思いもよらなかったわ。ふふ、今回ばかりは私達の負けのよう」

「勝手に負けんでください」

　つーか、もしかしてこの人は一いち部ぶ始し終じゆうを見てたのか、おい。

「あ、何よその顔。言っときますけど、私が起きるのと、あんたが赤ん坊受け取ってたのはほぼ同時だったんですから、こっちを恨うらむのは筋すじ違ちがい。……で？　どう？　重くなってきた？」

「何を嬉うれしそうに聞いてるんですか！　と言うか、どうすりゃいいんですか、この子？」

　途と方ほうに暮くれながら、腕うでの中の赤ん坊を見つめる僕。幸さいわい、重量感が増ましてきたりはしてないが、今のうちに放り出すってのにも抵てい抗こうがある。見た目、完全に普ふ通つうの赤ちゃんだしなあ。

「んー。セオリー通りなら、ウブメ本体に返せばいいんだけど」

　考えこむ先輩。いやしかし。

「……すぐ帰っちゃったんですけど、あの人。育児放ほう棄きですか？」

　だとしたらひどい話だ。そして、もしそうなら、僕はこの子をどうすれば？　何か色々と暗い未来が浮うかんだが、先輩はそれを鼻で笑い飛ばす。

「まさか。パターンとロジックで行動するのが妖よう怪かいなのよ？　赤ん坊押しつけてそのまま消えちゃうウブメなんて、ありえない。もしそんな行動を取るようなら、それはもうウブメじゃなくて他の何かとしか……って。え。あ。お。もしかして」

　何かに気づいたのか、先輩はハッとした顔をプールの水面に向けた。

　それと同時に、静かだった水面が突とつ如じよ、ぼこぼこと泡あわ立だち始はじめる。

「そういうことか！　かーっ、迂う闊かつ！」

　いやあのどういうことですか一人で納なつ得とくしないでください、と僕が尋たずねようとしたとき。

　ずずん。赤ちゃん、とたんに重くなる。腕の中を見下ろすと、「ほぎゃあ」とニヤつく邪じや悪あくな笑え顔がお。それを見た瞬しゆん間かん、ぞくりと悪お寒かんが走はしり抜ぬけた。すいません前ぜん言げん撤てつ回かいしていいですか。

　とか考えてる間にも重くなる赤ん坊。もう十キロは越えた。

「白しら塚つか！　投げ捨てなさい、それ！　来るわよ！」

「言われなくても──」

　僕は思いきり振ふりかぶり、どんどん重くなっていくその子を、

「そうします！　ごめん！」

　泡立つプールに投げ込んだ──と言うか、放り込んだ。と、赤ん坊は、水面に触ふれることなく、さっきの女性のようにかき消える。

　……ふい、一安心。

「あ、そう言えば先輩。来るわよって、何が」

　そう言いながら顔を上げた僕が見たのは、

「ぶぎゃああああああああ」

　異い様ような咆ほう吼こうとともに、泡あわ立だつ水面からせり上がってくる一匹の怪かい獣じゆうの姿すがただった。

「……何だこの展てん開かい」

　そしてこいつは何なんだ。蜘蛛くものような体に、水すい牛ぎゆうを押おし潰つぶしたような顔。何より、デカい。水中なのではっきりとはわからないけど、少なくとも五メートルはある。正確に言えばこいつも妖よう怪かいなんだろうけど、これはもう怪獣と言っても良いですよね、うん。

「って批ひ評ひようしてる場合じゃないぞ白しら塚つか真しん一いち！」

　非現実すぎる光こう景けいにぼうっとなりかけた自分を叱しつ咤たし、無む理り矢や理り正しよう気きを取とり戻もどさせると、ばばっ、と左右を見み渡わたした。左、隠かくれ場ば所しよ無し。右、ドアの開いた小こ部べ屋や発見。ついでに先輩発見。逃にげるの早いな、おい！

「ぶぎゃあおおおう」

　吠ほえる怪獣。ほらやっぱり、プールサイドに上がってくるつもりだ。げ、目が合った。

「白塚！　早く、こっちおいで！」

　ドアの陰かげで叫さけぶ先輩に引ひっ張ぱられるように、僕は猛もう然ぜんと走り、その小部屋に転ころがり込こんだ。絶ぜつ妙みようのタイミングで先輩がドアを閉めると、これまた絶妙のタイミングで、どごん、と嫌いやな音が向こうから響ひびく。金属製のドアに、怪獣の手形（足形？）が、べこん、と刻こく印いんされる。

「げ」

「ひ」

　思わず、ずざっと後ずさる僕ら。だが、ドアは意外に頑がん丈じようで、怪獣のパンチだかキックだか体当たりだかの連れん打だに耐たえてくれている。

「ぶぎゃあああ」

　悔くやしげな鳴き声が響き──そして訪おとずれる沈ちん黙もくタイム。

　飽あきたのか諦あきらめたのか知らないが、とりあえず、即そく死しは免まぬかれたようです。たぶん。おそらくは。だったらいいなあ。

「いやー危き機き一いつ髪ぱつだったわね。この迫はく力りよくこのスリル、全米が泣いて喜ぶ奥様価格ね」

　ふひー、と先輩が溜ため息いきを吐ついた。この状じよう況きようでそういうセリフを吐はけるのはある意味才能だと思うが、尊そん敬けいはしません。してやるものか。

　そう思いながら、暗くら闇やみに慣なれてきた目で小部屋の中を見渡す。三角コーン、プールのコースを区切るパイプ（名前は知らない）、水球用のボール入れ。壁かべにはクリップボードと内線電話。ふむ、どうやらここは体育倉庫のプール版らしい。

　……ってことは、もしかして。

「あ、先に言っとくけど、この部屋の出入り口はそのドアしかないからね。このまま敵てき前ぜん逃とう亡ぼう、なーんてムシのいいことは考えないように。壁を砕くだかない限かぎり、無理よ」

「……了解」

　つまり袋ふくろの鼠ねずみってことですね。

「ま、とりあえず一次爆ばく撃げきには耐たえられたみたいだし。って、何よ、その目は」

　いえ別に。これが倉庫じゃなくて更こう衣い室しつだったらプールの外に通じるドアもあるはずなので安全に逃にげられたのになーなんて思ってないですよ。まあ、さっきの状じよう況きようじゃ仕方ないですし。

「それよりも、何ですかあの怪かい獣じゆう。害はないって言ったじゃないですか」

「おっと。私は、赤ん坊を受け取らなけりゃ、と前置きしたはずだけど」

「う。……そうでした」

　口ごもる僕。敵てきの巧こう妙みような罠わなに引ひっ掛かかったとは言え、確かにあれはこっちのミスだ。だが先輩はそこをあげつらうことなく、優やさしく、そして力無く笑った。あれ、かなり意外な反はん応のう。

「何よーその鳩はと鉄でつ砲ぽうフェイス。ま、今回は私もミスったわけだから、痛いたみ分わけってことで」

　そう言うと先輩は、自分の頭を、ぽこん、と叩たたいた。

「いやー申し訳ない。私、完全に相手を読よみ違ちがえてたわ」

「読み違えた？　ウブメじゃなかったってことですか？」

　へこんだドアの向こうに注意を向けながら、僕は尋たずねる。幸さいわい、第だい二に撃げきが来る気け配はいはない。

「そ。今思えば、証しよう拠こは揃そろってたのよねー。青い火の玉、正しよう体たい不明の唸うなり声ごえ、赤ん坊を抱かかえた女、そして水みず辺べ。もったいぶっても仕方ないからあっさり言うけど、ありゃどう見ても牛うし鬼おによ」

「うしおに？」

「うん。牛うし久く大仏の牛に、『泣いた赤鬼』の鬼で、うしおに」

「また、ずいぶんダイレクトな名前ですね」

　素す直なおな感想を口にすると、先輩は「名前はね」と苦笑した。

「牛鬼ってのは、西日本全般に伝わる妖よう怪かいなんだけど、ちょっと変わったヤツでねー。地ち域いきによって、伝わってる話の内容が全ぜん然ぜん違うのよ」

「と言うと？　ある村ではいい奴やつで、別の村では悪い奴、みたいなもんですか？」

「惜おしい、けど果はてなく遠い。牛鬼のバリエーションの広さは、そんな生やさしいもんではないのです。滋賀に伝わる牛鬼は青白い火の玉だし、和歌山では山の中で哀かなしげに鳴く妖怪だったり、人の影かげを舐なめる鬼だったりするし、四国では二に足そく歩行の人ひと食くい怪獣その他いろいろエトセトラ。名前が同じだけで、中身はぜーんぜん違うのよ」

　何だそりゃ。てか、滋賀のは「牛」でも「鬼」でもないような。何考えてるんだ滋賀県民。

「……何となく言いたいことはわかるけど、説明続けるわよ。で、今、そこをウロウロしてるジャイアントスパイダーなアレは、たぶん鳥取バージョンね。まず女の姿すがたで出てきて、赤ん坊を押しつけてから、怪獣モードの本性で襲おそうってパターンも伝でん承しよう通り。あ、何でそんな段取りが要いるのかは私も知りませんので聞かないように。とにかく、そういうことだと納なつ得とくせよ」

「納得しました。で、追おい払はらう方法とかは？」

　牛うし鬼おにの全国展てん開かい戦せん略りやくとかはどうでもよくて、僕が聞きたいのはそれだけなんですが。

「ああ、鳥取バージョンなら、第だい一いち撃げきを避よけたらそれでオッケー。ほっとけば水中に引き下がるはずよ、確か」

「え？　じゃあ」

「おっとっと喜ぶのはまだ早いわ少年よ」

　先輩の小さな指が、びっ、と僕を指さした。

「問題はね。あの牛鬼は、どうやら全国各地のバリエーションが重なり合った存そん在ざいで、しかも表ひよう出しゆつしてるバージョンがコロコロ入れ替わってるっぽいってこと。ほら、さっき、青い火の玉が飛んだでしょ？」

　あ、確かに。あれは滋賀バージョンの牛鬼だったわけか。で、今は鳥取バージョンに変わっている、と。

「……それは、このまま放ほう置ちしたら、また別のに変わるってことですか？」

　不安に駆かられながらそう尋たずねると、先輩は「察さつしが早い子って好きよ」とウインクし、そしてすぐさま元の口く調ちように戻もどって続けた。忙いそがしい芸風ですね、全まつたく。

「今までの流れからすると、その可か能のう性せいが大。また滋賀版なら無害でいいんだけど、問題は四国か和歌山バージョンにタイプチェンジされた場合よね」

　むー、と先輩は頭を抱かかえる。えーと、四国は人ひと食くい怪かい獣じゆうで和歌山は影かげを舐なめるんだったっけか。四国はともかく和歌山バージョンは（気き味みは悪いが）そんなに厄やつ介かいでもないのでは、と尋たずねようとしたら、先を越された。

「ま、ここで悲ひ観かんしてても仕方ないか。というわけで目もく視し確認よろしく」

　歪ゆがんだドアの隣となりにある磨すりガラスの窓を示し、にこりと笑う先輩。自分で見たらどうですか、と言いかけたが、それは撤てつ回かい。窓が高いので、先輩には届とどかないんですね。心の中で謝あやまりながら、そろそろと窓をスライドさせてプールサイドを覗のぞき見みる。

「いる？」

「ちょっと待ってくださいよ。えーと……げ」

　非ひ常じよう灯とうの下、プールサイドを徘はい徊かいする巨大な影が目に入った。

「見つけた？　どう？」

「先輩の読み通り、形が変わってます。二本足で、でかい角つのと目と牙きばの怪獣が一匹」

「ちっ」

　小さな舌した打うち。僕も同感。ああ、滋賀バージョンなら良かったのになあ。

　と、先輩の質問が飛んできた。

「頭とう身しんは？」

「とうしん？　ああ、四頭身か三頭身か、それくらいですね」

「ってことは四国は香川バージョンか。まあ、和歌山よりはマシね。サンキュ」

　先輩の許きよ可かが下りたので、僕は窓をそろそろと閉めながら小声で尋たずねる。

「ちなみに、どんな奴やつなんです、あれ」

「オーソドックスな人ひと食くいモンスター。お寺の小こ僧ぞうさんを毎晩毎晩食い殺したとかしないとか。なお弱点とかは特にないので、対たい抗こう手段は物理的な力押しのみ。昔話では、名のある武ぶ芸げい者しやがやっとの思いで討うち果はたしたそうよ」

「……あの。どこがマシなんですか、それ」

　どうしようもなくタチが悪いやないですか。そう目で訴うつたえると、先輩は「相そう対たい的てきには、って話よ」と苦く笑しようした。

「和歌山のはね、影かげを舐なめて殺すという嫌いやなスキルを持ってる上に知能も高くて扱あつかいづらいの。あと、『姿すがたを見たら死ぬ』って話もチラホラ」

「……確かに、それよりはマシですね」

　と言うか。

　もしかして僕は今、姿を見たら死ぬかもしれないモノを偵てい察さつさせられたのか、おい。

「はい、過すぎたことは振ふり返かえらない。それが若く生きる秘ひ訣けつよ？　それより問題はこれからどうするか、ってこと」

　無意味に明るい声とともに、肩かたに手が回された。こんな扱あつかいに慣なれてきた自分をさらに愛いとおしく思いつつ、僕はなるべくぶっきらぼうに答えた。

「どうするもこうするも。もう助けを呼よぶしかないと思うんですが」

　現在の友軍の戦力は、文化部一直線の男子生徒が一人と、初対面の相手に小学生に間ま違ちがわれる率りつが九割九分な高二女子（残りは「中学入学おめでとう」です）の二名のみ。腕うでっ節ぷしに自信がないことにかけては自信がある、そんなメンツなわけで。だが幸さいわいなことに、我が美術部にはたった一人で戦力バランスを五百四十度くらいひっくり返せる人材がいるわけで。情なさけないような気もするけど、命あっての人生だ。

　しかし、僕の考えを読んだのか、先輩は肩かたをすくめて首を振る。

「気持ちはわかるけど、それはどうかしら。牛うし鬼おにはそもそも水の気に近い妖よう怪かいだし、イタチちゃんの飛び道具は火か炎えん系けいがメインでしょ？　属性的に相あい性しよう悪いんじゃないの」

「ふっふっふ、大だい丈じよう夫ぶ。それこそ山ごもりの成せい果かの見せ所です」

　そう。これは特訓に付き合った（そしてドロップアウトした）僕しか知らないことだが、イタチさんの新しん必ひつ殺さつ技わざは、今までの火の玉とはわけが違ちがうのだ。何しろ本人がそう言っていたし、見ていた僕もそう思う。あれが決まれば、あんな着ぐるみっぽい怪かい獣じゆうは一いち撃げきだ。

　まあ、まだ制せい御ぎよ不ふ能のうって可か能のう性せいもあるけれど、それでも十分に打だ開かい策さくにはなる……はずだ。

　そういうわけで僕は先輩の言こと葉ばを否ひ定ていしたのだが、この小さい人はさらに首を横に振る。

「はいはい、なんであんたが偉えらそうなのかは知らないけど、イタチちゃんは戦力になる、と。で？　どうやってあの子を呼ぶおつもりでしょーか。大声で叫さけぶの？」

「あ」

　言われてみればその通り。……そう言えば、携けい帯たい電話とか持ってないんですよね、あの人。

「あら、もしかして君と彼女は運命的な何かで結ばれちゃってるからテレパシーが使えちゃったりしちゃうのかしら？　だったら私は嬉うれしいな」

　これっぽっちも嬉しくなさそうな顔の先輩が僕を睨にらむ。すいません僕が浅はかでしたと謝あやまりそうになるが、今はこれに賭かけるしかない。僕は往おう生じよう際ぎわも悪く食い下がる。

「で、でもほら、遅おそいし、もう部へ屋やに帰ってるとか。だとしたら電話が」

　なお、イタチさんは、駅裏のマンションで一人暮らしを満まん喫きつしていらっしゃいます。

「宅電？　あの子が部屋に電話引いてるってのは初耳ねえ」

「……う。何度かお邪じや魔ましたけど、電話もネットもなかったです」

　今度こそ落らく胆たん。と、先輩は「ほお」と怪け訝げんそうな表情を浮うかべた。

「あんた、イタチちゃんの家、行ったことあんの？」

「え？　ええ、まあ。料理の手伝いとか、模も様よう替がえの相談とか、色々と」

「ほほーう。ってことはあの子の私服バージョンも見み放ほう題だいだったわけだ。どうだった？」

　……この状じよう況きようで何を聞いてくるんだこの人は、と思ったが、一いち応おう、答える。ほっとくと加速度的にうるさくなるのだ、この手合いは。

「綺き麗れいでしたよ」

「……おお、言い切ったわね」

「真実ですから。と言うか、むしろ問題はそこなんですが」

「はあ？」

「Ｔシャツとかエプロンとか、見慣れた制服とは全然違ちがうイタチさんの姿すがたはそれはもう刺し激げき的てきなまでに新しん鮮せんで、前から後ろから描かきたくて描きたくて描きたくて、でも描いたら消えちゃいますんで、仕方ないから部屋の家具とか食器とかを何枚も描いて気を紛まぎらわして。そんな不毛なスケッチが、先日、八十一枚を越え……って、どうしました？」

「ごめん。今度、ゆっくり突っ込むわ」

　先輩はそう言うと、首を左右にゆっくり振ふった。ええと、何を呆あきれているんですか。

「あんたはそーゆーキャラだったわね、そう言えば。性欲に負けた青少年が、パワーと若さに任せてあーれー、的な展てん開かいを期き待たいしてたんだけどなー」

「失しつ敬けいな。僕にも理性はあるんです」

　と言うか、あの妖よう怪かい少女に力で勝てる男がいるなら連れてきてほしい。並なみの人間なら、金かな縛しばられて燃やされて一巻の終わりだろう。あのイタチさんに勝てるのなんてせいぜい──。

「あ！」

　直後、僕は反はん射しや的てきに壁に向かって駆かけ寄よっていた。埃ほこりまみれの内線電話の受話器を右手で摑つかみ、耳元へ。ツーツー音を確認。よーし、思わずガッツポーズが出る。

「あのーもしもしお兄さん？　それは一一〇番にも猟りよう友ゆう会かいにも繫つながんないわよ」

　冷れい静せいに突っ込んできた先輩だが、僕の指が「職員室」と書かれたボタンを押しこんだのを見たとたん、ふいに黙だまり込こんだ。どうやら僕の思惑おもわくがわかったらしい、と思った時、電話の向こうで受話器の上がる音がした。

「はい職員室ですわ」

　耳みみ障ざわりは良いものの、本質的に高たか飛び車しやな部分は全まつたく隠かくせていない声が響ひびく。

　──よし、当たりだ！

「稲いな葉ば先生ですよね？」

　思わず声のテンション急きゆう上じよう昇しよう。いきなり本命が出てくれるとは、かなりツイてる。

「え、ええ。そうですけど。……どちら様かしら？」

「あ、すみません。美術部の白しら塚つかですけど」

「何ですって？　び・じゅ・つ・ぶゥ？」

　名乗ったとたん、稲葉先生こと九きゆう尾びの狐きつねさんの声が本性丸出しの邪じや悪あくモードに切り替わった。ええと、そこまで嫌きらわれるようなこと何かやったか。

　と、露ろ骨こつな敵てき意いに一いつ瞬しゆん口ごもってしまった僕の目が、先輩の目と合った。瞬しゆん時じに飛とび交かうアイコンタクト。「代わるわ」と語る眼鏡越しの目に、僕は「お願いします」と答え、そして受話器を手て渡わたした。

「あー、キツネ？　あたしよ、あたし、経ふみ島しま御み崎さき。いやほんとごめん、あの時のあなたの泣なき真似まねとか、もうやらないって誓ちかうから。『ああ、わたくしはこれからどうしたらいいのでしょおー、おーいおいおい』とか、もう金こん輪りん際ざい……とは確約できないけど、せめて週三に減へらすから。だからさ、ちょっと助けてほしいのね」

　おい。そんなことしてたんですか。そりゃ嫌われますよ。ただでさえあの先生、根に持つタイプっぽいのに。だが先輩はそんな僕の心の声に耳を傾かたむけることなく、あくまでマイペースに話を続ける。

「今、白塚と屋内プールの倉庫なんだけど、プールサイドを牛うし鬼おにがうろうろしてんのよ。あなたのスーパーフォックスパワーでちょろっと駆く除じよしちゃってほしいんだけど。ほら、アジアに名だたる九尾の狐の実力なら、西日本限定のマイナー怪かい獣じゆうなんて朝飯前に赤子の手でしょー？　え？　そんなこと言わずに、お願い。いやほんとお願いします」

　あ、ちょっとずつ腰こしが低くなってきた。

「ほら、生徒会長の好みのタイプとか教えちゃうからさー。ダメ？」

　何だその条件。あの先生、まだ会長狙ねらってるのかもしかして。とか思ってるうちに、先輩が面おも白しろいように焦あせり始はじめた。いや面白がっちゃいけないんですが。

「え？　いやそれはそーかも知んないけど、そこを何とか、ねえ？　ああ、そんな薄はく情じような、私の知ってる限り、キツネってけっこう情が深いはず……って、あ、あの、せめてもうちょっといやあのねえホラあーこらこらこらこら切っちゃダメー！」

　悲ひ痛つうな叫さけび。そしてがっくり落ちる肩かた。ああ。

　……まあ、見た目はほとんど絶ぜつ叫きようなのに、それでも声を押し殺していたのはさすがです。

「何となく返事は想そう像ぞうできますけど。……先生は、何て？」

　ためらいがちにそう聞くと、先輩はじろりと僕を睨にらんだ。

「あら聞きたい？　キツネさんの言うことにはね、『それは災さい難なんですわね何とかして差し上げたいのは山々ですけど相手が何であれ直接に手を下さないこれが九きゆう尾びの狐きつねのたしなみですからそれでわそういうことなので悪しからずごきげんよう』ですってよ」

　先輩は吐はき捨すてるようにそう伝えると、キッと悪意のこもった目を電話に向けた。

「新任早々、イタチちゃんを狙ねらってきたのはどこの女め狐ぎつねだってハナシよ！　とっとと死ねっ！　そんで殺せつ生しよう石せきになって新たな観光資し源げんになっちまえッ！」

　なんか微び妙みような悪あく態たいだなあ、と思いつつ。

　僕らは途と方ほうに暮くれるのでした。

　牛うし鬼おにがあのまま徘はい徊かいを続けて、朝になったら消えればいいのに、なんてムシのいいことを思ってみたけど。無む理りだろうなあ。
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「白しら塚つか？　おーい、シロや」

「はっ」

　すぐ後ろからの先輩の声に、僕は、はっと我に返る。

「擬ぎ態たい語ごを口に出しなさんな。大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと呆ほうけてたわよ」

「すいません、走そう馬ま灯とう見てました。平和な部活の時間から、こんなシチュエーションに至いたるまでの流れを一通り」

「それはまあ準じゆん備びのよろしいことで」

　あからさまに人をバカにすると、その小さな人は僕の背せ中なかに隠かくれるように縮ちぢこまった。

「んじゃ、覚かく悟ごはできてるみたいだし、せめて私より先に死んでよね。できれば逃にげ道みちを開いて格かつ好こう良よく散ちってくれるパターン希望」

「断ことわります」

　あと、いくら先輩が小さいからって、僕に隠れるのは無理ですよ。たぶん丸見えです。

　とか何とか思いつつ前を見ると、

「ぶおおおおおおお」

　勝かち誇ほこったように雄お叫たけびを上げる怪かい獣じゆうは、相変わらずそこにいた。

　ああもう、そんなに叫さけばなくても聞こえてるよ。非ひ力りきな獲え物ものを追おいつめたのがそんなに嬉うれしいのか、この野郎。そんな思いをこめて見上げてみても、全まつたく通じた様よう子すもなく。

「……まさか、あんだけ素す早ばやいとは思わなかったわね」

「同感です」

　用具倉庫から逃にげ出だして三分ちょっと。プールサイドでの鬼おにごっこは、意外に早く終わりかけていた。

　この妖よう怪かい、一昔前の特とく撮さつ番組の怪獣みたいな図ずう体たい（要するに、着ぐるみ体形）の割に、身体能力は異い様ように高レベルだったのだ。猛もうスピードで走り寄ってきたこいつの姿すがたを見た時、僕らが「プールサイドをのろのろ徘はい徊かいしていたのは、こっちを油ゆ断だんさせるための罠わなだったのか」と思ったのは言うまでもない。

　さて。前に怪獣。後ろは壁かべ。

「で、どうしましょう」

「さあ。神か仏に祈れば？　私は今脳のう内ないで遺い書しよを書いているので邪じや魔ましないこと」

　遺書って！　捨すて鉢ばちモードに入るのはまだ早いですよ、と言おうとした時、

「ぶおおおっ」

　ついに意を決したのか、それとも今までは別のことを考えていたのか、とにかく牛鬼は一ひと際きわ大きな声を発し、その巨体を震ふるわせる。ああ、こりゃもうダメだと直感する僕。

　父さん母さん先立つ不幸をお許ゆるしくださ……って、そう言えば母さんは先に向こうに行ってるのか。じゃあ父さん、先立つ不幸をお許しください。友人知人たちよ、さようなら。

　そして──イタチさん。

「──あなたを描かけずに逝いくことが、何より、心残りで──」

　開き直った口く調ちようで、僕がそう口に出した時。

「真しん一いち！　伏ふせて！」

　諦てい念ねんムードを吹き飛ばすかのように。凜りんとした声が夜のプールに響ひびき渡わたり、

「はいっ！」

　僕は思わず本ほん能のう的てきに頭を下げた。

　と、その上を、ひゅおおおおおん、という音が通つう過かしていった。

　次に聞こえたのは、ざしゅっ、という音。何かの塊かたまりを、細くて鋭するどいものが切きり裂さく音だ。

　ぶお。空気の漏もれる音。でっかいボイラーに穴が開いた時のような。

　ずん。何か大きいものが倒たおれた音。

　そして沈ちん黙もく。──意外と長い。

　……えーと、どうすれば？　ちょっと悩なやんでいると、先輩の声が聞こえた。

「生きてると思う人は挙きよ手しゆ」

「はい」

　這はいつくばったまま、僕はそろそろと手を挙あげた。ついでに顔も上げてみる。

「……あ」

　まず目に入ったのは、ソックスに覆おおわれた細い足だった。続いて、学校指定の夏用スカートと、スレンダーな体を程ほどよく包むセーラー服。そこから伸びる細い腕うでと細い首。制服の襟えりに掛かかった髪かみをふわりと揺ゆらしつつ、大きな瞳ひとみがこっちを見ていた。

「お待たせ、真しん一いち。遅おそくなって……ごめんね」

　非ひ常じよう灯とうのぼんやりした明かりの中。

　いつも通り、困こまったような微笑ほほえみを浮うかべるイタチさんが、そこにいた。

「見て見て！　凄すごいよ白しら塚つか、あの牛が！　ものの見み事ごとに真っ二つ！　しかも血が出てないし！　ほへー、まるで冷凍倉庫の肉牛ねー。すげえ！　すげえわよこれわ！」

　先輩のはしゃぎ声が耳に届とどく。何やら騒さわいでいるのはわかるけど、その声は耳から耳へと抜ぬけてしまい、全まつたく脳に届かない。何しろ僕が見上げた先に立つイタチさんの姿すがたはそれはもう美しくて可愛かわいくて頼たのもしくてああもう。

　と、先輩が騒いでるのであろう方向を見つめた後、イタチさんは僕を見下ろし、嬉うれしそうに口を開いた。

「ちゃんと、使えるようになったよ──鎌かま鼬いたち」

「え。……あ、そうなんだ。やったね」

　呆ほうけながらも、それだけは言えた。

『鎌鼬』。一いつ瞬しゆんの風とともに、体の一部が切きり裂さかれる怪かい異い現げん象しよう、あるいはそれを引き起こす妖よう怪かいのこと。かなり有名な現象なので、化けイタチとは別物として伝わっていることも多いのだが、元をたどればイタチが起こすとされた怪異の一つではある。名前にイタチって入ってるんだから確実だ。

　これを思いついたきっかけは、奈な良ら山やまのあの何なに気げない一言だった。

「そうだなあ、俺の知ってるのでは……たとえば、カマイタチ、とか？　俺、妖怪とか詳くわしくないし、それくらいしか思いつかないけどさ」

　確かに彼の言う通り。と言うか、何でそれに最初から気付かなかったのかと僕とイタチさんは二人で悔くやんだりもしたのだが、まあ、それはそれ。「それがイタチの仕し業わざだとしたら、あたしにも使えるはずだから」というわけで、イタチさんは特訓を開始したのだった。正直、最初に使った時は威い力りよくも方向もコントロール不ふ可か能のうという恐おそろしすぎる有あり様さまだったのだけれど（あれを全部避よけた僕もなかなかたいしたものだと思う）。

　今ここに、こうして来てくれたということは。

　──そして。あの牛うし鬼おにの声も気け配はいもしないということは。

「おめでとう」

　とりあえず、それだけを伝えた。言いたいことはまだまだ山ほどあるのに、口が動かない。

「ありがとう」

「あ、うん」

　また沈ちん黙もく。上手うまい言こと葉ばが出てこないので、僕はプールサイドにひれ伏ふしたまま、イタチさんを見上げて固かたまっている。

　と、イタチさんはふと目線を逸そらした。そして聞こえてきたのは照れたような小さな声で。

「……あの、ね、真しん一いち」

「何？」

「あんまり……見上げないで欲しい」

　何を言ってるんだろうこの子は。ようやく動き出した脳のうが、かすかな言葉を理解し始める。

「……ほら、今、『すかーと』だから。下から見られると、ちょっと……すごく、恥はずかしい」

「──あ──ご、ごめん！」

　そうですよねそうですよねそうですよね。スカート姿すがたの女の子を這はいつくばった姿し勢せいのままで見上げ続けるのは確かにたいへんまずいですよね。謝あやまりながら立ち上がった僕は、

「ありがとう！　助かった！」

　なんだかよくわからないまま、イタチさんを思いっきり抱だきしめていた。

「……え？　あ、ひゃ、あの……し、真、一？」
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　イタチさんがいきなり動どう揺ようし始はじめるが、これはもう勢いきおいなんだから止まらない。

「ほんとありがとう！　もう絶ぜつ対たいにダメだと思ってたのに、助けてくれてありがとう！　あ、それから特訓成功おめでとう！　ほんとおめでとう！　良かった！」

「うん、あ、ありがとう、あ、ひゃ」

「ありがとうおめでとうおめでとう、ありがとう！　ああっほんとにおめでとう！」

　イタチさんの体を抱きしめたまま、ただそれだけを繰くり返かえす。

　腕うでに感じる感かん触しよくは、柔やわらかくって暖あたたかくって冷たくって格かつ好こう良よくて最高で。ああ君は何て素す敵てきなんだもう！

「……あらまあ、最近の若い者ったら大だい胆たんですこと。どう思われます、稲いな葉ば先生？」

「若いオスが盛さかっているのは世の常つねですけども……私に対する感かん謝しやが足りないのではなくて？　わざわざ管くだ狐ぎつねまで飛ばして、あのイタチ娘を呼んで差し上げたのは誰だれかとお思いかしら」

「はいはい、わかってますって。つーかあんたが直接来てくれりゃ早かったのに」

「九きゆう尾びの狐きつねたる者──」

「下々の者には直に手を下さない、か。ご立りつ派ぱなこだわりね。そして無意味ね」

「何とでも仰おつしやい。……それよりも、先ほどの交こう換かん条件の話ですけど」

「わかってるってのに。江え戸ど橋ばし会長の好みから弱点までばっちり教えちゃうわよ、むふ」

「幼おさな馴な染じみゆえの知ち識しき、頼たよりにしていますわよ」

「任まかされよ。……しかしあんた、本気であの朴ぼく念ねん仁じんを落とす気？」

「無論！　一時は迷まよったりもしましたが、頂ちよう点てんに君くん臨りんする者を色いろ香かで迷わせ骨ほね抜ぬきにすることこそ、九尾の狐の本分と見つけましたのよ。そう──これぞ私のアイデンティティ！」

「あっそ頑がん張ばってね」

　なんか外がい野やからそんなような会話が聞こえたような気もするが、どうでもいい。

「わ、ひゃ、あ……うん、ひゃあ、ちょ」

　目の前のイタチさんの顔がこれ以上ないくらい真っ赤になっているが、

「おめでとうありがとう！　ほんとありがとう、あともうほんとに心の底そこからおめでとう！　やった！　良かった！　助かった！　ありがとう！　おめでとう！　ああもうっ！」

「うん、あの……それは、うん、でも、あ、そんな……ひわ」

　とりあえず僕は今この気持ちを伝えたいんだから仕方ない。

　なので僕は抱だきしめる手によけいに力を込めたのだった。ああもうほんとにありがとう。
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「むーらのちんじゅのかーみさーまーのー、きょーおわめでたいおーまつーりーびー」

　秋口の美術室に響ひびく調ちよう子しっぱずれな歌声。誰だれが歌っているのかはもはや自明なので言うまでもない。そしてうるさいのも言うまでもない。

「先輩、すいませんけど」

「黙だまれってんなら拒きよ否ひ権けん発動。年ねん功こう序じよ列れつ社会の怖こわさを舐なめんじゃないわよ」

「へいへい。しかし何でまたその歌なんです？」

　キャンバスに向かったまま僕が尋たずねると、先輩はノーパソから目を離はなすことなく答えた。

「夏休みも終わって二学期になって、もうすぐ文化祭ー、な時期じゃない。文化祭すなわち祭、祭と言ったらこの歌よ」

　どんどんひゃららー、と口ずさむ経ふみ島しま先輩。帰国子女なのによく知ってますね、そんな歌。

　と、何やら難むずかしそうな本に読よみ耽ふけっていたイタチさんがふと顔を上げた。

「え。『ぶんかさい』って、まつり、なの？　……そうなの、真しん一いち？」

　そう尋たずねた彼女の口く調ちようは、どことなく不ふ穏おんというか不ふ機き嫌げんな空気を漂ただよわせていたわけで。

　あれ。何かまずいこと言いました？

「……まあ、祭って字が付いてるんだから祭なんじゃないかと。ですよね先輩」

「え？　ああ、祭っつっても、イタチちゃんの思ってるよーな祭じゃないわよ。ただ自分たちがハレのモードで楽しむためだけのイベントだから。神も仏も関係なし、巫女みこも神かん主ぬしも祝詞のりとも神輿みこしも出ないから、そこらへんは安心しちゃいなさい」

「あ、そうなんだ」

「そうなのよ」

　ふーん、と納なつ得とくするイタチさん。

　やっぱ妖よう怪かいだから神様仏様の類たぐいは苦にが手てなんだろうか。未いまだに謎なぞの多い人です、ほんと。いや、そこも含ふくめて素す敵てきなんだけど。

「そういうわけだから、古来の祭に付き物の、掃そう除じして赤飯炊たいて餅もちついてー、みたいな神様お迎え用の段取りは一切ナシ。そうよね生徒会長……って、あんた。いつからいたの？」

　わかりやすく驚おどろいてみせる先輩。その隣となりの席に座すわっていた生徒会長は、眉まゆをぴくぴくさせながら答えたものである。

「半時間前だ。──と言うか、このやりとり自体、すでに三度目だ」

　ああ、元々険けわしい目つきが、さらに険しくなっていく。そして会長が「そろそろ本題に入りたいんだが」と切り出そうとした瞬しゆん間かん、絶ぜつ妙みようのタイミングで口を挟はさむ先輩。

「そう？　デジャブね、それは。それより聞いてるわよ？　最近、生徒会顧こ問もんの某ぼう女教師とウハウハしてるそーじゃないの。生徒の上に立つ生徒会長としてそれはどーなんでしょうねえ」

「な！　んななななな何の話だそれは」

　会長、あからさまに動どう揺よう。

　ああ、また話の腰こしが折られた。僕はイタチさんと顔を見合わせ、力無く笑い合った。

　文化祭の準じゆん備びにいそしむ美術部を、生徒会長が直じき々じきに訪たずねてきたのはかれこれ三十分ほど前なのだが、会長が話を切り出そうとする度たびに引ひっ搔かき回まわす人がいるもんで（また、会長が面おも白しろいように振ふり回まわされるんだ、これが）、結けつ局きよくこの人が何しに来たのかは未いまだにわかりません。

「稲いな葉ば先生が生徒会のために色々と尽じん力りよくしてくれているのは事実だし、まあ、一いつ緒しよにいる時間も短くはない。が、俺と先生がその、どうのこうのというのは──根も葉もない噂うわさだ」

「ま、そうでしょうねー。ああいうボンと来てキュッと来てまたボンと来るおねーさんは、あんたのタイプじゃないだろうし。ねえ、ロリの人？」

　にひひー、と笑いかける先輩。てか、そうだったんですか、会長？

「それも違ちがう！　俺は──見た目が幼おさない女性ならば、誰だれでもいいというわけではないッ！」

　否ひ定ていしないんですか、と僕が心の中で突っ込み、「ロリの人」の意味するところを理解したイタチさんが「へえ、そうなんだ」と納なつ得とくした、その時。

「……大声で何を叫さけんでるの、君は」

　呆あきれかえった溜ため息いきとともに美術室のドアが開いた。

「ここは何？　懺ざん悔げ室しつ？　廊ろう下かまで丸聞こえだったわよ、ほんとにもう」

　頭を抱かかえつつ入ってきた長ちよう髪はつ長身の女子生徒は、実に恥はずかしそうに空あいている席に腰こしを下ろした。ブツブツと文もん句くを口にしつつも、

「こんにちは、輝ひかる」

「こんにちは、伊達だてさん。お邪じや魔まするね、部長さん」

「はいどうぞ」

　ちゃんと挨あい拶さつしてくれるあたり、新あら井いさんは大人です。さすが生徒会副会長。そしてそこに口を挟はさむ、大人でない人。

「遅おそいよー新井。江え戸ど橋ばしと一いつ緒しよに来るって話だったじゃないのよう」

「ごめんごめん、クラスの打ち合わせが意外に長引いちゃってさ。部活系の出し物に人数取られるよって言ってんのに、結局、今年も喫茶店だって」

「ってことはあんたまた接客係？　またアレ着るの？」

　その質問に、副会長は苦く笑しようすると、「私なんかに可愛かわいい格かつ好こうさせて何が面おも白しろいのよ、ほんとに」と肩かたをすくめた。

　と、それを聞いたイタチさんが首を傾かしげる。

「そう？　輝なら、悪くないと思うけど……。ね、真しん一いち？」

「うん。新井さん、スタイルいいんだから大たい概がいのものは似に合あいます。自信持って大だい丈じよう夫ぶです」

「……ストレートな褒ほめ言こと葉ばをありがとう。で、ここの出し物は……って、聞くまでもないか。美術部なんだから。やっぱり作品展示？」

「ええ、まあ。出せる作品は少ないですけどね」

　そもそも真面目まじめに描かいてるのって二人だけだし。人物画と動物画の僕、風景画の奈な良ら山やま。以上二名。イタチさんも実は色々描いており、その独特なセンスは個人的には大好きなんだけど、作者が「みんなに見られるなんて絶ぜつ対たいに嫌いや。恥はずかしすぎる」と言いい張はって聞かないのです。

「美術部だから作品展なんて、何のひねりもないじゃないのよう。あー、私わたし的てきには今年こそ百物語やりたかったんだけどなー」

「先輩。その話はもう終わったでしょうが」

「ぶー」

　僕が釘くぎを刺さすと、先輩はまだ不満があるのか、机に突つっ伏ぷした。と、新あら井いさんが「仕方ないなあ」と顔で語りつつ、その肩かたをポンポンと叩たたく。いい友人を持って先輩は幸せですね。

「まあまあ。百物語って、怖こわい話を順番に話すってやつ？」

「そ。ローソク百本立てて、怪かい談だん奇き談だんを一話語り終えるごとに消していくと、百本目を消した時に彼ひ岸がんの扉とびらが開かれるとゆー、由ゆい緒しよ正しい儀ぎ式しきなのよ。素す敵てきでしょ？　燃えるでしょ？」

「……それはちょっと美術部の展てん示じとしてはどうかしら」

　さすがの新井さんも苦く笑しようする。

「ほら、輝ひかるもこう言ってるし。諦あきらめよう」

「……イタチちゃんまで」

　ばたん、と再ふたたび机に突っ伏す経ふみ島しま先輩。うん、当然の報むくいです。

　だいたい、すでに妖よう怪かいがひょいひょい出てる状じよう況きようで、これ以上何を呼よぼうと言うんですか。イタチさんも、珍めずらしく「それは危き険けんだよ」って反対してたじゃないですか。そんなことを目で訴うつたえると、先輩は力無く顔を上げ、弱々しい声を発した。

「ああ江え戸ど橋ばしくん、もう私の味方はあなただけ……って、あんた。いつからいたの？」

「四十分前だっ！　そしてこのやりとりは四度目だ！」

「ひいー」

　声を荒あらげる生徒会長、そして全まつたく動じない経島先輩。そんな二人を見た副会長は、一ひと際きわ大きな溜ため息いきを発すると、僕とイタチさんに向き直った。

「……つまり、延えん々えんとこういうコントをやってたわけね、こいつらは」

「よくおわかりで。いや、止めようかとも思ったんですけど」

「面おも白しろかったから」

　ねえ、と顔を見合わせてうなずき合う僕ら。新井さんは「あなたたちは悪くないけどね」と言いながら立ち上がり、コントを続けていた二人の頭をおもむろに引っぱたいた。

「お」

「む」

　と、ぎゃあぎゃあ騒さわいでいた漫まん才ざいコンビがぴたりと沈ちん静せいする。おおー、とどよめく一年生ズ。

「ほら、時間もないんだから本題に入る。会長は言うべきことをさっさと言う、そして経島は茶ちや々ちやを入れない！　いいわね？」




　で、そんな武力介かい入にゆうによる事じ態たいの安定化を経へて、会長はようやく「本題」を語り始めた。

「ほら、あれだ。倉そう庫こ棟とうがあるだろう」

「そうことう？」

　首を傾かしげるイタチさん。まあ、あそこは普ふ通つうは知りませんよね、と思ったので説明。

「体育館の裏うらにある古い平ひら屋やの建たて物もののことだよ。昔は校舎だったらしいけど、今は倉庫になってるもんで、みんなそう呼よんでる」

「ふーん」

「説明に感かん謝しやする。で、そこにだな……実は、俺もよくわかっていないんだがな」

「はい？　それじゃさっぱりわかんないんですけどー。ドゥーユーノウ、ごーダブリュいちエイチ？」

「……経ふみ島しま」

「へいへい。とりあえずは黙だまって聞くわよ」

　で、そんなこんなで会長の話は（ゆっくりと）進み。ジャージ眼鏡が隙すきあらば混まぜっ返そうとしたり、それを新あら井いさんが一ひと睨にらみで黙だまらせたりと、まあ色々あったのだが、そこらへんは省略するとして。

「えーと。要するに、ですね。倉庫棟に、何だかよくわからないモノが出るっぽい、と」

「中に入ろうとしても、外に弾はじき飛とばされちゃうから、『ぶんかさい』で使う看かん板ばんとかが、運び出せなくて、困こまってる」

「なので早そう急きゆうに何とかしやがれ美術部の諸しよ君くん、と。そゆことでオッケー？」

　美術部の三人がまとめると、長々とした説明を終えた生徒会長は、

「ああ……まあ、大まかに言えば、そうだな」

　一いち応おう、うなずいてくれた。十五分もかけた話を一文に要よう約やくされてしまったのが不本意なんだろうな、ってのは見りゃわかるけど、それを口にしないのが優やさしさというものです、たぶん。

「大まかに言っても馬鹿丁てい寧ねいに言っても一いつ緒しよ。しかもロクな情報もないと来た。けっ！」

　そして優しさが欠けつ如じよした人が一人。ああ、そんなにハッキリ言わなくても。

　と、先輩はふいにけろっとした顔に戻もどると、会長に尋たずねた。

「しかし、あんたからこういう話が来るとはちと意外かも。面おも白しろ味みのない現実主義者と思ってたけどさ、ようやく『何だかよくわからないモノ』の存そん在ざいを認みとめる気になったわけ？」

「別にそういうわけじゃないが──だがな、俺だって話くらいは聞いてるわけだ。学内で起こった妙みような事件が、美術部に相談したら収おさまった、ってケースが何件もあるんだろ？」

「まあ、ねえ」

　曖あい昧まいにうなずく美術部三人組。

　未解決だったり対たい処しよ不ふ可か能のうだったりしたので放ほう置ちした例もけっこう多いんですけども、それについては黙だまっておこう、と目め配くばせを交かわす。

　と、その沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのか、生徒会長はさらに続ける。

「そうだろう？　だったら、奇き妙みような事件がまた起きた時には、とりあえずはそこに頼たよるのが合理的な対たい応おうというもんだ。実じつ際さい、俺としては、原げん因いんとかはどうでもいいんだよ」

「にゃーるほど。要するに、目先の問題をとっとと片づけるには実績のある業者に頼たのむのが効こう率りつ的てき、と。うん、そのつまらない思し考こう回かい路ろは、いかにもあんたらしいわね」

　悪かったな、と生徒会長はふくれたが、先輩は何やら上じよう機き嫌げんで。

「よし、じゃあここは一ひと肌はだ脱ぬいであげませう。あ、あんたらも異い論ろんはないわね？」

　先に聞いてくださいよそれ、と思わなくもないけれど。

　文化祭を滞とどこおりなく進めたい、という会長の思いもわかるし。困こまったような笑え顔がおで「いつもごめんねー。なんだかよくわかんないけど、頼りにしてるわよ」と訴うつたえてくる新あら井いさんもいるし。それに何より、

「うん。すぐ、行こう」

　イタチさんが乗り気なら、僕は何も異論はありません。

　倉そう庫こ棟とうに入ってきた人を弾はじき飛とばすってんだから、たぶん相手は実体のある妖よう怪かいなんだろう。で、その手の相手なら、今のイタチさんの敵てきじゃない。何しろ、夏休みに鎌かま鼬いたちを覚えてからこっち、我らが美術部（と言うかイタチさん）は、連勝街かい道どう驀ばく進しん中ちゆう。というわけで、たぶん今回も大だい丈じよう夫ぶ。

　──それに。不ふ謹きん慎しんとは思うけど、炎ほのおや鎌鼬を武器に妖怪と戦う時のイタチさんは、ほんとに、心しん底そこ、もうこんなに格かつ好こう良よくて美しくて完かん璧ぺきな人がこの世にいるんだろうかと思えるくらいに素す晴ばらしいわけで。あの姿すがたがまた見られるなら、僕に異論があろうはずはない。美は正義なり。

「……真しん一いち？」

「いきなりトリップしなさんな。ほれ、出るわよ」

「あ、はい。じゃ、行ってきますね」

　僕は気楽な声で答え、ほいほいと立ち上がってイタチさんと先輩に続いた。

　……まあ、今になって思えば。この時の予よ測そくは、果はてしなく甘かったわけですが。
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「──と、三十分ほど前、この美術室から意い気き揚よう々ようと出ていったのはどこの誰だれだったか」

「こら。もともとこっちが無む理り言ってたんだから」

　じろりと僕らを睨にらんだ会長を肘ひじで突つつきつつ、新井さんは明るく微笑ほほえんでくれた。

「まあ、無む理りなものは無理なんだから仕方ないわよ、うん。近づくと危あぶないってことが確かく認にんできただけでも充じゆう分ぶんだし。ありがとう」

　いや、その気き遣づかいはとても嬉うれしいんですが。思いやりが逆に痛いたい、ということもあるわけで。

「……面めん目もくないです」

「ごめん、輝ひかる。……役に、立てなかった」

　僕とイタチさんは、再ふたたび頭を下げてしまう。と、新あら井いさんは慌あわててバタバタと手を振ふった。

「謝あやまらなくちゃいけないのはむしろ私達。実じつ際さい、夏からこっち、あなた達に頼たよりすぎてたとは思うしね。ごめんね、ほんと」

「まー、私らも面おも白しろがって首突っ込んでたのは確かだし。今さら、ギャラ寄よ越こせーとか、危き険けん手当を付けろーとか、騒さわぐつもりはないけどさ」

　経ふみ島しま先輩は、ふへへへ、と力無く笑い、最後に付け加えた。

「実際問題、どーすんの？」

「どうするも何も。とりあえず倉そう庫こ棟とうは立入禁止ってことで。ま、準じゆん備びの手て間まがちょっと……と言うか、かなり増ふえるけど」

　新井さんがそう受けると、隣となりの会長も渋じゆう面めんでうなずいた。

「仕方ないな。……しかし、皆にはどう説明する？　お化けが出るから近づくな、ってか？」

「お化けじゃなくて、あれは『鬼おに』。さっき説明したでしょ？」

　すかさず先輩の修しゆう正せいが入る。こういうところは細こまかいな。感心しつつ呆あきれつつ、僕は「あの」と手を挙あげていた。

「ん？　どした、白しら塚つか二等兵」

「誰だれが二等兵ですか。まあそれはいいんですけど、鬼って、ああいうフワフワしたものだったんですか？　何かイメージと違ちがうんですが」

　そう。暗くて陰いん気きで湿しめっぽい、あの倉庫棟で僕らが遭そう遇ぐうしたのは、何とも奇き妙みような妖よう怪かいだった。

　そこにいるのはわかるし、全体像や輪りん郭かくも感かん覚かく的てきにわかる。僕らに対する悪意もはっきり伝わってきたし、「あ、今、腕うでを振ふり上あげて殴なぐろうとしてるな」なんてことまで感じ取れる。

　──なのに。あいつには実体が無い。目を凝こらして見ようとすると向こう側が見えるだけだし、攻こう撃げきを繰くり返かえしていたイタチさんも「何か、ヘンな感じだった、かな。切っても、焼いても、手て応ごたえがほとんどなくて。綿わたか煙けむりを相手にしてるみたい」と首をひねっていた。

　まあ、煙みたいにふわふわしてるだけの妖怪だったら別に害はない。実じつ際さい、夏の終わりに一度そんな感じのが出たけど、放ほう置ちしてあるし。

　……しかし、である。問題はここからだ。こっちの攻こう撃げきは全て素す通どおりするくせに、あっちの攻撃は当たり前のようにこっちに届とどくってのは、いくら何でも反則すぎる。こっちはあっちに干かん渉しよう不ふ可か能のう、ただし逆は全面的に有ゆう効こう。王様ルールにも程ほどがある。仮かりにもあれが鬼だったら、桃太郎も一いつ寸すん法ぼう師しも惨ざん敗ぱいするしかなかったでしょうに。

「鬼おにってのは、もっとどっしりしてると言うか、少なくとも実体がどーんとあるものだと思ってたんですけど」

　と、経ふみ島しま先輩は「ああ、ちゃうちゃう」と手の平を振ふった。

「あんたの言ってるのは、鬼ヶ島とか鬼は外とか打ち出の小こ槌づちを差し上げますから許ゆるしてくださいのヤツでしょ？　さっきのアレは、それじゃなくてその原型、もしくは旧型」

「え。妖よう怪かいに旧型とか新型とかあるんですか？」

「常じよう識しきでしょうが。古代、中世、近世と時代が進む中で、より詳しよう細さいに、より具体的に進化してきたのが妖怪よ？　で、倉そう庫こ棟とうに出たアレは、妖怪の役割とか見た目が、今ほど細さい分ぶん化かされてなかった時代の鬼。言いい換かえれば『よくわかんないけど危あぶなくて怖こわくて嫌いやな存そん在ざい』ってところかしら。まー要するに、妖怪っぽい存そん在ざいぜんぶのアーキタイプみたいなものなわけ。わかった？」

「……まあ、一いち応おう」

　不本意ではありますが。そういうもんなのだと言われれば納なつ得とくするしかない。

　で、僕が先輩の妖怪講座を受けている間、会長はあくまで現実的に悩なやんでいたようで。

「鬼だか何だか知らんがな。そんなもんが出るから倉庫棟は立入禁止ですとも言えんだろう」

「そこは適てき当とうにごまかしなさいよ。その理由を考えるのも君の仕事でしょ」

　副会長が景けい気きよく背せ中なかを叩たたくと、会長は「むう」と唸うなって黙だまり込こんでしまった。

　……ほんと、お疲つかれ様さまです。そう声を掛かけようとした時、ふと、隣となりの椅い子すで沈ちん黙もくを保たもっていたイタチさんの姿すがたが目に入った。

　そう言えば、美術室に戻もどってきてから、イタチさんの声をほとんど聞いてない。いつもなら勝かち戦いくさにせよ負け戦にせよ、会話に加わってこないなんてことはなかったんだけど。

「イタチさん？」

　声を掛けつつ、その横顔を見る。前まえ髪がみから額ひたい、つんと尖とがった鼻先、細いあごまでスッと通ったシルエットは言うまでもなく綺き麗れいなんだけど、何やら重くて哀かなしげなムードがその美しさにじわりと水を差していた。

「ほら、落ち込むのはわかるけどさ」

　仕方ないよ。そう声を掛けようとして。僕は気づいた。

　イタチさんの横顔に浮うかんでいるのは、「鬼」に力及ばなかった悔くやしさとかそいういうもんじゃない。そもそもこれは悔しがってる顔じゃない。

　そう言えば、この人がほんとに恐おそれるのは──起こってしまったアクシデントではなく──これから起こるかもしれない何かなのだ。稲いな葉ば先生に敗れた後、強くなりたいと語った不安げな顔が脳のう裏りにフラッシュバックした。

「……あ」

　ふいに、さっきのことを思い出す。僕と先輩が「鬼」から逃にげ回まわっている間、この人はずっと廊ろう下かの奥おくの暗くら闇やみを見つめていなかったか。注意が散さん漫まんなだけかと思ってたけど、化けイタチならではの感かん覚かくで、僕らには見えなかった何かを見ていたんじゃないだろうか。だとしたら？

「あの──イタチさ」

　あまり面おも白しろくない予感に駆かられながら、僕は再ふたたび声を掛かけようとしたのだが、

「それじゃ駄だ目め。立入禁止にしても……何も、解決しない」

　僕の先手を打つように。イタチさんは、静かに、そしてしっかりと、そう言った。

「ほわい？　それは要するに、あの鬼おにはいずれ外に出てくるかもー、ってこと？」

「ううん、それは大だい丈じよう夫ぶ。あれは守ってるだけだから、たぶん、あそこから、動かない」

「なんだそりゃ……って。今、何て？……『守ってる』？」

　ふざけていた経ふみ島しま先輩の口く調ちようがシリアスなものへと一変する。会長と新あら井いさんは「？」な表情を浮うかべているが、そっちのフォローは後だ。僕はとりあえずイタチさんの話に耳を傾かたむけた。

「うん。あの鬼は……奥のモノを、守ってたんだと思う」

「奥のモノ？　それって」

「ごめん、名前とか形は、わからないけど……でも、あれは、放っておいたら、絶ぜつ対たいに駄目。凄すごく悪くて禍まが々まがしいものが、あそこに居い着つこうとしてる。絶対に止めないと──」

　そこでスッと息を吸い込み、イタチさんは

「壊こわされるよ。学校も──それに、みんなも」

　強く、しっかりと断だん言げんした。そのきっぱりとした口く調ちようには、有う無むを言わせぬ迫はく力りよくがあり、僕は──いや、僕と先輩は、思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。

　そして、放ほう置ちされていた会長が、ようやく「……どういうことだ？」と口を挟はさもうとした、まさにその時。

「一いち応おう、気づいたようですわね。ひとまずは、褒ほめて差し上げましょう！」

　見み計はからったようなタイミングで（と言うか見計らっていたんだろうな、あれは）高らかな声が響ひびき渡わたり、そして美術室のドアがガラガラと開いた。

「しかしあなた方だけではあまりに力不足。ここは、そう今こそは！　この私の出番ですわね！」

　うわーシリアスなムードが一いつ瞬しゆんで吹っ飛ばされたなーと思いつつ、声の方向に目を向ける。と、そこには（見るまでもなくわかったが）、人通りの少ない廊ろう下かをバックに背せ負おい、何やら自信ありげにポーズを決める稲いな葉ば先生の姿があった。

　もう、何ですか、この忙いそがしいのに。

　その思いはみんな同じだったようで、

「悪いけど今とりこんでるので後にしなさい、いいわね」

「こら経島、仮かりにも先生にその口の利きき方かたは。すみません、先生には関係のない話です」

「そうですね。あ、生徒会室、みんな帰ったなら鍵かぎかけちゃってください」

「……何の用？」

　わあみんな毒どく舌ぜつだなあ。特に最後のイタチさん。冷戦状態は終わったかと思ってたんだけど、この二人、本ほん能のう的てきなところで仲が悪いようです。人の世に平和あれ。

　そんなアウェーな環かん境きようの中、稲いな葉ば先生は無む言ごんで辱はずかしめに耐たえていたが、意を決したのか、大おお股またでずかずかと歩み寄ってきた。無言で空あいている席から椅い子すを引き出すと、それを会長の隣となりにどんと置き、その上にズガンと座すわる。

　うわああ、先生の視し線せんが怖こわい。と言うかですね、何で僕を睨にらみますか！

「で、イタチちゃん。今の話なんだけど」

「ちょっと経ふみ島しま！　この期ごに及およんで無む視しを続けるとはどういうおつもり！」

「うっさいわね。今、立て込んでるって言ったでしょうが。あんたの耳はロバの耳？」

「失しつ敬けいな！　キツネです！」

　むきー、とわかりやすく怒おこる稲葉先生。おいおい公言しちゃっていいんですか、それ。

「キツネ……？」

　ああ、ほら、会長と新あら井いさんが怪け訝げんそうな顔をしていますよ。

「まあまあ、それよりも。先生、倉そう庫こ棟とうのこと、何か知ってるんですか？」

　なんで僕がフォローしてんのかわからないけど、とりあえず話をごまかすために口を挟はさむ。

「無む論ろん。だからこそ、こうして足を運んであげたのです。そこのイタチ娘の言う通り、実に悪質な何かが、彼かの地に根付こうとしているのは自明の理り。放ほう置ちしておくのは得とく策さくとは思えませんわね」

　全まつたく、気づくのが遅おそいですわよ、と稲葉先生は肩かたをすくめた。気づいてんなら早く言ってくださいよ。僕はそう訴うつたえようとしたが、イタチさんは空むなしく首を振ふってそれを止める。

　──キツネってのはそーゆーヤツなんだから言っても無む駄だ、ってことですね。了解。

「で？　そこまで言うからには、敵てきの正しよう体たいもお見通しってことなんでしょうね」

「はい？　存ぞんじませんわよ、そんなもの」

　先輩の質問に、なぜか胸むねを張はって答える稲葉先生。

「そもそも、妖よう怪かいの名前だの分類だのは、あなた達人間が勝手に付けたもの。そんなものまでこの私が把は握あくしているとお思いで？　私に言えるのは、あそこに何かのっぴきならないモノがいるから早そう急きゆうに駆く除じよしないと後々面めん倒どう、ということだけですわ」

「……そんなこと、いちいち言ってもらわなくても、わかってる」

　ボソッと（それでいて先生には聞こえるように）イタチさんがつぶやいた。すごく同感。

　と、そこで、聴ちよう衆しゆうに回っていた新あら井いさんが「あの、ちょっと良いかしら」と小さく挙きよ手しゆした。

「先生の話聞いてると、まるで自分は人間じゃないみたいな感じなんですけど。それって」

「ああ。それは私、妖怪ですから」

　新井さんの疑問に、稲葉先生はあっさり答えてしまう。言っちゃっていいんですか、と慌あわてそうになったが、そう言えばこの人って初しよ対たい面めんの時も自分から正しよう体たいバラしたんだよなあ。

　よし、ほっとこう。

「え。……妖よう怪かい？」

「ええ、そうですわ。金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねの稲いな葉ばです。今後ともよろしくお見知りおきを。あ、ちなみに、その伊達だてとか名乗っている小娘も私の同類ですわよ」

　そう言うと先生は、その両目を紅あかくぎらりと輝かがやかせ、ついでに全身から金色の妖よう気きをぶわっと噴ふき出だしてみせた。証しよう拠こってことなんだろう。

「は、はあ。……ねえ伊達さん、今のは」

「うん、本当」

　これまたあっさりと肯こう定ていしてしまうイタチさん。新あら井いさんは「あ、そうなの」と答えるのが精せい一いつ杯ぱいだったようです。そりゃ驚おどろくよなあ。

　だが、その隣となりの会長はと言うと、

「そうか、そういうことなら心強い。でだ、話を戻もどしたいんだが」

　全然気にしてない様よう子すなので僕はさらに驚いた。驚いたので聞いてみる。

「……あの、会長？」

「ん。何だ、白しら塚つか」

「驚いたり慌あわてたりしないんですか？」

　そう尋たずねると、会長は「多少は面めん食くらったがな」と前置きし、事も無げに答えてくれた。

「別に我々を取って食うわけでもないんだろう？　そんなつもりなら、とっくに被ひ害がい者しやが出てるだろうしな。俺は稲葉先生も伊達くんも信用できる人間だと──ああ、人間じゃないのか、とにかく信用しているし、それは二人が何であろうと揺ゆらぐようなもんじゃない。だったら今まで通りに接するだけの話だ。それより当面の問題は倉そう庫こ棟とうだ。違ちがうか？」

「いいえまったくもってそのとおりです」

　反論の余よ地ち無し。会長の意見は圧あつ倒とう的てきに正しい。僕はちょっとこの人を見直した。

「……現実主義もそこまでいくと、ある意味、立りつ派ぱね」

「ほっとけ。それよりも、だな」

「はいはい倉庫棟ね。ほんとにもう立派な生徒会長であらせられちゃうんだから」

　経ふみ島しま先輩は嬉うれしそうにそう応おうじると、「まあ要するに」と話を戻す。

「とりあえず言えるのは、あそこにろくでもないものが居い座すわろうとしてるから何とかしなくちゃいけない、ってことね。確認したわけじゃないけど、そこはイタチちゃんとおキツネ様の感かん覚かくを信じるとして。信じていいのよね？」

　こくん、とうなずくイタチさん。「当然」と胸むねを張はる稲葉先生。

「オッケー。で、対たい処しよ法ほうなんだけど……さてどうしたもんかしら、ねえ白しら塚つか三等兵」

「何で僕を見るんですか。そこを考えるのが先輩の役目でしょうに」

　あと、さりげなく階級を下げないでください。

「ほほう、自分の無力を認みとめるとはいい度ど胸きようねコノヤロウ。……しかし、祓はらうにしても鎮しずめるにしても、相手の正しよう体たいがわからなくちゃ手の打ちようがないのよ。力ちから任まかせでどうにかなるなら苦労しないんだけど……そこんとこ、イタチ特務大たい尉いとしては、どうかしら」

「やってみなくちゃわからないけど。……あんまり、自信はない、かな。あたしの術、鬼おににも通じなかったんだし……」

　イタチさんは心細そうにそう答えると、目を伏ふせてしまう。掛かける言こと葉ばが見つからないのが口くち惜おしい。気まずい沈ちん黙もくが流れ出す。

　と、稲いな葉ば先生が呆あきれたように声を発した。

「何を辛しん気きくさくなっているんですの？　あちらから来たものなのだから、あちらへ送り返してしまえばいいのではなくて？」

「送り返す？　阿あ呆ほかね君は。そんなことがホイホイできたら」

「待って」

　先輩が反論しようとしたが、それを遮さえぎったのは意外にもイタチさんだった。

「それって……倒たおすとか、消す、とかじゃなくって……ただ、彼ひ岸がんに押おし戻もどす、ってこと？」

「飲み込みが早くて助かりますわ。この方法なら、相手が何であろうとお構かまいなし。むしろ、敵てきの妖よう力りよくが大きいほど、彼岸に近い存そん在ざいであるわけだから」

「そうか。押し戻すのも、簡かん単たんになる……？」

「ええ。あなた、滅めつすることは不ふ可か能のうでも、それくらいはできるのではなくて？」

「うん、うん。……そう……それなら、できる……と思う」

　ゆっくりと納なつ得とくするイタチさん。おおこれはもしかして。だが、その直後、ふいにイタチさんの顔が曇った。

「でも。そのためには、彼岸への通路が、開いてないと……」

「あー、そう来たか。それってどうすりゃ開くわけ？」

「うーん……妖よう怪かいが、彼岸と此し岸がんを行き来する時には、自動的に開くんだけど……」

　イタチさんの言葉はそこで途と切ぎれた。そして、その視し線せんが僕を見る。

　──ああ、あのことを言おうとしたんだろうな、というのは直感できた。だが、僕はそれを口に出せなかった。確かに、それなら確実なんだろうけど。

　その選せん択たく肢しは、選びたくない。

「ま、そんなもんが都つ合ごう良よく開くはずもないか。で？　そこらへんどうなのキツネ。言い出したからにはアイディアあるんでしょうね」

「ありませんわよそんなもの」

「ないんかい」

　先輩のツッコミが入り、そして気けだるい沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　と、先生の妖よう怪かい宣せん言げん以来、傍ぼう観かんしていた新あら井いさんが「それって、たとえば」と口を開いた。




　で。

　新井さんのアイディアを聞くこと、約十分。

「なるほど」

「……筋すじは通ってるわね」

「不安要素もありますが、私がいれば大だい丈じよう夫ぶですわ」

「凄すごい。輝ひかる、天才」

「そ、そう？　ちょっとした思いつきなんだけど」

　照れる新井さんと、それを褒ほめちぎる一同。さっきまでの沈ちん鬱うつムードの反動か、皆さん、テンションがやたらに上がっております。いやー一時はどうなることかと。
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「よーし、じゃあ作戦成立ってことで。決行は今夜の」

　そして先輩がそう締しめようとしたのだが、そこに

「待て。倉そう庫こ棟とうには、そもそも形のない鬼おにとやらがいるんだろう？　そっちはどうする？」

　あくまで冷れい静せいに会長が突っ込んだ。

「あ、そう言えば」

　……忘わすれてた。そして再ふたたび訪おとずれる沈鬱タイム。ふう、と溜ため息いきを吐つきながら、会長が尋たずねた。

「なあ。今まで、君らは、色々と退たい治じしてきたわけだろう？」

「僕らと言うより、イタチさんが、ですが。攻こう撃げき力りよくがあるのはイタチさんだけですし」

「もしもーし。私もそれなりに貢こう献けんしてるんですけど。主に頭ず脳のう労働で」

　経ふみ島しま先輩が不満げにつぶやくが、会長は「それはさておき」と受け流し、話を続ける。

「そいつらには攻撃が効きいて、倉そう庫こ棟とうの鬼おにには効かないのはどうしてだ？」

「さっき言ったでしょ。実体がないんだから焼いても切っても意味ないのよ」

「わからないのは、そこなんだがな。今まで君らが対たい応おうしてきた妖怪には──何で、実体があったんだ？」

　へ。そんなこと言われても。

　僕とイタチさんは「何でなんでしょうね」という表情を浮うかべるしかなかった。

「何でって言われてもね。たぶん、文ぶん献けん資し料りようとか絵かい画が資料、あとは伝でん承しようなんかにしっかりした描びよう写しやが残ってる妖よう怪かいは、その情報が反映された結けつ果か、明めい確かくな実体を伴ともなって現れる──ってことなんだろうけど」

「それはつまり、具体的な設せつ定ていがあれば、妖怪は実体を持って現れる、ということか」

　先輩の話に振ふり落おとされずに付いていき、的てき確かくな相あい槌づちを打つ会長の姿すがたにちょっと感動。「この二人、意外といいコンビなのかも」とか、どうでもいいことを思いつつ、僕は傍ぼう観かん者しやに徹てつする。見たところ、新あら井いさんも稲いな葉ば先生もイタチさんも、同じことを考えているようです。

「ん、まあね。古いタイプの妖怪は、漠ばく然ぜんとした設定しか残ってないから、そこらへんが曖あい昧まいなのよ。詳くわしい設定を記しるした文献とまではいかなくても、せめて絵の一枚でも残ってれば、それに応おうじた姿で実体化してくれるんだろうけど」

「そういうものか。──ならいっそ、こちらから姿形を指定してしまうことはできないか？」

「あんた簡かん単たんに言うけどね、そんなことがどうやって……って。ん。待てよ」

　と、先輩の眼鏡がふいに僕を捉とらえ、そしてきらーんと輝かがやいた。

「ねえ白しら塚つか。私、今、素す敵てきなことを思いついてしまったの。ええ、とっても素敵なことを」

　あ、なんだか本ほん能のう的てきに嫌いやな予よ感かん。




　で。

　先輩の素敵な思いつきとやらを聞くこと、再ふたたび、約十分。

「うーむ。理り論ろん的てきには行けそうだが」

「絶ぜつ対たい大だい丈じよう夫ぶ。私の後輩を信じなさい。こいつはそれしか能のうがないんだから」

「無む理りしちゃ駄だ目めよ。ほんと、色々迷めい惑わくかけてごめんね」

「とりあえず、健けん闘とうを祈りますと言っておきますわ」

「……まあ、死なない程てい度どに無理してきます」

　皆さんの激げき励れいに、適てき当とうに答える僕。もっと意い気き込ごんだり怖こわがったりすべき場面なんだろうけど、実感が湧わかないので、こんな反はん応のうしかできません。そんなことを思いながらイタチさんに目をやると、彼女は、ふっと力の抜ぬけた微笑ほほえみを浮うかべてくれた。

「頑がん張ばろうね、真しん一いち」

「うん！」

　打って変わった強い口く調ちようで即そく答とうする僕。イタチさんのその一言だけで「よっしゃあ頑張ろう！」と思えてしまうのだから、僕もたいがい単純な奴やつだなあ、と思うが、この嬉うれしさはどうにもならない。よし頑張ろう、やれ頑張ろう。

「はいはい、じゃあ今度こそ作戦成立ってことで。決行は今夜九時、集合場所は美術室！」

　そして先輩が力強く宣せん言げんし、この場はいったんお開きとなった。

「……しかし、なんだか歯は痒がゆいな。すぐにでも行動したいんだが」

「仕方ないでしょ、伊達だてさんの本ほん調ちよう子しが出るのが夜なんだから」

「そういうこと。あと二時間半ぐらい辛しん抱ぼうしなさいな、早い男は嫌きらわれるわよ？」

　背せを伸ばしながら、僕を含ふくめたみんながわらわらと立ち上がる。

　と、先輩にポンと肩かたを叩たたかれた。

「白しら塚つかー。私ら、適てき当とうに食べてくるけど、あんたどうする？」

　んー。時間的には一度帰ってもいいんだけど、せっかくだし付き合うか。

「いいですよ。どこ行くんです？」

「たぶん『キラートマト』かな」

　つーことは、チリか。僕は嫌きらいじゃないけど、イタチさんに目を向ければ、案あんの定じよう、困こまったような笑えみを浮かべていた。あ、やっぱり。激げき辛から系けいは苦にが手てなんだよな、この人。

　だったら僕の答えは決まってる。

「すいませんけどパス」

　と、先輩もその答えを予よ測そくしていたのか、にかっと笑った。

「おっけい。じゃ、あとは若い者どうしでごゆっくり」

　そして去ってゆく二年生の皆さん（と生徒会顧こ問もん）。彼らを見送った後、僕は改めてイタチさんに尋たずねる。

「どこ行こっか」

「……『なにわ』か『かわむら』、かな。ごめんね、付き合わせちゃって」

　少し申し訳なさそうに微笑むその顔は、いつものことながら美しくって可愛かわいくて。いえいえ、その笑顔が見られるのなら、たいがいのことはやりますよ僕は。

「じゃ『かわむら』で。イタチさん何食べる？」

「いつものハーブチキンセット。真一はまた卵焼き定食？」

「いや、たまには奮ふん発ぱつする。だから今日は焼やき豆どう腐ふ定食」

「それ、ほとんど値ね段だんは変わらないよ」

　イタチさんが楽しそうに笑う。

　そんなことない、と笑い返した僕の顔は、どうしようもなくにやけきっていたはずだ。
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「アロー、アロー。こちらリトルアルバトロス。聞こえてるならお返事どうぞ？」

　場ば違ちがいに能のう天てん気きな声が、「生徒会備び品ひん」とラベルの貼はられたインカムから響ひびく。意外とはっきり聞こえるもんだな、と感心しつつ、僕は小声で応おう答とうした。

「はいはい、こちら白しら塚つか。イタチさんと現場に着きました。夜中の倉そう庫こ棟とうはけっこう不ぶ気き味みです。幸さいわい月が明るいので視し界かいは良好。どうぞ」

　別に声を潜ひそめる必要はないのだが、なぜか小声で答えてしまったのは、このインカムというアイテムのせいだろう、たぶん。そんなことを考えながら返事を待っていたのだが。

「……もしもし先輩？　聞こえてます？」

「聞こえてるけど無む視ししたの。コードネーム使えっつたでしょうが。はい、こちらリトルアルバトロス、ホワイトマウンド応答どうぞ？」

　不ふ機き嫌げんな声が耳に届とどく。インカムの故こ障しようではなかったようで、とりあえずは一安心。

「へいへい、こちらホワイトマウンド。イタチさん……じゃなかった、デンジャラスフェレットも元気です。しかし、このコードネーム、何の意味があるんです？」

「気分よ」

　言いい放はなちやがったな、このやろう。思わず絶ぜつ句くした僕を見て、少し先行していたイタチさんがくすっと笑った。インカムを付けていないイタチさんには今のやりとりは聞こえてないはずだから、僕の反はん応のうを見て会話を想そう像ぞうしたんだろう。そしてその想像はたぶん正しい。

「うむ、よろしい。あ、こっちも異い常じようなしね。オオエドブリッジ、ニューズウィーク、あとマダム・ザ・フォックス、みんな揃そろって良い感じ」

　リトルアルバトロスこと経ふみ島しま先輩の満足げな返事。その周まわりで、やれやれと肩かたをすくめる新あら井いさん達の姿すがたが目に浮うかび、僕は思わず苦く笑しようした。自分のコードネームはせめて「レイディ・フォックス」にしろと騒さわいでいたあの人は、大人しくしているだろうか。

　と、ふいに、リトルアルバトロス先輩の口く調ちようが落ち着いたものに切り替わる。

「というわけで、こっちの準じゆん備びは完了。一足先に始めるから、後はよろしく」

「了解しました。頑がん張ばってくださいよ」

「おっけー。てか、それはこっちのセリフ。死んじゃダメよ？」

　けらけら、と笑う声が響き、インカムの向こうが静かになった。そして一呼吸の間を挟はさみ、

「んじゃ第一話は私からってことで。とりあえずは定番中の定番、ムジナの話ね。夜道を歩いていた若者に、顔を隠かくした男が道を尋たずねて──」

　テンションを抑おさえた先輩の声が耳に届とどいた。通信モードを切ってはいないものの、インカムに向かって話しているわけではないので、内容ははっきりとはわからない。

「始まった？」

　イタチさんが尋たずねてきたので、僕は無む言ごんでうなずき、そして美術室の方ほう角がくに目をやった。ここからでは見えないけど、今いま頃ごろあの部へ屋やの中では、百本のロウソクが煌こう々こうと灯ともっているはずだ。

「……しかし、ほんとに上手うまく行くのかな、あんなので」

「大だい丈じよう夫ぶ。彼ひ岸がんへの通路を開くには、確かな方法だよ──『百物語』は」

　百物語をやろう。

　新あら井いさんの立てた計画を一言で言えば、そうなる。

　そもそも百物語とは、百本のロウソクを用意し、順番に怪かい談だん奇き談だんを語っていくというイベントだ。一つの話を終える度たびにロウソクを一本ずつ吹き消していき、最後の一本を消した時、異い界かいへの扉とびらが開いて妖よう怪かいが出るという、まあ、大変にうさんくさい儀ぎ式しきなのだが、妖怪さんに言わせると「なかなかバカにできない、確実性の高い方法」らしいのだ、これが。

　百話というとかなりハードルが高いように思えるけど、妖怪がらみの話なら無む駄だに詳くわしい先輩と、学校の怪談系の噂うわさ話ばなしは一通りチェック済ずみの新井さんがいるので、そこらへんはたぶん大丈夫だろう。あんまり役に立ちそうもないけど、会長と稲いな葉ば先生もいることだし。

　──で、百話目が終わって彼岸への通路が開いたら、稲葉先生の出番。ご自慢の妖よう術じゆつで、通路の出口を倉そう庫こ棟とうの奥へと強ごう引いんに繫つないでくださることになっている。あとはイタチさんがターゲットを力ちから任まかせにその穴に放り込めば、めでたくミッションコンプリート、という計画なのです。素人しろうと的てきには、開いた通路の向こうから何かが出てきちゃうんじゃなかろうかとも思うが、

「そんなの、あっちが這はい出でてくる前にこっちから放り込んじゃえばいいのよ。ねー」

「全まつたくもってその通りですわ。何を悩なやむことがあるのかしら」

　先輩と稲葉先生が自信満々にそう言いい張はる以上は信用するしかないわけで。

「……なんだか、改めて考えてみると、ものすごく粗あらい計画だな」

　思わず漏もれる独り言。と、倉庫棟のドアに手を掛かけていたイタチさんがふと振ふり返かえる。

「真しん一いち？　何か言った？」

「いや、何でもない」

　そう言いつつ、僕は自分の装そう備びを確認した。向こうのことより、今はこっちに集中しないと。

　右手に２Ｂの鉛えん筆ぴつ一本、左手にはスケッチブック。倉庫棟のドアを、さらさらっと宙に描かいてみた。よし、手首は問題なく動く。

「──イタチさん、それじゃそろそろ」

　その呼よびかけに、イタチさんは、爽さわやかにそして頼たのもしく「うん」とうなずくと、

「始めるよ」

　倉庫棟のドアを静かに開けた。

　その瞬しゆん間かん、

「真しん一いち！　来る！」

「わかってる！　ってかわかった！」

　イタチさんと僕の叫さけびが綺き麗れいに重なり、そして二人の体が左右に飛ぶ（まあ、正確に言えば、イタチさんは「跳とぶ」、僕は「すっ転ころぶ」なのだが）。ほぼ同時に、今まで僕らが立っていた場所の土が、ぼこっ、とえぐられた。太い爪つめで削けずり取とったような跡あとが残る。

　僕らを仕し留とめ損そこなった半はん透とう明めいの怪かい物ぶつは、倉そう庫こ棟とうの入り口に立たち塞ふさがったまま、声にならない怒ど声せいを上げた。うわー、昼間よりも迫はく力りよくが増ましてるような。

　と、鬼おにの頭の部分で、オレンジ色の炎ほのおが、ぼん、と弾はじけた。

　ぎやあ。妙みような悲ひ鳴めいとともに、鬼の頭が半分ほど吹っ飛ぶ。だが、それも一いつ瞬しゆん。薄うすぼんやりとした霧きりがすぐに集まり、でっかい頭を再さい構こう成せいしてしまった。わあ便利。

「……やっぱり、効きかないか」

　イタチさんは冷れい静せいに鬼を見つめると、僕に尋たずねた。

「真一……どう？　見える？」

「あ、うん。何となくだけど」

　答えつつ、スケッチブックを持つ手に力を込め、右手の指で鉛えん筆ぴつを握にぎり直なおす。そして僕は

「でも。これだけ見えれば──充じゆう分ぶんだ！」

　それこそ鬼のような勢いきおいで、鉛筆をスケッチブックの上に走らせ始めた。

　暗くら闇やみにぼんやり浮うかぶその姿すがたに、肌はだで感じる凶きよう暴ぼう性せいや悪あく意いなんかを重ね合わせ、こいつの明めい確かくな姿すがたを頭の中でイメージし、それを描かく。と言うか、イメージするのをすっ飛ばして、反はん射しや的てきにガンガン描いていく。

　と、ぞくりと悪お寒かんを感じた。見上げた僕の目の前で、ぶっとい腕うでが振ふり下おろされる。

　げ、やばい。

　そう感じた瞬しゆん間かん、ひゅおん、と響ひびく風かざ切きり音おん。鬼の二の腕から先が霧きりのように消し飛んだ。

「真一は、描くのに専せん念ねんしてて！　大だい丈じよう夫ぶ、絶ぜつ対たい……絶対、守るから」

「ありがとう！」

　叫びつつ、ちょっと後こう退たい。その間も鉛筆は止まることなく走り続け、そして、数十秒後、

「……よしできたあっ！」

　ものすごくラフだけど、僕は鬼の全身像を描き上げた。

　ずんぐりした頭、真っ黒の目、むくんだような太い腕に太い足。赤ん坊を巨大化させたような怪物が、スケッチブックの上に描かれている。ラフスケッチにも程ほどがあるような仕上がりだけど、押さえるべきポイントはクリアしてるはず。さあどうだ、と思って見上げてみると、

「……おわ」

　今まさに描き終えたばかりの怪物の姿がそこにあった。ずんぐりした頭、真っ黒の目、太い腕うでに太い足。

　予定通りとは言え、さすがに驚おどろく。そして、数時間前の美術室での会話を思い出した。

　先輩曰いわく、この鬼おにが実体を持っていないのは、伝でん承しようや記録の中で明めい確かくな姿すがたが設せつ定ていされていないから。なら、こちらから詳しよう細さいな姿形を指定してやれば実体化するはず。実体化さえすれば、腕わん力りよくしか武ぶ器きのない妖よう怪かいだから、あとはイタチさんがどうにでもしてくれる、とのこと。

「はあ。しかし、妖怪の姿を指定するって、どうやるんです？」と僕が尋たずねると、あの小さい人は「描かきゃいいのよ。何となくこいつはこんな形かなーってのを、そのまま、さらさらと。あんたの専売特許でしょうが」と答えやがったものである。

　あの話を聞いた時は半はん信しん半はん疑ぎだったけど、まさかほんとに上手うまくいくとは思いませんでした。

　と、ふいに。鬼の頭を包むように、ぼうん、と丸い炎ほのおが上がる。

「やった？」

「……ううん、駄だ目め。確かに、形は濃こくなったけど……実体が、まだ、薄うすい」

　イタチさんはそう歯は嚙がみすると、「でも」と付け足した。

「御み崎さきの言ってたことは、正しいよ。こいつは、確かに、真しん一いちの絵に影えい響きようされてる。だから……って、危あぶない！」

　再ふたたび振ふり下おろされる鬼の剛ごう腕わん、そして、これまた左右に飛とび退のく僕ら。単調で単純な攻こう撃げきなので避よけやすいのはありがたいんだけど、いつまでも逃にげてるわけにもいかない。イタチさんはともかく、僕はいつか息が上がって倒たおれる。それはもう確実に。

　さあどうしたもんかと思いながら目を上げると、まだほんの少し透とう明めい感かんを残した鬼の、再さい生せい中の顔が目に入った。畜ちく生しよう、我ながらひどいデザインだ。話が全然通じそうもない顔つきなのが、何とも腹立たしい。

　……まあ、僕がゼロから考えたわけじゃなくて、こいつの持ってる特質をそのまんま絵にしたらこうなったんだから、自分のセンスを責せめる必要はないんだろうけど。

「イタチさん、どうする？」

「絵を完成させて！　絵ができあがった時、この鬼の姿は、完全に固定されるはずだから」

　切せつ迫ぱく感かんを帯おびたイタチさんの声。そう言われても、じっくり描き込む時間も、ペンも絵の具もないわけで、そんな状じよう況きようで絵を完成させろと言われても。

　──ん。待てよ。もしかしたら。

「これで……どうだ！」

　半ばヤケクソ気ぎ味みに叫さけびつつ、僕は鬼の絵の片かた隅すみに鉛えん筆ぴつを踊おどらせた。「Ｓ」と書き、そしてその横にまた「Ｓ」。白しら塚つか真一のイニシャルだ。どんな完成度であれ、描き手のサインが入ればその絵はとりあえず完成したと見なされる……はずだ！　たぶん！　ほとんど懇こん願がんに近い思いで僕がサインを入れ終えた、その瞬しゆん間かん、

「あ」

　目の前の鬼おにが、完全に質量と質感を持った実体として確立した。理り屈くつじゃなくて感かん覚かくでわかる。もうこいつはこっち側の存そん在ざいだ。よし！　思わずガッツポーズも出るさ！

　って、それは。こいつの攻こう撃げきにも、質量分の威い力りよくが上乗せされるってことじゃないのか？

　そう直感した僕に向かって、鬼は渾こん身しんのパンチを繰くり出だしてきた。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい！

　悲ひ鳴めいにならない悲鳴を上げつつ、僕はわたわた後ずさる。

　と、その前に、軽く降おり立たつ細い影かげ。その人の細い指先が、スッと空中に弧こを描えがいた。

　ひゅおん。

　瞬しゆん時じに形成された三日月型の空気の刃が、眼がん前ぜんの巨大な肉にく塊かいに向かって放たれる。

　──ざす。静かに響ひびいたのは、鈍にぶくて鮮あざやかな切せつ断だん音おんで。

　そして一いつ瞬しゆんの後、倉そう庫こ棟とうの入り口には、縦たてに両りよう断だんされた鬼の半身が転ころがっていた。

　……すげえ。

　と、うまく声が出ない僕に向かって、その綺き麗れいな人は優やさしく振ふり返かえり、微笑ほほえんでくれた。

「やったよ」

「……あ、うん。やったね」

　オウム返しに答える僕。いつもならここで感かん激げきしながら抱だきついてイタチさんを大いに照れさせるのだが、今回に限かぎっては、そんな気分になれなかった。

　どうしてかと言うとですね、

「で。イタチさん、あの」

「……わかってる」

　イタチさんの表情がふいにキッと引ひき締しまり、その瞳ひとみが力強く倉庫棟の中を見み据すえた。

「……まさか、増ふえてるとは思わなかったな」

　思わず漏もれる独り言。湿しめっぽい空気と暗がりの中には、たった今片づけたような薄うすぼんやりしたモノが、うようよと漂ただよっているのが見える。おいおい何匹いるんだ。

　そうげんなりしかけた僕の肩かたに、イタチさんの小さな手が置かれた。あ、暖あたたかい。

「頑がん張ばろう。……行くしか、ないんだから」

　決して押しつけがましくないけれど、それでいて十分に力強い笑え顔がお。即そく、勇気百倍。

「確かに。これじゃなおさら、放っとくわけにもいかないし」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに僕はうなずき、鉛えん筆ぴつを握にぎり直なおした。幸さいわい、新しいスケッチブックを持ってきたので、白紙のページはまだ十分。鉛筆も予よ備びがあるから何とかなるだろう──たぶん。

「よし。イタチさん、それじゃ、改めて」

「うん。行こう……真しん一いち」

　目もく標ひよう、倉庫棟の最さい奥おう部ぶ。

　視し線せんを交かわして頷うなずき合あった僕たちは、魑ち魅み魍もう魎りようの蠢うごめく暗くら闇やみへと、同時に一歩を踏ふみ出だした。
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「イタチさん、次、出すよ！　右の前！」

　振ふり抜ぬかれた半はん透とう明めいの尻尾しつぽを必ひつ死しに避よけつつ、僕はイタチさんに呼よびかけた。

「うん、来て！」

　赤くてぶよぶよした怪かい物ぶつを切きり伏ふせていたイタチさんの返事を待って、僕は「Ｓ・Ｓ」のサインをスケッチブックの余よ白はくに書き付ける。

　ワニのように巨大な口を備そなえた、四つんばいで毛むくじゃらの怪物が、イタチさんの右前に実体化する。そいつはこの世に存そん在ざいできたのが嬉うれしいのか、大口を開けて吠ほえようとしたが、産うぶ声ごえを上げることは叶かなわなかった。無む駄だにでかい口の中で、オレンジの火球が爆ばく発はつしたからだ。

　しゃげえええ、と断だん末まつ魔まの叫さけびを残し、ワニ口の怪かい獣じゆうは煙けむりを上げて動かなくなる。

「よし、三十六匹目」

　イタチさんの控ひかえめなガッツポーズがびしっと決まった。その周まわりには、色も形も全まつたく異ことなった、何とも統とう一いつ感かんのないデザインの怪物のパーツや燃えかすがゴロゴロと転ころがっている。

　異い様ような死体の山の中、破れた窓から差し込む月明かりを浴あびて立つイタチさんの姿すがたは、息を飲みっぱなしになるほどに凜りんと美しかった。ああ飛びつきたい、そして描かきたい。

　そんな衝しよう動どうをねじ伏せつつ、僕は素す早ばやく周しゆう囲いを見み渡わたした。……うん、すぐに襲おそってきそうな気け配はいはない。これは、一区切り付いたと思っていいんだろうか。

　と、イタチさんも同じことを考えたのか、ふいに「んー」と背せを伸のばし、僕を見て微笑ほほえんだ。

「良い感じだね、真しん一いち」

「とりあえず、って感じではあるけどね。お疲つかれ様さま」

　苦にが笑わらいで応おうじつつ、僕は鬼おに達の死し骸がいの山を見回し、改めて安あん堵どの溜ため息いきをこぼす。

　最初、あの数を見た時はどうなることかと思ったが、いざ突とつ貫かんしてみると、これが意外に順調だった。鬼が来る。僕が描く。絵にサインを入れて実体化させるその瞬しゆん間かん、間かん髪はつ入いれずイタチさんがトドメの一いち撃げき。このコンボは今のところ百パーセント有ゆう効こうだ。イタチさんも僕も、この通り生きているのが何よりの証しよう拠こです、うん。

　とか何とか感かん慨がいを嚙かみ締しめていると、何やら神しん妙みような顔をしたイタチさんが僕を見ていた。

「……ね、真一。まだ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　スケッチブックならあと半分以上残ってるし、削けずった鉛えん筆ぴつも半ダース。当分、保もつよ」

　こんなに消しよう費ひが激はげしいとは思わなかったけどね。無む駄だに念ねん入いりな自分の性しよう分ぶんに感かん謝しやしつつ答えると、イタチさんは「……そっちじゃなくて、真一の体のことなんだけど」と困こまったような笑えみを浮うかべたが、「でも、その調ちよう子しなら」と明るく笑ってくれた。

「大だい丈じよう夫ぶそうだね。……じゃ、進もうか。奥おくまで、あと少しだし」

「よし、もう一ひと踏ふん張ばり──と、その前に。ちょっと待って、一いち応おう先輩に連れん絡らく入れとく」

　さらに奥へ進もうとするイタチさんを制しつつ、僕はインカムに呼よびかけた。

　さっき確かく認にんした時は「現在、六十九話目。特に問題なく進んでるので自分の心配してんさい」とのことだったので、時間的にはもう九十話くらいには到とう達たつしてるはずだけど。そんな予よ測そくをしながら返事を待っていると、イヤホンの向こうから能のう天てん気きな声が届とどく。

「はいはい、こちらリトルアルバトロス。そっちはまだ生きてるみたいね」

「縁えん起ぎでもないこと言わんといてください。えーと、廊ろう下かにうじゃうじゃしてた鬼おにはイタチさんがあらかた退たい治じしましたので、今からさらに奥に向かいます。どうぞ」

「あれま順じゆん調ちようじゃん。鬼がわんさか、って聞いた時はどーなることかと思ったけど」

「おかげさまで。そっちはどんな感じです？」

　僕は気軽に尋たずねたのだが。……あれ、返事がないぞ。イタチさんが「どうしたの？」と目で聞いてくる。わからない、とジェスチャーで示しつつ、僕はマイクに呼びかけ続ける。

「もしもーし？　もしもし、せんぱ」

「聞こえてるわよ、もう」

　唐とう突とつに、先輩のぶっきらぼうな声が響ひびいた。声の調ちよう子しがなんか違ちがう？

「あのさ。良い知らせと悪い知らせがあるんだけど、どっちから聞きたい？」

　何だそりゃ。不ふ穏おんな予よ感かんを覚えつつ、僕は「じゃあ、良い知らせから」と答えた。

　と、先輩の声がすぐ返ってくる。

「ついさっき、九十五話目が終わりました」

「良い調子じゃないですか。で、悪い知らせって？」

「いや、それがね、えーと、実は、何つーか」

　もごもご、と煮にえ切きらない声。よく聞こえないんですけど、と聞き返そうとした時、

「ごめん！　ネタが切れた！」

　開き直った声がイヤホンの向こうから轟とどろいた。

　……何ですと？

「いやー、私のレパートリーと新あら井いの持ちネタ合わせりゃ、百は軽いと思ってたんだけどね、これが意外に被かぶってる話が多くってさあ。キツネと江え戸ど橋ばしはとっくに持もち駒ごま使い切ってるし、残すところ五話で進しん退たい窮きわまっちゃってるのよ、実は」

「実は、じゃないですよ！　どーすんですか、これから」

　思わずマイクを怒ど鳴なりつけてしまう。と、新井さんの声が割り込んできた。

「ごめん白しら塚つかくん。こっちでも、何か手はないか考えてみるから──」

「真しん一いち」

　インカムでの会話に熱中していた僕を、イタチさんの凜りんとした声が呼よび戻もどした。

　弾はじかれるように目を上げると、廊ろう下かの奥おくの暗がりに、ほっそりしたシルエットが見えた。

　また新あら手てか！　すでに臨りん戦せん体たい勢せいに入っていたイタチさんのところへ駆かけ寄よりながら、スケッチブックと鉛えん筆ぴつを握にぎり締しめる。とりあえず先輩達との話は後だ、殺されたら元も子もない。

　そう考えながら、僕は、その影かげをキッと見み据すえた。さあ姿すがたを見せてみろ──って、あれ？

　暗い廊下の突き当たりにゆらりと立つそいつは、今までの鬼おにとは明らかに違ちがった。大きさとかデザインも違うんだけど、そういうレベルじゃなくて、もっと根本的なところで何かが違う。

「こいつ、実体が……ある？」

　口から漏もれた独り言に、こくり、とうなずくイタチさん。その全身には、さっきまでとは比べものにならないレベルの緊きん張ちよう感かんと危き機き感かんがみなぎっていて。

　それに気づいた時、僕は悟さとった。

「──イタチさん。つまり、こいつが」

「うん。倉そう庫こ棟とうの奥の、嫌いやな気け配はいの正しよう体たい」

　ああ、道理で。部下が全ぜん滅めつしたのでボスが直じき々じきに出てきたってことか。納なつ得とくすると同時に、物もの凄すごい悪お寒かんが僕の背せ中なかを走はしり抜ぬけた。さあどうする。

「もしもし？　白しら塚つか？　聞こえてる？　つーか生きてる？」

　経ふみ島しま先輩の呼よび声ごえが右の耳に響ひびき、僕はそれで我に返った。

「生きてます。あと、出ました」

「出た？　何が……って、ラスボスか」

　さすが先輩、察さつしが早い。僕の沈ちん黙もくを肯こう定ていと受け取ったのか、先輩は重ねて質問してきた。

「見た目の特とく徴ちよう、手早くどうぞ。弱点持ちの妖よう怪かいだったらラクなんだけど」

「人間っぽいシルエット、昔話の天てん女によみたいな服ふく装そう。身長百六十から七十」

　あの妖怪が動かないことを確かく認にんしつつ、僕はインカムに話し続ける。

「首の上には、鳥か獣けものか、とにかく人間じゃないデザインの頭が乗ってます。牙きばが凄すごい」

「……人型で天女で獣じゆう面めん人身？　聞いたことあるような、ないような……」

　と、その妖怪は、ふいに牙だらけの口を開き、ぶわあっと周まわりの大気を吸い込んだ。細い腹がぼこっと膨ふくらみ、そして──

「ギ──シャアッ……」

　耳みみ障ざわりな嬌きよう声せいとともに。そいつの口から、半はん透とう明めいの何かが押し出されてきた。

　……ああ、なるほど。こういう仕組みで増ふえてたわけか。同じことに気づいたのか、イタチさんが小さく舌した打うちする。

「空気を吸って、口から鬼を吐はいてます」

　と、マイクにそれを告つげたとたん、先輩の息を飲む声が耳に伝わった。

「……最っ悪。天あまの逆ざ毎こよ、それ」

「あまのざこ？」

　聞いたことない名前です。目の前でゆっくりと動き出しつつある鬼おにの姿すがたをスケッチブックに描かきつつ、僕は首を傾かしげた。イタチさんに目で合図しながらイニシャルを書き入れる。ぼうん、とオレンジの炎ほのおが破は裂れつし、生まれたばかりの青い鬼は一いつ瞬しゆんで燃もえ尽つきた。

「知らないのも無む理りないか。記き紀き神話に由ゆ来らいするとゆー、妖よう怪かいっつーより神に近い存そん在ざいのバケモノなんだけどね。『天アマノ逆気サカゲヲ服フクシ独身ドクシンニシテ児コヲ生ウム』──要するに、鬼を無む限げんに生産できる、傍はた迷めい惑わくな神様なわけ。しかも破は壊かい行こう為いが大好きで全まつたく話は通じない」

　……何ですか、その迷惑要よう素そのオンパレードは。

「そんな。……じゃあ、すぐにでも何とかしないと」

　イタチさんの切せつ迫ぱくした声。臨りん戦せんモードを保たもちつつ、僕と先輩の会話も聞いていたらしい。

「あ、それ無む駄だ。まともにぶつかっても勝てないわ、絶ぜつ対たい」

「絶対って、そんな。もしかしたら」

　すがるように僕は言ったが、先輩は無む情じようにもそれを切り捨てた。

「違ちがうの。イタチちゃんを信じるかどうかって話じゃないの。『大力タイリキノ神カミト雖イエドモ鼻ニ懸カケテ千里ヲ走ル、強堅キヨウケンノ刀ト雖モ嚙カミ砕クダイテ段々ダンダント作ナス』。パワーとスピード、あと頑がん強きようさにおいては無む敵てき、って属ぞく性せいを持ってる神なのよ、そいつは」

　なんだそりゃ。いくらなんでも無む茶ちやですぞ。そう反論しようと思った矢先。

「ギ」

　天あまの逆ざ毎この首がゆらりと動いた。鳥のような目玉がこちらを見み据すえ、大きく裂さけた口が夜の空気を盛大に吸った。またか、と口に出す暇ひまもなく、天逆毎の口から半はん透とう明めいの鬼がずるずると這はい出でる。一匹、ついでにもう一匹、さらに一匹──って、多いな！

「一気に、三匹……！」

　確認するようにイタチさんが静かに言う。さあどうしよう、とスケッチブックを構かまえたその瞬しゆん間かん、三匹の鬼がいっせいに飛びかかってきた。

「──ァッ！」

　おなじみの甲かん高だかい気合とともに、クッと手を握にぎるイタチさん。赤いフレアが炸さく裂れつし、正面から襲おそいかかろうとしていたヤマアラシのような鬼が、半はん透とう明めいの体をよじって悲ひ鳴めいを上げる。

　だがその隙すきを突くように、イタチさんめがけて走り寄る二匹の鬼。左からはガリガリに瘦やせた黒鬼が木き槌づちを振ふり上あげ、右からは龍りゆうの頭に直接手足を生やした怪かい物ぶつが巨大な牙きばを光らせる。

　そうはさせるか。ラフスケッチはもう描き終えた、準じゆん備びはいつでもオーケーだ！

「イタチさん！　二匹まとめていくよ、いい？」

「うん──来て！」

　その返事が耳に届とどくと同時に。ラフな鬼たちの絵の脇わきへ僕はイニシャルを書き入れた。瞬しゆん時じに実体化する二匹の鬼。ガアアッ、と吠ほえる異い形ぎように向き直り、イタチさんはすっと静かに息を吸う。と、その頭の上に小さな耳が、スカートの陰かげからは長い尻尾しつぽが、ほんの一瞬浮うかんで消えた。化けイタチの本ほん領りようを発はつ揮きするための、瞬しゆん間かん的てきなコンセントレーションだ。淀よどんだ空気がぴりっと張はりつめる。思わず息を飲んだ僕の目の前で、イタチさんの細い指が空くうを切り、そして生まれる風のギロチン。目に見えない銀色の円えん弧こは音もなく飛び、

「──よし」

　夜の闇やみごと、二匹の鬼おにを切きり裂さいた。やった！

「あとは、正面のやつだけど」

　どのタイミングで出そうか。そう言い終える暇ひまもなく、ヤマアラシっぽい鬼と目が合った。針まみれの長い腕うでが、僕に向かって振ふり下おろされる。

「おわっ！」

「真しん一いち！　下がって！」

　すいません一時後こう退たいします！　イタチさんに感かん謝しやしつつ、僕はスケッチブックをめくった。

「白しら塚つかくん？　伊達だてさん？　ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

　耳に何かが響ひびいている。そう言えばインカムの向こうがさっきから騒さわがしかった気もするが、正直、それどころではないのです。ほらまた来た！　でかいくせに素す早ばやいぞ、こいつ！

「……聞こえてるけど聞こえてないみたいね。まあ、それどころじゃないんでしょうけど」

「意外に奮ふん闘とうしているようですわね。さすが、と言って差し上げましょうかしら」

「他人ひと事ごとみたいに語らないでください先生！」

　僕らが逃にげたり戦ったりしている間にも、インカムからはずっと声が流れ続けている。何かを騒さわいでいるのはわかるけど──あいにく、そっちに集中してる余よ裕ゆうは全まつたく無い！

「しかし、鬼を生んでる本体を片づけないとキリがないわね、これは。ああもう、この際さい、怪かい談だん奇き談だんなら何でもいいのにっ！　ねえ、何かないの江え戸ど橋ばし？」

「そう言われても、その手の話に明るくはないからな……。実じつ際さいに体験したこともないし」

「実体験じゃなくてもいいのよ別に──って。実体験？　お。待てよ待てよ待ちなさいよ私」

「……経ふみ島しま？　どうしたの？」

「そっか！　発はつ想そうの逆転、あるいは、灯とう台だいもと暗し！　もしもーし、聞こえてるわね白塚真一？　イタチちゃんに、あとちょっとだけ持ちこたえるよう──」

　先輩にフルネームで呼よばれるのは久々だな、とか場ば違ちがいな感想が浮うかんではすぐ消える。

「よし、描かけた！　出すよイタチさん！」

「ちょっと待──今！　来て、真一！」

　針だらけの尾の一いち撃げきをギリギリで避よけたイタチさんが、強く小さく手を握にぎりしめる。そのタイミングを狙ねらって、僕は鬼を実体化させた。同時に、絞しぼり込こまれた朱色の炎ほのおが、鬼の額ひたいに赤い穴を穿うがつ。キエエエッ、と断だん末まつ魔まの一声を残し、針まみれの鬼の体が崩くずれ落おちた。

「……よし！」

　とりあえずは一安心。倒たおれた鬼の死体の向こうで、イタチさんが小さく微笑ほほえんでくれている。

「ありがと、真しん一いち。今の、すごく良い『たいみんぐ』だった」

　どういたしまして。そう返そうと思ったのだが、そこに割り込むように、

「ギエッ」

　唐とう突とつに、憎にく々にくしげな声が響ひびいた。

「っ！」

　弾はじかれるように声のした方向に目を向ける僕ら。

　廊ろう下かの突き当たりでは、案あんの定じよう、天あまの逆ざ毎こが疎うとましそうに僕らを見ていた。

「……来るよ」

「了解。やっと真しん打うち登場か」

　そんな会話が聞こえているのかいないのか。牙きばだらけの神様は、長い爪つめの生えた手をすっと持ち上げると、とん、と地を蹴け──って。げ、早い！

「避よけて真一！」

「うわっ！」

　イタチさんに突き飛ばされながら、僕は必ひつ死しで身をかわす。鋭するどい爪が、僕の右耳をかすめ、ぱきん、という乾かわいた音が右の耳に届とどいた。

「真一っ？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　インカムやられただけ！」

　本部との連絡手しゆ段だんが絶たたれたのは痛いたいけど、耳とか顔を持って行かれるよりはマシだろう。そう納なつ得とくしながら起き上がると、獲え物ものを仕し留とめ損そこなった天逆毎は、悔くやしげに「ギエッ」と鳴なき、そして再ふたたび爪を振ふりかざす。と、そこに、

「……動かないで！」

　イタチさんの叫さけびとともに、幾いく重えもの空気の刃が突つき刺ささった。よし、たいがいの妖よう怪かいならこれでズタズタのはず──なのだが。天逆毎は、

「ギィッ？」

　不ふ愉ゆ快かいそうに一声鳴ないただけだった。その全身には切り傷も擦すり傷きずも全まつたく残っていない。

「……なら……これは！」

　その天てん女によめいた羽は衣ごろもを包むように、ぼんぼんぼん、と炎ほのおが上がる。しかし、

「ギシャアアッ」

　これまたダメージゼロ。イタチさんの舌打ちが空むなしく響ひびく。

　本体はともかく、衣い服ふくに焦こげ目めすら付いていないところを見ると、そもそも、攻こう撃げきが効きくとか効かないとか、そういう概がい念ねんからして通じないらしい。反則だろ、これは。こいつのタチの悪さが今さらのように実感され、嫌いやな汗あせが背せ中なかと首せ筋すじにじんわりと滲にじんだ。

　あの調ちよう子しで鬼おにをぼんぼん生まれた日には文化祭どころの話じゃないし、本体だけでも危き険けん極きわまりない存そん在ざいなのは確実だ。放っておくわけにはいかないってのは、十分にわかる──わかるけど、だからって、どうすりゃいいんだ。

　そんなもどかしさで息が詰つまりそうになった時、僕を庇かばうように立っていたイタチさんがふと振ふり向むいて、言った。

「真しん一いち……仕方ないよ」

　え。仕方ないって？　そう聞き返そうとした僕に、イタチさんは、あの困こまったような笑えみを浮うかべ、そして続ける。

「さっきの話、聞こえてたから。御み崎さきたちの百物語、駄だ目めだったんだよね。でも、どんどん鬼おにを生むこいつは放っておけないし、力ちから任まかせで滅めつすることもできない。……だから、彼ひ岸がんへの扉とびらを開いて送り返すしかない。そのためには──ほら、ね」

　ああ、わかってるよ、そんなことは。でも、

「でも──でも、イタチさんは、それで」

「あたしは構かまわないよ。……ううん、そうして欲しいの」

　いや、だけど、そんな。必ひつ死しに言こと葉ばを探さがす僕に向かって、

「──あたしは、もう、充じゆう分ぶん、楽しかったから」

　イタチさんは最上級の笑え顔がおを残すと、

「だから。お願い。……ね、真一」

　たん、と床ゆかを蹴けって飛び出し、再ふたたび産さん卵らんモードに入ろうとしていた天あまの逆ざ毎こに組み付いた。

「ギヤァアァァツ！」

　不ふ意いを衝つかれて驚おどろいたのか、天逆毎は狂くるったように暴あばれ、イタチさんを振ふり払はらおうとする。イタチさんは必ひつ死しに耐たえるが、何ぶん相手は「体力勝負では無む敵てき」という反はん則そく的てきな特性の持ち主だ。どう見ても、そう長くは保もちそうにない。

「真一」

　急せかすでもなく懇こん願がんでもなく、あくまで落ち着いたイタチさんの一声。ああ、ほんとにそれを望んでるんだな、この人は。そんな気持ちがしっかりと伝わってきて、僕の決心は固まった。

「……わかった」

　右手に鉛えん筆ぴつ、左手にはスケッチブック。僕は一歩前に出た。

　そして、すうっと深呼吸した後、

「イタチさん！　僕は、今から、君を──描かく！」

　力一杯の宣せん言げんとともに。スケッチブックの上に、勢いきおいよく鉛筆を踊おどらせ始はじめた。

　かりかり、というリズミカルな音。真っ白なスケッチブックの上に、細身の少女の姿すがたが少しずつ浮うかび上あがっていく。

　──いつか、イタチさんをモデルにした絵を描く。それが僕とこの人とを結んでいる約束だ。僕がイタチさんの絵を描き終えた瞬しゆん間かん、彼女が現げん世せに留とどまる理由は消しよう滅めつし、あちら側へと自動的に送そう還かんされる。それはつまり、彼ひ岸がんへの扉とびらとやらが開くってことで──いや、今はとにかく絵に集中だ。

　……しかし。最初で最後の一枚が、トリ頭の怪かい人じんに振ふり回まわされてる姿すがたってのは、あんまりだよな。何しろ、ずうっと見続けてきた人だから、どんな表情もどんな姿も、すぐに脳のう裏りに再さい生せいできる。だから僕は、一番思い出に残したい姿を選んだ。

　あの顔、あの声、あの姿。よし、これだ。

　あとは、そのイメージを頼たよりに、描かく。描く。描く。

　──ふと、どこかで読んだ昔話を思い出す。決して覗のぞいてはいけませんよ。決して中に入ってはいけませんよ。そんな風に釘くぎを刺さされた主人公達は、決まって最後には約束を破り、そして幸せな時間を終わらせてしまった。どうしてそんなバカなことをするんだろう、と思っていたが、今、わかった。約束は破られるものなんだろう。決して、この人を絵に描いてはいけませんよ。そういう約束を交かわした以上、それは必ず破られて、楽しかった時間は呆あつ気けなく終わるんだろう。そんなことが脳裏に浮うかんではすぐ消える。

「真しん一いち、もう限げん界かい……！」

　イタチさんの辛つらそうな声に、はっと我に返る僕。

「ごめん！　でも──もう描けたから！」

　無論、まだまだ描き足りないけど。

　あえてそこは口には出さず。僕は、絵の片かた隅すみの余よ白はく部分へと、全力でサインを書き入れた。

　瞬しゆん間かん。

　青白い光が、歪ゆがんで開いて弾はじけて消えた。

　視し界かいが光に埋うめ尽つくされていく中、天あまの逆ざ毎こがぎゃあぎゃあ騒さわぎながら消えていく姿が見えたような気もするが──そんなことは、もう、心の底そこからどうでもいい。

　イタチさんは、最後に笑ってくれただろうか。

　それが確かく認にんできなかったことだけが、ただひたすら心残りだった。

　そして光は次し第だいに薄うすれて、暗くら闇やみが戻もどってくる。さっきまで倉そう庫こ棟とうに充じゆう満まんしていた嫌いやな気け配はいは綺き麗れいさっぱり消え失せており、ああ、天逆毎も鬼おにもまとめて消えたんだな、と実感できた。それはつまり……って、そこから先はわざわざ考えなくてもいいか。痛いたいくらいにわかってる。

　そう。

　もう、いないんだ、あの人は。

　しばらくすると、目が慣なれてきたのか、周まわりが見えるようになった。

　左手で摑つかんでいたスケッチブックに視し線せんを落とすと、粗あらいタッチで描かれた、細身の少女の全身像が目に入る。

　綺き麗れいに通った背せ筋すじ、すらっとした手足、大きな瞳ひとみ。そして、少し困こまったようなあの笑え顔がお。

「……まあ、悪くない出来だよな、うん」

　端はしに書かれたサインは、殴なぐり書がきすぎるけど。ちょっと笑えるぞ。




　で、それから。

　倉そう庫こ棟とうの入り口に、スケッチブックを手にしたままぼんやり腰こし掛かけていると、どやどやという足音とともに、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

「ごめーん遅おそくなっちゃって。でもまあ間に合ったみたいだし、結けつ果かオーライってことで」

「一時はどうなるかと思ったけど。にしても経ふみ島しま、よく思いついたわね」

「うん。考えてみりゃ、わざわざ古典の類たぐいを思い出す必要なんかなかったのよねー。春先からこっち、私たちはリアルに妖よう怪かいと接してきたんだからさ」

「それをそのまま話せば良かった、と。言われてみればなるほど、という感じだが……しかし、のびあがり、野の襖ぶすま、牛うし鬼おに……だったか？　そんなものが出ていたとは、実感しがたいな」

「ホントにあった話なんだから信じなさいっての。九きゆう尾びの狐きつねの一件も実話よ？　最後にイタチちゃんに泣きついたとこまで完全ノンフィクション──って、あら、どしたのキツネ？」

「……あのことは、部外者には口こう外がいするなと、あれほど……うう……」

「あーら、そーだったかしら」

「こ、この女め狐ぎつね！　よくもまあヌケヌケと！」

「ま、まあまあ落ち着いてください先生。そうそう、最後のあれはいい話でしたねー！」

「……露ろ骨こつに話を変えましたわね新あら井い。まあ……割と、いいお話ではありましたけど」

「確かに。出会ったばかりの妖怪少女に、絵のモデルになってくれと頼たのみ込こむ少年。そしてそれを受け入れる少女。二人を結ぶのは、強いけれど儚はかなくて、儚いけれど強い絆きずな──か。なかなかドラマチックな関係だったんだな、二人は」

「……」

「おー、照れてる照れてる」

　声はしだいに近づいてくるけど、その意味は全まつたく脳のうに届とどかない。

　ただ、少し首を動かした拍ひよう子しに、ぴちゃん、と水すい滴てきが落ちる音が聞こえた。

　ああ、そうか。何だか周まわりが見にくいと思ったけど。

　──なるほど。僕は、ずっと泣いていたのか。

「しっかし、天あまの逆ざ毎ことはね。かなり予よ想そう外がいだったかも」

「それ、一いち応おう神様なのよね？　そんな簡かん単たんに出てくるものなの？」

「神──なあ。神社の祭りみたいに、迎える手順があるんじゃないのか」

「神迎えの段だん取どりなら、掃そう除じして小豆あずきを焚たいて餅もちついて、あたりが定番だけど……ん」

「あ、それって……」

「春先から続いていた音の怪かいは、あれを迎えるための段取りだったのかもしれませんわね」

「つーことは、小豆とぎや静か餅をこまめに散らしておけば、天逆毎はもう出ない、と。やってみる価か値ちはあるかもね……って、ぬわ。白しら塚つか、あんた、いたの？」

　名前を呼よばれたようだけど、そっちに加わる気分じゃない。僕は適てき当とうに相あい槌づちを打った。

「……ちょっと、あんた、大だい丈じよう夫ぶ？　お、これが例の秘ひ密みつ兵器ね。ちょっと拝はい見けん」

　声の主はそんなことを言いながら、僕の手からスケッチブックを取りあげた。

「ほー、これはなかなか。あんた妖よう怪かい画がでもやってけるわよ」

「どれどれ」

「あ、あたしも、見たい」

　ぺらぺらと紙をめくる音と、「ほー」とか「へー」といった声が聞こえる。

　と、ふいに、その声がすっと静まった。

「あら？　これって」

「ほう。──良いな」

「うん。タッチはラフだけど、すごく綺き麗れいな絵に見える」

「全まつたく、何やってたんだか。で、描かかれた本人はどうお思いで」

「……う、うん……良い絵だと、思う、かな」

「またまた、見せつけてくれちゃって」

「まあまあ。よく描けてるのは確かなんだし」

　ああ、あの絵を見てるんだろう。良い絵だって言ってもらえるのは嬉うれしいけど、だからってあの人が帰ってくるわけじゃなし。

　そう、たとえ、描かれた本人がどう思ったところで。

　──ん。

　んん？

　今、何て？　「描かれた本人」？

「え」

　無気力な態たい度どはどこへやら、僕は弾はじかれるように声の方向を振ふり向むいた。馴な染じみのある顔がずらっと並ならび、僕のスケッチブックを覗のぞき込こんで批ひ評ひようしている。

　先輩。新あら井いさん。江え戸ど橋ばし会長。稲いな葉ば先生。それにイタチさん……って。

「ええええええええええええ！　何で？」

　僕の突とつ然ぜんの大声に、みんなは、ずざっ、と後ずさった。先輩が「な、何よいきなり」とか言っているが、そんなことはお構かまいなしに僕は叫ぶ。

「イタチさん！」

「な、何？」

　びくん、と反はん応のうする細身の少女。

「何で？　何でいるの？」

「え？　何でっ……て。さっき、天あまの逆ざ毎こを彼ひ岸がんに無む理り矢や理り押し込んだあと、扉とびらが閉まる時の余よ波はで飛ばされて……。で、戻もどってくる途と中ちゆう、御み崎さきたちとばったり」

「え？　でも、そんな、いや」

　ああ、気が動どう転てんしすぎて言こと葉ばが出ない。

　と、事じ態たいを観察していた先輩が「ははーん」とにやつき、僕の肩かたをポンと叩たたいた。

「さてはあんた、彼ひ岸がんへの扉とびらを開けるつもりでイタチちゃんを描かいたでしょ。で、絵を描き終えたとたんに天あまの逆ざ毎こが消えたから、作戦成功……つまり、イタチちゃんも消えたと思い込んだ」

　ええ、そうですそうですその通りです。なので首を縦たてに振ふる。

「やっぱりね。でもさ。あんた、ほんとにイタチちゃんをモデルにして……つまり、見て描いた？　これは想そう像ぞうだけど、ほとんど記き憶おくを頼たよりに描き上げたんじゃないの？」

　はい、そうですそうですその通りです。なので首を縦に振る。

　と、先輩は、心しん底そこ呆あきれた、と言いたげに肩をすくめた。

「……あのね。あんたとイタチちゃんとの契けい約やくは、たしか『彼女をモデルに絵を描く』でしょうが。目の前にいる人間を見ずに想像に頼たよって描いた絵で、何がモデルかね、あほくさい」

　──あ。

　そうか。

　夜の美術室で交かわした約束がフラッシュバックする。「僕があなたを見てですね、その光こう景けいを絵に描く」。僕は確かにそう言って、イタチさんはうなずいてくれたのだ。忘わすれるはずもない。

「ってことは……？」

　顔を上げると、そこにはもう会えないと確信していた人の顔があって。

「じゃ、じゃ、じゃあ」

　絡からまる舌した先さき。もつれる呂ろ律れつ。

「ジャー？　そんなに炊すい飯はん器きが欲しいならうちに古いのが」

「こら経ふみ島しま。今は茶ちや化かさない」

「……さすがに無ぶ粋すいが過すぎますわよ」

「お前、少しは空気を読め」

「失しつ敬けいね。私は空気を読んだ上でそれに逆さからっているのであって……あー何をする離はなせー」

　先輩が新あら井いさん達にずるずると引きずられていったような気がするが、よくわからない。

　何しろこの時、僕の全ぜん感かん覚かくは確かにイタチさんだけに向いており、

「うん。あたしは、まだ、ここにいるよ」

　そう答えてくれた彼女の顔には、あの、困こまったような笑えみが浮うかんでいて、

「消えるの、覚かく悟ごしてたけど。ちょうど、あの時、百物語が終わって、彼岸の扉が開いたから」

　それは綺き麗れいで可愛かわいくて頼たのもしくて格かつ好こう良よくて優やさしげで強くてとにかく最高だったので、

「良かったあっ！」

　僕がその人に飛びつきたくなったのも、全まつたくもって無む理りはなかった。

「え？　ひゃっ、あ、あの」

　慌あわてる声を聞きながら、ふと、さっき考えたことを思い出す。

「約束を交かわした以上、それは必ず破られて、楽しかった時間は呆あつ気けなく終わる」？

　おいおい冗じよう談だん言っちゃいけない、そう簡かん単たんに終わらせるもんか。そりゃもちろん、僕はいずれイタチさんを描かく。その決意に変わりはないが──とりあえず！　当分はこのままで！

　そんな思いをぶつけるように、僕はイタチさんをただもう強く強く抱だきしめたのだった。

「も、もう、真しん一いち……。……でも……ありがとう」




　なお。その後、「大好きだ！」と連れん呼こしたのは、ちょっとやりすぎだったとは思います。

　聞いた話では、イタチさんは照れすぎて倒たおれかけたとか。

　──すいませんでした。
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「経ふみ島しま！　あなたよくもこの私を謀たばかりましたわね！」

「ほへ？　何の話かしら。まあ座すわりなさい、そしてあわよくば帰りなさい」

「ええい何をまあヌケヌケと。聞きましたわよ、あなたと江え戸ど橋ばし君のこと」

「ああ、私とアレが付き合ってるって話？　うん、もう二年になりますか」

　しれっとした顔で答える経島先輩。それを見た稲いな葉ば先生は面おも白しろいように逆ぎやく上じようし、先輩がさらにそれを冷ひやかし、稲葉先生がまた怒おこる。うん。放課後の美術室は今日も賑にぎやかだ。

　ちなみに、先輩と会長の件は、僕はついこの間知りました。──ええ、鬼おにだと思いました。

「飽あきないね、あの二人も」

　ふとキャンバスから顔を上げたイタチさんが、呆あきれたように微笑ほほえんだ。

「確かに。……に、しても」

「どうしたの、真しん一いち」

「うん。美術室に妖よう怪かいがいるなんて風ふう景けいも、ずいぶん当たり前になったなあ、と思って。イタチさんに会うまでは、妖怪なんて信じてもいなかったのに」

　しみじみしながら僕が言うと、先輩に嚙かみついていた稲葉先生とイタチさんは、

「え」

　きょとんとした顔で僕を見た。──え、何ですか、その反はん応のう。

「呆れましたわね。あなた、知らなかったの、もしかして」

「あの……真一？　あたしが最初じゃないよ？」

　何の話だ？　人間同士、僕と先輩は顔を見合わせる。

「まさか。ずっと前から幽ゆう霊れい部員がいたじゃない、なんてオチじゃないでしょうね」

「いやあの、穂ほ村むらはあれでも人間だと思うんですが」

「そっちじゃありませんわよ。美術部にはもう一人いるでしょう？」

「ああ、奈な良ら山やま？　あの万年不在の風景画専任野郎？」

「うん。彼、天てん狗ぐだよ」

　イタチさんのあっさりした言こと葉ば。そして絶ぜつ句くする人間二人。

　……まあ、確かにどことなく人にん間げん離ばなれした男だとは思っていたけども。天狗と来たか。

「あのさ。もしかして、そういうケースって意外と多いわけ？」

　おそるおそる（そして好こう奇き心しんを隠かくさずに）尋たずねた先輩に、イタチさんはあっさりうなずく。

「真一、会った時に言わなかったっけ？　ここは凄すごく出やすい場所だって」

　確かに聞きましたけどね。

　とりあえず二にの句くが継つげずにいると、ふいにドアが景けい気きよく開いた。

「入るわよー。演劇部からの依い頼らいなんだけど、古い衣い装しようの袖そでから細い手が生えてきて気き味み悪わるいから……って。あれ、もしかしてお邪じや魔まだった？」

　先輩と僕とイタチさんは、顔を見合わせ、そして、全まつたく同時に肩かたをすくめた。

「ま、だからって、何が変わるってわけでもないか」

「うん。今まで通りで、良いと思うよ」

「よーし、それじゃ、お仕事お仕事。さあ新あら井いちゃん、詳くわしい話を聞かせて貰もらいましょうか」

　意い気き揚よう々ようと先輩が腰こしを上げ、僕とイタチさんがそれに続く。うん、いつもの光こう景けいだ。

　美術部としてあるべき姿すがたを失っているような気もするが、もう慣なれた。

　そう、それに。大好きな人がずっと隣となりで微笑ほほえんでいてくれるなら。

　──それ以上を望むのは、ぜいたくってもんですよね、うん。




　終わりよければ、全て良し。

　されど。

　終わらなくても、それはそれで良し。







　あとがき
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　選考委員の先生を始め、選考に関かかわってくださった皆様。作者以上に作品を読み込み、的てき確かくかつ丁てい寧ねいなアドバイスを山のようにくださった編集様。ラフ画を見た作者に「君はそんなに可愛かわいかったのですか！」と敬けい語ごで言わしめた美び麗れい絵え師しの京きよう極ごくしん様。その他、全員のお名前を挙あげることはできませんが、本書の完成に携たずさわってくださった皆々様、本当にありがとうございました。登場人物一同ともども、深く感かん謝しやしておりま……こら、ちゃんと頭を下げなさいＦ先輩！　ああっすいませんこいつは後で叱しかっておきますので！

　ごほんごほん、閑話休題（繰くり返かえしネタは二回が限げん度どと言われなかったかね？）。

　そして、最後になりましたが、この本を手に取ってくださった、あなた。

　ここを読んで頂けただけでも充じゆう分ぶんに嬉うれしいのですが、もしもあなたが本文を最後まで読んでくださったのなら、そして少しでも楽しんでくださったのなら、さらには「ほうかご百物語」をあなたの家の本ほん棚だなの隅っこに置いてやってもいいかな、と思ってくださったのなら、書き手としてこれ以上の幸せはありません。

　というわけで、あなたがちょっと引くぐらいの感謝の気持ちを捧ささげつつ、このとりとめのないあとがきを締しめくくりたいと思います。本当にありがとうございます。




　それではどこかでまたいずれ。お相手は、峰みね守もりひろかずでした。







[image: ]







峰みね守もりひろかず

１９８１年静岡県生まれ、西日本育ち。「言葉を交わせば誰とでも分かり合える」と信じているが、極端な早口なので意見が相手に伝わらない事が多い。好物は本と洋酒とカレー。好きな別れの挨拶は「良き青空を」。
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。










ほうかご百ひゃく物もの語がたり
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